


は じ め に 

コロナに始まり、コロナに暮れたといっても過言ではなかった令和２年が終

わりを告げ、いよいよ令和３年の幕明けだと思った矢先、飛び込んできたのは

「国が関東一都三県に対し緊急事態宣言の発出を検討中」というニュースでし

た。当区においても、年末年始のコロナ感染の激増に歯止めがかからず、医療

現場のギリギリの状態はこの原稿を書いている１月中旬現在も続いている以上、

発出「やむなし」の思いです。 

１ 歳入減はおよそ１１３億円を見込む 

そうした状況下で発表する令和３年度予算案。一般会計は 3,120億円と７年

連続で過去最大となりましたが、その主な原因は学校改築等の投資的経費が膨

らむ時期に当たったことにあります。歳入は特別区税がリーマンショック時を

参考に新型コロナの影響から３４億円の減収、財政調整交付金は都の見通しを

勘案し７９億円の減収を、それぞれ見込んで策定しました。 

こうした厳しい財政状況に対処するため、一度内示した予算の一律削減とと

もに、「（仮称）江北健康づくりセンター」や福祉事務所の新築工事を先送りす

るなど事業の見直しを行い、約８４億円の財源を捻出しました。 

２ 歳出面の柱はコロナ対策 

歳出面の中心はなんといっても新型コロナ対策。ＰＣＲ検査体制の充実や病

床数の確保など、医療最前線を支える施策を継続します。 

また１月の区議会臨時会で債務負担行為をお認めいただきましたので、新年

度当初予算に計上はありませんが、高齢者に対するワクチンの優先接種実施に

向けた体制も動き出しました。現在のところ、不確定な情報を手掛かりにした

手探り状態ではありますが、専管部署を中心に、庁内一丸となって対応してま

いります。 



 

３ コロナ渦中にある区内経済を下支え 

コロナ禍にあっても困難な状況を乗り切って、なんとか勝機を見出していこ

うと悪戦苦闘されている製造業の方々に対しての販路拡大支援、売り上げ減少

で苦しんでおられる飲食業をはじめとする様々な事業者への支援として、区内

初となる３割のプレミアム付き商品券の発行などを柱に区内経済を支えます。 

 

４ エリアデザインは一つのピークへ 

またコロナから目を転じると、令和３年度は文教大学の開学、東京女子医科

大学新東医療センターのオープン、竹ノ塚駅付近の踏切の解消と、街づくりの

大きな節目となる事業の完成が続きます。千住の街が大学進出を契機に大きく

変化したように、施設や駅などの拠点を中心とした具体的な街づくりの青写真

を描き、飛躍の道筋をしっかりとつけていきます。 

 

５ コロナ禍のその先へ「あだちから」 

超高齢社会を背景に、区政の懸案事項の一つであった区内の交通不便地域の

解消に向けたバス便の検証運行や、はるかぜの減便や廃止に歯止めをかけるた

めの車両購入費補助制度を新たに導入します。スタートに際しては、費用対効

果をしっかり検証し、方向性を確認しつつ進めていきます。 

 

コロナを契機として新たな区民サービスの向上策に、積極的に足を踏み出す

のも令和３年度の特徴の一つです。マイナンバーカードの普及拡大に力を注ぐ

一方、来庁されなくとも自宅等でオンラインで申請が可能、税や保険料のスマ

ートフォンアプリによる決済など、利便性向上策を着実に進めます。 

 

眼前のコロナとの闘いはまだまだ続きますが、視線をその先へしっかり向け

ることも忘れずに、「あだちから」で区民の皆様の負託にお応えしてまいりま

す。 

足立区長    近 藤 や よ い 
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Ⅰ－１ 予算編成方針 

Ⅰ 令和３年度当初予算編成 

１ 予算編成方針  

  足立区では、新型コロナウイルス感染症拡大による前例のない事態に直面する中で、令
和３年度当初予算編成に向けて、令和２年８月に「令和３年度足立区行財政運営方針」を

策定しました。その後の財政収支の見通しから、財源不足額が見込まれることが明らかに

なったため、１２月には「令和３年度予算編成について（通知）」を発出し、再度、事業

の見直しを行いました。以下は、その抜粋です。 

令和３年度足立区行財政運営方針（令和２年８月） 

１ 予算編成の基本的な考え方 

（各部フレーム及び投資的事業の暫定内示） 

令和３年度当初予算は、新型コロナウイルス感染症拡大による景気の悪化が、今後の区

の歳入、歳出に及ぼす影響が不透明であるため、各部フレーム及び投資的事業の内示額は

暫定とし、東京都から財源見通しが示された段階で再度歳入額を見込み、改めて精査する。 

（予算編成方法） 

「基本計画」に示された各施策の目標達成に向け、重点プロジェクト事業を中心に、財

源配分していくことを基本として編成すること。 

令和元年度決算は良好な結果となったが、コロナ禍において先行き不透明な状況にある。

財政調整交付金や特別区民税の大幅な減収が見込まれる中、引続き、区民生活、経済活動

に影響を及ぼす自然災害や感染症リスクを最小限に抑え込むため、区として最大限の対策

や支援を行っていくにはさらなる財源投入が見込まれる。これに加えて、多様の一途をた

どる区民ニーズに対する行政の役割を踏まえ、まちの魅力の創出とボトルネック的課題解

消の両面から施策を展開していくことが必要である。「基本計画」や「公共施設等総合管

理計画」等を念頭に、今後も起こりうる変化に柔軟に対応しながら持続可能な財政運営を

行っていくことが区の責務であり、事業の全体像を描いたトータルコストでの徹底的な分

析、例年以上の事業の選択と集中、ゼロベースでの既存事業の精査による歳出削減及び一

層の財源確保に注力すること。 

２ 令和３年度予算編成事務処理方針 

（１）政策的経費について 

ア 令和３年度予算編成に向けた各部長と区長との事前協議の結果を踏まえ、査定を経

て「基本構想」の「ひと」「くらし」「まち」「行財政」の４つの視点を明示したう

えで、包括予算の枠内に財源を配分する。 

イ 子どもの未来応援枠については、子どもの貧困対策担当課と協議のうえ査定を行い、

包括予算の枠内に財源を配分する。 

ウ 東京２０２０大会関連事業にかかる経費は、現時点では保留とし、今後の東京都や

東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会の動向を踏まえつつ、別途査

定を行ったうえで財源を配分する。 

（２）投資的事業経費について 

各部の要求を財政課が査定し計上する。要求にあたっては、「中期財政計画」との整

合を確認し、維持管理などの将来負担、設備の更新時期、労務単価改定、建設資材高騰

などを考慮し積算すること。 
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Ⅰ－１ 予算編成方針 

 

また、緊急かつ安全・安心の面から必要な事業については、事前に財政課に協議の

うえ、要求額を計上すること。 

（３）経常的事業経費（枠内）について 

令和元年度決算額及び事務事業評価結果並びに令和３年度における各部の事情など

を勘案し、包括予算の枠として財源を配分する。 

配分された一般財源に各部で見込んだ特定財源を加えた範囲内で、必要な経費を計上

すること。 

（４）経常的事業経費（枠外）について 

各該当事業の要求額を財政課が査定し計上する。 

要求にあたっては、経費を厳密に見積り、積算資料を財政課に提出すること。 

（５）既存事務事業の見直しについて 

各部は事務事業評価の結果を踏まえ、特に執行率や費用対効果の低い事業は見直しを

行うこと。 

なお、既存事務事業見直しの基本的視点は以下のとおりとする。 

ア 事業の必要性、有効性、優先度の精査 

イ 施策や事業の整理・統合 

ウ 区補助金事業の精査 

交付実績・目標達成度・効果の検証 

エ コストの削減 

  事業手法、執行体制・人員などの見直し 

オ 歳入の確保 

税外収入の確保、債権管理の適正化と収納率の向上、受益者負担の見直し 

令和３年度予算編成について（通知）（令和２年１２月） 

（経常的事業の１％以上削減） 

新型コロナウイルス感染拡大の勢いは衰えず、景気の先行きはなお不透明である。現段

階で令和２年度と比較して、一般財源で１２６億円の大幅な減収を想定せざるを得ない。 

一方、歳出については新型コロナウイルス感染症対策に加え、収入減による生活保護費

の増、老朽化した施設更新の対応などで大きく膨らんでおり、フレーム内示以降に生じた

新たな需要に対応するためには、積立基金の活用とともに、既存事業等の見直しによるさ

らなる財源確保が必要である。ついては次の内容を踏まえ見直しを行うこと。 

なお、令和４年度以降も複数年にわたり大幅な財源不足の状況が続き、より一層厳しい

財政状況に陥ることが見込まれるため、後年度の負担を十分精査した上で必要経費の計上

に努めること。 

１ 投資的事業 

各部においてすでに見直しは行われているところだが、区民生活への影響を考慮しつ

つ不急事業を洗い出し、さらに事業規模や実施時期の見直しを行うこと。その上で財政

課が改めて査定を行う。 

 

２ 経常的事業 

政策的経費を除き、部の優先順位を踏まえ、フレーム内示額の１％以上を削減し予算

編成を行うこと。 
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Ⅰ－２ 予算編成の状況

２ 予算編成の状況 

（１） 令和３年度予算

「乗り越え、そして踏み出す。あだちから」と名付け、新型コロナウイルス感染
症対策の強化を継続しつつ、難局を乗り越え、変貌を遂げる足立のまちとともにコロナ

禍の先へと果敢に踏み出すための予算を編成しました。 

（２） 財政規模（当初予算比較） （単位：百万円） 

会 計 区 分 令和３年度 令和２年度 差引増減額 増減率 %

一般会計 312,012 298,025 13,987 4.7

国民健康保険特別会計 69,696 71,157 △ 1,461 △ 2.1

介護保険特別会計 64,702 64,795 △ 93 △ 0.1

後期高齢者医療特別会計 16,219 15,908 311 2.0

合  計 462,629 449,885 12,744 2.8

【一般会計】 総額３，１２０億円 （前年度より１４０億円､４．７％の増額） 

新型コロナウイルス感染症対策、新しい生活様式への対応促進に加えて、令和３

年度の竹ノ塚駅付近の鉄道高架化、大学病院開設などエリアデザイン計画推進、区

立小・中学校の改築などは着実に進めるとともに、今後数年間の厳しい財源見通し

を踏まえ、本庁舎改修など公共施設の建設・改修工事の先送り、経常的経費の１％

削減など歳出を抑え財源捻出に努めました。 

令和２年１２月末現在、新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急対応として 

１３次にわたる補正予算を編成し、令和２年度の予算現額は３，８１２億円に及ん

でいますが、ここから特別定額給付金、子育て世帯への臨時特別給付金の支給に係

る経費７１０億円を除いた予算額は新年度予算額とほぼ同規模となりました。 

＜主な増＞ 

感染症予防・患者医療費公費負担事業＋６億円 

区立小・中学校の改築事業＋８４億円（建設:小学校３校、中学校１校、設計:中学校１校）

大学病院整備事業＋４６億円 鉄道立体化の促進事業＋２７億円 

生活保護費給付事業＋２０億円 電子計算組織管理運営事務＋１１億円 

中小企業融資事業＋６億円 商店街活動支援事業(あだち３０買い物券事業等)＋３億円 

＜主な減＞ 

衛生関係施設改修事務△１２億円 小・中学校施設の保全事業△１０億円 

施設営繕事業△９億円 学校教育関係施設改修事業△６億円 

住区等施設・学童保育室大規模改修・開設事務△２億円 

【国民健康保険特別会計】 ６９７億円 （前年度より１５億円、２．１％の減額） 

被保険者数の減少見込みに伴い、保険給付費は８億円減（対前年度比１．７％減）

となり、特別会計全体では減額予算となりました。 

【介護保険特別会計】 ６４７億円 （前年度より０．９億円、０．１％の減額） 

第８期介護保険事業計画（令和３～５年度）の策定にあたり保険給付費を精査し

たことや、高齢者紙おむつの支給事業を一般会計に移行したことなどの減により、

０．９億円減（対前年度比０．１％減）の減額予算となりました。 
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Ⅰ－２ 予算編成の状況 

【後期高齢者医療特別会計】 １６２億円 （前年度より３億円、２．０％の増額） 

後期高齢者の増加に伴い、東京都後期高齢者医療広域連合への分担金及び負担金

で３億円増（対前年度比２．２％増）などにより、増額予算となりました。 

（３） 歳出予算性質別内訳（一般会計） （単位：百万円）

当初予算額 構成比 % 当初予算額 構成比 %

義務的経費 159,246 51.0 156,055 52.4 3,191 2.0

人件費 40,872 13.1 42,049 14.1 △ 1,177 △ 2.8

扶助費 112,600 36.1 108,745 36.5 3,855 3.5

公債費 5,774 1.9 5,261 1.8 512 9.7

投資的経費 50,302 16.1 44,005 14.8 6,297 14.3

その他一般行政経費 102,464 32.8 97,965 32.9 4,500 4.6

合  計 312,012 100.0 298,025 100.0 13,987 4.7

増減率 %区　　　　分
令和３年度 令和２年度

増減額

【義務的経費】 １，５９２億円 （前年度より３２億円、２．０％の増額） 

■ 人件費

衆議院議員選挙・最高裁判所裁判官国民審査事務で１億円、東京都議会議員選挙

事務で１億円などの増と、退職職員数の減による退職手当で９億円、国勢調査に係

る指導員・調査員報酬で３億円などの減との差引きにより、人件費全体では４０９

億円、前年度比１２億円（２．８％）の減額予算となりました。

■ 扶助費

生活保護費給付事業で２０億円、障がい者自立支援給付費支給事業で１１億円、

住居確保給付金支給事業で６億円、児童扶養手当等の支給事業で４億円などの増と、

私立保育園の運営費助成事業で３億円、子ども医療費助成事業で１億円などの減と

の差引きにより、扶助費全体で１，１２６億円、前年度比３９億円（３．５％）の

増額予算となりました。 

■ 公債費

満期一括償還額等の増による特別区債元金の償還で５億５千万円の増と、特別区

債現在高の減少に伴う利子支払額で４千万円の減との差引きにより、公債費全体で

５８億円、前年度比５億１千万円（９．７％）の増額予算となりました。 

【投資的経費】 ５０３億円 （前年度より６３億円、１４．３％の増額） 

区立小・中学校の改築事業で８４億円、大学病院整備事業で４６億円、鉄道立体化

の促進事業で２７億円などの増と、市街地再開発事業で１７億円、衛生関係施設改修

事務で１２億円、小・中学校施設の保全事業で１０億円、施設営繕事業で９億円、学校

教育関係施設改修事業で６億円、密集市街地整備事業で５億円、情報システムの構築、

改造事業で３億円などの減との差引きにより、増額予算となりました。 

【その他一般行政経費】 １，０２５億円 （前年度より４５億円、４．６％の増額） 

電子計算組織管理運営事務で１１億円、国民健康保険特別会計繰出金で８億円、 

中小企業融資事業で６億円、個人番号カード交付等事務で５億円、後期高齢者医療特

別会計繰出金で２億円などの増と、生きがい奨励金支給事務で５億円、認証保育所運

営経費助成事業で３億円、私立幼稚園等園児保護者負担軽減事業で３億円などの減と

の差引きにより、増額予算となりました。 
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　Ⅰ－２　予算編成の状況

（４） 分野別に見た当初予算額の推移

当初予算額の推移を分野別に見てみると、高齢者人口の増加や障がい福祉サービス利用者の

 増加等を背景に両分野で毎年予算額が大きく伸びています。子ども（主に乳幼児）分野は前年度

 比較ではやや減少していますが高い水準にとどまっています。

※各分野の事業は基本計画施策体系等から抽出（投資的事業を除く）。

子ども（主に乳幼児）分野の主な事業

○私立保育園の運営費助成事業

180億円

○児童手当の支給事業　102億円

○子ども医療費助成事業　30億円

○私立幼稚園等園児保護者負担軽減

事業　26億円

　 待機児童の解消がほぼ達成されたこと

による関連経費、少子化に伴う手当、医療

等の経費の減により令和３年度はやや減

少しましたが高止まりの状況が伺えます。

高齢者分野の主な事業

○介護保険給付事務　552億円

〇後期高齢者医療広域連合への療養

　給付費負担金　62億円

○高齢者インフルエンザ・肺炎球菌

ワクチン接種事業　6億円

　超高齢化に伴う高齢者人口の増加に

より、後期高齢者医療給付ほか高齢者

関連サービス事業費の増加が続いてい

ます。

障がい者分野の主な事業

○障がい者自立支援給付費支給事業

187億円

○精神障がい者社会復帰施設運営費

等補助事業　16億円

○社会福祉法人運営助成事業　13億円

サービス利用者の増加に伴い、障がい

をお持ちの方が地域で自立した生活を送

るための支援にかかる事業費は今後も増

加傾向が続くものと見込まれます。
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Ⅰ－３ 今後の財政運営の見通しと課題 

３ 今後の財政運営の見通しと課題 
 

（１） 日本経済の状況 

令和３年に入り、昨年に続き２度目の緊急事態宣言が発出され、日本経済に与える

影響が懸念されています。 

政府は、令和２年１２月の月例経済報告で、景気の先行きについて「感染拡大の防 

止策を講じるなかで、各種政策の効果や海外経済の改善もあって、持ち直しの動きが

続くことが期待される。ただし、感染症拡大による社会経済活動への影響が内外経済

を下振れさせるリスクに十分注意する必要がある。また、金融資本市場の変動等の影

響を注視する必要がある。」としています。 

また、令和３年度の経済見通しについても、「「総合経済対策」を円滑かつ着実に

実施すること等により、令和３年度の実質ＧＤＰ成長率は４．０％程度、名目ＧＤＰ

成長率は４．４％程度と見込まれ、年度中には経済の水準がコロナ前の水準に回帰す

ることが見込まれる。」（令和２年１２月１８日閣議了解「令和３年度の経済見通し

と経済財政運営の基本的態度」から引用）と表しています。 

 

（２） 足立区の経済状況 

ア 中小企業景況調査 

東京都信用金庫協会による区内中小企業の景況調査によると、令和２年１０月か

ら１２月期の業況が「悪い」と回答した業種は製造業、小売業（飲食業含む）、卸

売業で多く、５割を超えています。また、この３業種では６割以上が前期（７月か

ら９月期）と比べて売上が「減少」したと回答し、昨年同時期との比較でも減少し

た事業者が６割から７割と高い割合になっています。さらに、来期の見通しも５割

以上が「減少」と回答しており、深刻な状況が浮き彫りとなりました。 

製造業や卸売業では当面の重点経営施策として、「販路拡大」を第一に挙げてお

り、小売業では「品揃えの改善」や「宣伝・広告の強化」などを挙げています。  

イ 小規模事業者経営改善補助金申請者向けアンケート 

令和２年１０月から区が実施しているアンケート調査の中間集計によると、新型

コロナウイルス感染症の「影響はなかった」と回答した事業者は僅か数社にとどま

り、「特に大きな課題はない」と回答した事業者はゼロでした。課題の１位が「売

り上げの回復」で、全体の約３割は売上回復に向けたインターネット販売による販

路拡大などに関心を示しており、厳しい状況が続く中でも新たな手法の導入に意欲

を持っている事業者が多いことも見えてきました。 

  ウ 西新井青色申告会会員に対する緊急経済アンケート 

主に個人事業主の相談先である西新井青色申告会を通して、令和２年１０月から

１１月に区が実施したアンケート調査では、特に飲食・宿泊業、生活関連サービス

業、製造業の３業種が新型コロナウイルス感染症の影響を強く受けていることがわ
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かりました。売上が３割から５割減少した月があると回答した事業者が４割近くい

る一方で、「影響はなかった」と回答した事業者も３割近くに達しており、コロナ

禍での事業継続に対し「特に課題はない」と回答している事業者も２割近くいます。 

 

以上のように、業種や業態、経営規模によって影響の度合いに差が出ていますが、

コロナ禍を機に事業転換や新分野進出に取り組もうとしている事業者への支援の必

要性なども見えてきました。 

今後も区内産業関連団体、金融機関等との意見交換会や事業者アンケートを継続し

て実施し、事業者の状況を適宜把握しながら、的確な支援策につなげていきます。 

 

（３） 令和３年度足立区予算の概要 

新型コロナウイルス感染症の収束が見えず区財政の先行きが見通せない中、令和３

年度の予算編成にあたっては、令和２年８月の包括予算フレーム内示額から政策的経

費を除き１％の削減を行うとともに、投資的経費についても区民生活への影響を考慮

しつつ事業規模や手法、実施時期の見直しを行い、各部予算要求額から８４億円を削

減しました。 

その一方で、新型コロナウイルス感染症から区民を守り、区内経済を支えるための

経費の計上に加え、区立小・中学校の改築事業費や大学病院整備事業費などの投資的

経費が大きく膨らんだことで、結果的に令和３年度当初予算は一般会計総額  

で３，１２０億円と、令和２年度当初予算と比べて１４０億円の増額となり、７年連

続で過去最大を更新することとなりました。 

 

 

 

 

 

 

歳入のうち、特別区民税については、新型コロナウイルス感染症の影響による雇

用状況の悪化に伴う納税義務者の減少（約９千人減）や収納率の悪化を見込んだこ

とにより、令和２年度当初予算と比べ３５億円減の４１９億円と、平成２３年度以

来１０年ぶりに減少に転じる見込みです。また、地方消費税交付金についても、景

気悪化に伴う消費の落ち込みから、令和２年度当初予算と比べ５億円減の１２５億

円を見込みました。 

当初予算額 年度別推移 
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さらに、歳入の約３割を占める財政調整普通交付金については、税制改正の影響

に加え、新型コロナウイルス感染拡大による企業業績の悪化に伴い法人住民税の大

幅な減収が見込まれていることから、令和２年度当初予算と比べて７９億円減の 

９３２億円を計上しました。 

歳出のうち、義務的経費については、リーマンショック時の雇用状況悪化を踏ま

え生活保護受給者数の増加（７％増）を見込んだことで、生活保護費給付事業が  

２０億円の増、住居確保給付金支給事業が６億円の増、また、障がい福祉サービス

の利用者の増加（約４８０人増）による障がい者自立支援給付費が１１億円の増等

により、扶助費が３９億円の増額となりました。人件費については、退職者数の減

少（約４０人減）などにより１２億円減少しました。公債費は５億円の増となり、

義務的経費全体では３２億円の増を見込みました。 

投資的経費については、綾瀬小学校をはじめ小学校３校、中学校２校の新築・改

築の工事・設計が集中するため、区立小・中学校の改築事業が８４億円の増、東京

女子医科大学新東医療センターの建設に伴う大学病院整備事業が４６億円の増、竹

ノ塚駅周辺の鉄道立体化の促進事業が２７億円の増となっています。一方、市街地

再開発事業の１７億円の減等により、増額との差引きで６３億円増えました。 

財源対策については、歳入の大幅な減収を補うため、前年度と比べても１４２億

円多い総額３６４億円の基金を取崩し、例年にない規模の積極活用を行いました。 

＜主な基金取崩し額＞ 

・財政調整基金         １０２億円 

・義務教育施設建設等資金積立基金 ９８億円 

・減債基金            ５０億円 

・公共施設建設資金積立基金    ３７億円   など 

また、特別区債は前年より３８億円多い６４億円を計上しています。近年の発行

額は最大でも２０億円程度に抑えてきましたが、令和３年度は小・中学校の新築・

改築が集中することもあり、多額の工事費用を特別区債で補うため、大幅な増加と

なっています。 

償還（返済）については、満期一括償還額の増加などにより５４億円を計上して

おり、差引で令和３年度末の現在高は３３１億円と、令和２年度末の見込み額   

３２１億円から２２年ぶりに増加に転じる見込みです。 

新型コロナウイルス感染症の収束が見えない中、景気の先行きは不透明であり、

自主財源の乏しい当区にとって今後数年間は特に厳しい財政状況が続くことが想定

されます。 
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　　Ⅰ－４　足立区の財政状況

４　足立区の財政状況

　（１）　近年の推移

  ①　歳入　　２，９４７億円　（令和元年度決算額（普通会計））

　 令和元年度歳入決算（普通会計）２，９４７億円の

内訳をみると、特別区税が１７．２％、特別区財政調整

交付金が３８．３％を占めています。　

　 特別区財政調整交付金は近年増加傾向にありまし

たが、法人住民税のさらなる国税化の影響を受け、

令和２年度は減少に転じています。

　 さらに、新型コロナウイルス感染症の影響により、

特別区税、特別区財政調整交付金ともに令和３年度

は、大幅な減収になる見込みです。

  ②　歳出　　２，８５３億円　（令和元年度決算額（普通会計））

　 歳出の性質別経費の推移をみると、生活保護費や

児童福祉費等の扶助費は、これまで微増傾向でした

が、令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影響

で、生活保護費が伸びると見込んでいます。

　 公債費は、特別区債の計画的な返済により着実に

減少していますが、今後は、公共施設の老朽化対応

で増加に転じる見込みです。

　 令和元年度の投資的経費は、学校の改築工事が

１校のみだったことに加え、大学病院施設等の整備

にかかる土地購入が完了したため減少していますが、

令和３年度は学校の改築工事などが増えるため、

再び増加します。

財 源 構 成

令和元年度決算

17.2％

38.3％

44.5％ 特別区税

特別区
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投資的経費
公債費

506

1,129

1,312

(単位：億円)

（見込) （予算） （見込) (予算）

（見込)

942

1,129
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 Ⅰ－４　足立区の財政状況 　　

　（２）　特別会計繰出金の推移

　 国民健康保険特別会計への繰出金は、法改正に

 よる社会保険の適用範囲の拡大等で被保険者数が

減っていること及び国保制度の改革等により、減少

傾向にあります。

　 介護保険特別会計及び後期高齢者医療特別会

計への繰出金は、高齢化に伴い、今後も増加が見

込まれています。

　（３）　区民１人当たりの積立金・地方債現在高

　　　　  積立金（基金）は、個人の家計に例えると、貯金にあたります。

　　　　  また、地方債（区債）を個人の家計に例えると、住宅ローンのような借金にあたります。

　　　　  区では、｢発行額(借入)＜元金償還額(返済)」となるように努め、ピークであった平成１１年度から区債

　　　 現在高を着実に減少させてきました。しかし、学校等の施設老朽化に伴い、更新経費を確保するための

　　　 借入が必要になることから、令和３年度以降は区債現在高が増加に転じる見込みです。

　　　　  基金は、条例によってそれぞれ使う目的が定められており、施設更新などに積極的に活用するとともに

　　   将来の負担に備え、目的に応じた積み立てを行っています。
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R1年度 254千円

(単位：億円)

(単位：千円)

（見込)

※各年の１月１日現在の人口から算出しています。
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視点１ ひと　　　　多様性を認めあい、夢や希望に挑戦する人

頁

【子どもの学び】 8 (2) 13

【妊娠・出産・子育て】 6 - 13

【生涯学習・文化・スポーツ】 6 (1) 14

【個性・ライフスタイル】 4 (3) 14

24 (6)

視点２ くらし　　　　人と地域がつながる　安全・安心なくらし

【安全】 4 (1) 15

【環境】 3 (1) 15

【高齢者・障がい者など】 8 (4) 16

【健康】 5 (1) 16

20 (7)

視点３ まち　　　　真に豊かな生活を実現できる　魅力あるまち

【災害に強いまち】 3 - 17

【道路・交通網】 1 - 17

【まちづくり】 8 (3) 17～18

【地域経済の活性化】 4 - 18

16 (3)

視点４ 行財政　　　　様々な主体の活躍とまちの成長を支える行財政

【協働・協創】 5 (2) 19

【行政運営】 6 - 19

【区の魅力向上】 3 - 20

【財政運営】 3 - 20

17 (2)

Ⅱ－１　令和３年度　重点プロジェクト関連事業一覧表

次世代につなげる健全な財政運営を行う

【行財政】　　合　計

重　点　目　標 件数

健康寿命の延伸を実現する

【くらし】　　合　計

（５）地域の個性を活かした都市基盤が整備されたまち
　　　・ハードソフト両面から、災害に強いまちづくりを進めます
　　　・地域特性を活かしたまちづくりを進め、便利で快適な、「住みたくなる」「訪れたくなる」まちを目指します。
（６）活力とにぎわいのあるまち
　　　・区内事業者の国内外に向けた販路拡大や、区内産業の魅力を高める起業・創業者の支援を行います。
　　　・求職者と企業とのマッチングや、企業が抱える人材に関する課題解決を支援します。

災害に強いまちをつくる

便利で快適な道路・交通網をつくる

地域の特性を活かしたまちづくりを進める

多様な個性やライフスタイルを認めあう風土を醸成する

【ひと】　　合　計

（３）地域とともに築く、安全なくらし
　　　・区民の命や財産を守り、くらしの安全を確保します。
　　　・環境負荷の少ない暮らしを実現します。
（４）いつまでも健康で住み続けられる安心なくらし
　　　・必要な人が必要な時に医療や福祉などのサービスやサポートを受けることができ、住み慣れた地域でいつまでも
　　　　暮らし続けられる仕組みをつくります。
　　　・健康寿命の延伸を実現します。

区民の命や財産を守り、くらしの安全を確保する

環境負荷が少ないくらしを実現する

地域経済の活性化を進める

【まち】　　合　計

（７）区民の活躍とまちの活力を支える行財政
　　　・「協働・協創」の推進により、区民がより活躍できる環境づくりを進めるとともに、足立の魅力を創出し、様々な媒体
　　　　を通じて効果的に発信していきます。
　　　・職員の倫理意識の徹底と、競争の実践力強化を図り、区民の信頼に応え得る人材を育成します。
　　　・次世代を支え得る健全な財政運営を行います。

多様な主体による協働・協創を進める

戦略的かつ効果的な行政運営

区のイメージを高め、選ばれるまちになる

高齢者、障がい者などの生活のサポート体制を充実する

Ⅱ　令和３年度予算のあらまし

（１）自己肯定感を持ち、生き抜く力を備えた人
　　　・学校や家庭、地域などにおける子どもの学びの場の充実を図ります。
　　　・妊娠から出産・子育てまで切れ目なく支えます。
（２）自ら考え行動し、その成果を地域に活かす人
　　　・生涯にわたる学習・文化・スポーツ活動を実践できる仕組みをつくります。
　　　・人権や男女共同参画などを推進し、多様な個性やライフスタイルを認め合う風土を醸成します。

家庭・地域と連携し、子どもの学びを支え育む

妊娠から出産・子育てまで切れ目なく支える

生涯にわたる学習・文化・スポーツ活動を実践できる仕組みをつくる

１　令和３年度　重点プロジェクト関連事業一覧表　※（ ）内は再掲事業
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視点 重　点　目　標 構成比

子どもの学び 8 (2) 2,374,704 (344,943) 7.96%

妊娠・出産・子育て 6 - 3,612,821 - 12.11%

生涯学習・文化・スポーツ 6 (1) 233,565 (99,861) 0.78%

個性・ライフスタイル 4 (3) 232,036 (211,931) 0.78%

【ひと】　　合　計 24 (6) 6,453,126 (656,735) 21.64%

安全 4 (1) 1,489,107 (4,850) 4.99%

環境 3 (1) 1,169,756 (11,271) 3.92%

高齢者・障がい者など 8 (4) 695,828 (141,183) 2.33%

健康 5 (1) 5,334,434 (707,289) 17.89%

【くらし】　　合　計 20 (7) 8,689,125 (864,593) 29.13%

災害に強いまち 3 - 2,316,662 7.77%

道路・交通網 1 - 1,219,960 - 4.09%

まちづくり 8 (3) 8,388,577 (383,436) 28.13%

地域経済の活性化 4 - 159,773 - 0.54%

【まち】　　合　計 16 (3) 12,084,972 (383,436) 40.52%

協働・協創 5 (2) 780,002 (569,017) 2.62%

行政運営 6 - 1,314,097 - 4.41%

区の魅力向上 3 - 259,929 - 0.87%

財政運営 3 - 242,660 - 0.81%

【行財政】　　合　計 17 (2) 2,596,688 (569,017) 8.71%

77 (18) 29,823,911 (2,473,781) 100.00%

Ⅱ－１　令和３年度　重点プロジェクト関連事業一覧表

総　計

令和３年度　重点プロジェクト予算額・件数集計表

件数 予算額【千円】

※（  ）内は再掲事業

ひと
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行財政

ひ と
21.64%

くらし
29.13%

ま ち
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行財政
8.71%

子どもの学び
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妊娠・出産・子育て

12.11%
生涯学習・文化・

スポーツ

0.78%

個性・ライフスタイル

0.78%
安全

4.99%

環境

3.92%

高齢者・障がい者

など

2.33%
健康

17.89%
災害に強いまち

7.77%道路・交通網

4.09%

まちづくり

28.13%

地域経済の活性化

0.54%

協働・協創

2.62%

行政運営

4.41%

区の魅力向上

0.87%
財政運営

0.81%
予算構成比
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令和３年度当初予算　 重点プロジェクト関連事業一覧表

「★」…子どもの貧困対策重点事業
【千円】

柱
立て

重点
目標

重点項目 事業名 事業内容
R3年度

当初予算額
関連頁

就学前教育
の充実

★幼児教育推進事業・家庭教育推進事務

　
  園と家庭の連携により子どもたちが基本的生活習慣を身につける取組みを推進
するとともに、幼保小連携による幼児と児童の交流活動、教員と保育者の交流研
修等により、相互理解を深め、教育・保育に活かし、子どもの学びの構えを育み
ます。

17,846 72

★発達支援児に対する事業の推進

　児童の特性に応じた支援を継続的に実施していくための手法を検証し、新たに
ＩＣＴを活用した『個別の教育支援計画・個別指導計画作成支援シート』を導入
試行し、ライフステージでの支援の継続を確実にしていきます。
　令和３年度より医療的ケア児の区立保育園受け入れを開始します。今後切れ目
のない支援を継続するために就学時からのサポート体制の構築を目指し検討を進
めていきます。

20,165 36～37

★不登校対策支援事業

　不登校状態が長期化しないよう、登校しぶりの児童・生徒に登校サポーターを
派遣するとともに、学校における別室登校支援を行います。
　チャレンジ学級やあすテップ、居場所を兼ねた学習支援事業など、学校以外の
学びの場を含めた総合的な支援を行います。

76,755

23
36～37
65
69

★生活困窮者自立支援事業
【くらし】

再掲
314,017

★小・中学校給食業務運営事業（おいし
　い給食の推進）

　すべての子どもが正しい食習慣、食事摂取ができるよう、ひと口目は野菜から
事業、家庭科学習指導案、わが家のシェフになろう、野菜の日、もりもり給食
ウィーク、小松菜給食の日、給食メニューコンクール、おいしい給食レシピ集、
学校給食を題材とした「おいしい給食指導集」の活用などを実施します。

3,836

健康あだち21推進事業（糖尿病対策）
【くらし】

再掲
30,926

遊びと実体
験の場や機
会の充実

★子どもへの多様な体験機会の充実

　地域の方々の参画（実行委員会組織・安全管理員の配置等）を得て、小学校施
設を活用して放課後の安全・安心な居場所を確保し、自由遊び、自主学習、学年
を超えた交流活動等の機会を提供する放課後子ども教室を実施します。
　集団生活・自然・文化・歴史・科学・ものづくり・大学生活の実体験を伴う学
びをとおして、子どもたちの心身の健全育成と学習意欲の向上を図るため、自然
教室（鋸南・日光・魚沼）や体験活動事業（生活・文化体験、野外活動、社会体
験）を実施します。

536,099 69

ひと - 子どもの学び【8 (2)】　小計 2,374,704

待機児童解消の推進と教育・保育の質の
維持・向上

　「足立区待機児童解消アクション・プラン」に基づき、保育施設の増改築の整
備費補助等を実施し、保育定員の見直しと、老朽化した施設の更新を促進しま
す。また、保育士へ経済支援・就職支援により、安定した園運営に必要な人員を
確保しながら、「足立区教育・保育の質ガイドライン」に基づく保育施設の指
導・支援及び保育士の研修を実施することで、教育・保育の質の維持・向上を図
ります。

1,072,707
46
61

学童保育室運営事業

　学童保育事業を通じて、子育てと仕事の両立をサポートし、児童の健全育成を
図ります。地域の需要を分析しながら、学童保育室の整備による定員増や定員の
弾力化を行うとともに、入退室メール配信サービスの活用を含めた児童館特例利
用の促進や、あだち放課後子ども教室との連携を進めながら、待機児童の解消を
図ります。

1,554,226
47
66

★あだちスマイルママ＆エンジェルプロ
　ジェクト（ASMAP）の推進事業（妊産
　婦支援事業、こんにちは赤ちゃん訪問
　事業、3～4か月児健診事業）

　妊娠期から出産・産後・子育て期まで切れ目のない支援による健やかな親子の
成長を支える仕組みを「あだちスマイルママ＆エンジェルプロジェクト(ＡＳＭＡ
Ｐ)」と呼称しています。ハイリスク妊産婦へのきめ細やかな支援を行いつつ、と
うきょうママパパ応援事業補助金の活用による全妊産婦対象事業において心身や
家庭状況を把握することで、支援が必要な方へ適切なケアを行っていきます。

770,647 38～39

子育てサロン事業

　乳幼児とその保護者が自由に集い、遊びながら交流したり、サロンスタッフへ
の相談などを通じて、子育ての不安解消や負担感の軽減を図ることで、育児の孤
立を防ぎ、明るく楽しい子育てを支援します。また、プレママ・プレパパも対象
に入れ、利用者層を広げるとともに、妊娠期から身近な育児応援の場として利用
の定着を図ります。

123,962 66

★養育困難改善事業（児童虐待対策等）

　子ども及び妊産婦の福祉に関し、家庭その他からの相談を受け、実情の把握、
情報の提供を行い、専門機関や地域と連携して支援にあたります。また、児童虐
待や養育困難家庭に対応するための要保護児童対策地域協議会の開催や児童虐待
予防の周知と啓発のための講座やキャンペーン等を実施します。

20,320 36～37

★ひとり親家庭総合支援事業

　ひとり親家庭の職業的自立を促進するため、就職に有利な資格の取得を支援す
る給付金をはじめパソコン教室や就職・転職セミナー等の就労支援事業を実施し
ます。また、ひとり親家庭同士の繋がりや情報交換の機会を提供する交流事業、
個々の困りごとに傾聴する「豆の木相談室」での相談事業のほか養育費確保支援
事業を実施し、ひとり親家庭の生活の安定と向上を支援していきます。

70,959
22

34～35
63

ひと - 妊娠・出産・子育て【6】　小計 3,612,821

Ⅱ－１　令和３年度　重点プロジェクト関連事業一覧表

視点：ひと

自
己
肯
定
感
を
持
ち
、

生
き
抜
く
力
を
備
え
た
人

確かな学力
の定着

23
45
64
69
72

★学力向上対策推進事業

　学力調査結果等から得られる個々の学習状況の把握と分析に基づき、教員の授
業力向上による「わかる授業、魅力ある授業」の実現と、きめ細かい学習指導や
学習支援でつまずきを解消する「個に応じた指導」の充実を図り、児童・生徒の
基礎学力の定着と向上につなげます。
　また、児童・生徒１人１台のタブレット端末等を活用した授業を通じて、協働
的な学び（子どもたちが相互に学び合い、教え合いながら、様々な人達と協力し
て課題に取り組む学習）を実現し、学力の向上につなげます。

1,375,060

①
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
、

子
ど
も
の
学
び
を
支
え
育
む

自
己
肯
定
感
を
持
ち
、

生
き
抜
く
力
を
備
え
た
人

子どもの状
況に応じた
支援の充実

健やかな身
体づくり

②
妊
娠
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
切
れ
目
な
く
支
え
る

多様な保育
サービスの
提供と待機
児童の解消

子育て不安
の解消
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「★」…子どもの貧困対策重点事業
【千円】

柱
立て

重点
目標

重点項目 事業名 事業内容
R3年度

当初予算額
関連頁

文化芸術推進事業

　一人ひとりが文化芸術を楽しみ、その文化的活動を活性化していくために、
人々の交流や連携が生まれる仕組みを整えます。
　また、文化芸術に関する情報を集約し、広報紙やデジタル・オンラインを活用
して、人々の関心を引く効果的な情報発信を行います。

4,700 21

読書活動推進事業

　だれもが身近なところで気軽に読書を楽しめる環境を整え、区民が子どもの頃
から読書に親しむことを目指します。読書を通じて他人の考えを尊重できる豊か
な心を育むことにより、人と人とがつながっていく共生社会を実現します。
　就学前の子どもとその周囲の大人が読書に親しむ機会の充実を図るとともに電
子図書館の開設により、区民が図書館以外の身近な場所でも本にふれられる環境
の整備にも取り組みます。

28,696 21

運動・スポーツ推進事業

　運動・スポーツに親しむ区民を増やすため、身近なところで気軽に楽しめる運
動・スポーツの推進や、スポーツ実施率の低い成人や障がい者に向けた運動・ス
ポーツの普及活動を行います。
　年齢や性別、障がいの有無にかかわらず誰もが運動・スポーツを楽しむ環境を
整えることで、区民が自ら心身の健康の保持・増進を図り、人と人とのつながり
を深め、心豊かに過ごす社会の実現に寄与します。

12,044 21

文化・読書・スポーツ活動協創推進事業
（３分野連携）

　文化・読書・スポーツ分野計画の策定に伴い、従来型の分野別のアプローチだ
けでなく、３分野間の連携により、それぞれの施設利用者が異なる分野への関
心・行動につながる取り組みを通じて、共通理念「楽しさに気づき、深め、広
げ、心豊かに生きる」の実現を目指します。今後の全区展開に向けて、令和２年
度までに試行した「読書×スポーツ」「読書×文化」のスキーム、ノウハウを踏
まえて「スポーツ×文化」にも取り組んでいきます。

9,650 21

東京オリンピック・パラリンピックレガ
シー創出事業

　オリンピック・パラリンピック関連事業を「スポーツ・健康」「文化・教育」
「経済・観光」「まちづくり」「広報・広聴」の５つの分野で全庁的に推進しま
す。
　スポーツ・健康分野の「オランダ連携プロジェクト」では、ホストタウン相手
国であるオランダのアスリート等との交流を続けつつ、この連携から取り組みが
始まった障がい者の運動・スポーツ活動の相談窓口「あだちスポーツコンシェル
ジュ」や、総合スポーツセンターに開設した「スペシャルクライフコート」を活
用しながら、だれもが身近な地域で運動・スポーツを楽しめるパラスポーツを通
じた共生社会の醸成を目指します。

78,614

介護予防事業（パークで筋トレ・ウォー
キング教室、はつらつ教室、はじめての
フレイル予防教室）

【くらし】
再掲

99,861

ひと - 生涯学習・文化・スポーツ【6 (1)】　小計 233,565

ワーク・ライフ・バランスの推進事業
【まち】

再掲
7,059

ユニバーサルデザイン推進事業

　足立区ユニバーサルデザイン推進計画に位置付けられた事業の適切な進行管理
を行うことにより、ユニバーサルデザインのまちづくりを推進します。
　また、ユニバーサルデザインの理念について理解を深めるための啓発活動を行
います。

20,105
64
68

★町会・自治会、ＮＰＯの活性化支援
【行財政】

再掲
200,479

協創推進体制の構築
【行財政】
新規・再掲 4,393

ひと - 個性・ライフスタイル【4 (3)】　小計 232,036

ひと 【24 (6)】　小計 6,453,126

Ⅱ－１　令和３年度　重点プロジェクト関連事業一覧表
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「★」…子どもの貧困対策重点事業
【千円】

柱
立て

重点
目標

重点項目 事業名 事業内容
R3年度

当初予算額
関連頁

ビューティフル・ウィンドウズ運動（地
域防犯力の向上・防犯まちづくり事業）

【地域防犯力の向上】
　児童などへの声かけ事案への速やかな対応と、区民の体感治安のさらなる向上
のため、青パトによる24時間体制のパトロールを継続し、昼間の台数を２台から
３台に増やします。
　また、刑法犯認知件数全体の約３割を占める自転車盗について、無施錠自転車
に対する警告札の取付を推進するとともに、新たに警察と連携した駐輪場などへ
のボイスセンサー設置による鍵かけ対策を実施します。
　さらに特殊詐欺対策として、自動通話録音機の無償貸与や銀行ＡＴＭへの携帯
電話抑止装置の設置を推進するとともに、万引き防止対策も継続して取り組みま
す。
【防犯まちづくり事業】
　町会・自治会を主体とした「防犯まちづくり推進地区」の認定・支援に加え、
個人及び団体も対象とした「ながら見守り」を令和2年度から開始し、防犯まちづ
くりの裾野を広げ、犯罪の起きにくいまちづくりを目指します。

337,032

21
32～33
62
66
68

空き家対策事業
【まち】

再掲
4,850

感染症対策
の充実

感染症対策の充実

　依然収束の目処が立たない新型コロナウイルス感染症の対策として、患者対応
及び医療機関支援の継続等を重点的に実施します。
　また、関係機関との情報連携の強化やBCG定期接種の推進、感染症予防に係る啓
発事業を推進することにより、感染症発生の未然防止及び発生時の拡大防止を図
ります。

707,289
22

24～25
52

くらし - 安全【4 (1)】　小計 1,489,107

エネルギー対策の推進（温室効果ガス排
出削減）

　省エネ促進（省エネリフォーム、集合住宅・事業所等のＬＥＤ照明設置費など
への補助）と創エネ促進（太陽エネルギー利用システム設置費、蓄電池・ＨＥＭ
Ｓ設置費の補助）を実施し、温室効果ガスの削減を図ります。また、新たに気候
変動による暑さ対策として、エアコン購入費を補助し、自宅内での熱中症予防を
支援します。

112,091

22
64
68
71

ごみの減量・資源化の推進

　ごみの発生を抑制するリデュースをさらに推進するため、燃やすごみに含まれ
る資源になる紙類の分別や未利用食品などの資源ロス削減に向け、ごみの組成調
査結果に基づき、「紙資源分別バッグ」の積極的な活用や「リユース食器貸出事
業」の実施、「フードシェアリングモデル事業」の推進等を通じて啓発し、より
一層のごみ減量と資源化率向上を目指します。

1,046,394 68

自然環境・生物多様性の理解促進事業
【まち】

再掲
11,271

くらし - 環境【3 (1)】　小計 1,169,756

439,936
22

32～33

Ⅱ－１　令和３年度　重点プロジェクト関連事業一覧表
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【美化推進事業】
 コロナ禍の折、清掃活動についてはマスク着用のうえ、少人数・短時間、三密に
注意することを参加団体へ呼びかけます。小中学校では「いつでもごみゼロ地域
清掃活動」と銘打って、校章の入ったのぼり旗を活動の際に掲示し、清掃活動の
「見える化」を図っていきます。
　また、在宅時間が増える中、園芸に興味を持つ人が増えていることから、地域
の小さな花店以外にも北足立市場やホームセンターに働きかけ、花のビュー坊プ
レート等を配布することで花の事業をＰＲします。
　迷惑喫煙対策においては、主要６駅の「禁煙特定区域」のパトロールの他、
「禁煙特定区域外」を回る民間委託の「マナーアップパトロール」で臨機応変か
つ効果的に対応することで、歩行喫煙に対するルールやマナーの強化を図りま
す。
【不法投棄対策】
　「不法投棄110番」は総合窓口として、受付・相談・再発防止物品の貸出により
不法投棄処理個数を削減します。約3,400名の不法投棄通報協力員と共に「きれい
なまちあだち」を目指します。
【ごみ屋敷対策】
　「ごみの堆積」「樹木の越境」「雑草の繁茂」など管理不全な土地・建物につ
いて改善を促します。解決困難なごみ屋敷事案は関係機関と連携して対応しま
す。
【落書き対策支援】
　「落書き110番」で落書き通報を受け付け、消去を促し、落書きゼロを目指しま
す。
【放置自転車対策】
　放置自転車対策に有効な、放置自転車業務と駐輪場管理業務の一括委託を継続
して実施します。また、駅周辺300ｍ以内で駐輪場を始める事業者に設置費及び管
理費の一部を補助し、更に2時間無料サービス導入事業者への補助内容を充実させ
民営駐輪場を拡大します。

ビューティ
フル・ウィ
ンドウズ運
動の強化

ビューティフル・ウィンドウズ運動（美
化推進事業・生活環境保全対策事業）

循環型社会
への転換の
促進
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「★」…子どもの貧困対策重点事業
【千円】

柱
立て

重点
目標

重点項目 事業名 事業内容
R3年度

当初予算額
関連頁

地域包括ケアシステムの推進

　「地域包括ケアシステムビジョン」に基づき、団塊の世代が７５歳以上となる
２０２５年を目途に、区民の皆様が安心して住み続けることができるよう、予
防・生活支援、医療・介護、住まいが一体的に提供される、区の地域特性を活か
した「足立区版地域包括ケアシステム」を構築していきます。令和３年度は、梅
田モデル事業の展開として、他地区でも実施が必要な事業について、各地区の高
齢者人口等から、目標値を定めて実施していきます。また、地域課題解決のため
のプラットフォームを各地区の地域包括支援センターに順次設置していきます。
さらに、主に単身高齢者が住宅を確保する際に課題となる、日々の見守りや家賃
補償、亡くなった時の遺品整理等のサービス導入と、寄り添い相談の仕組みをス
タートさせます。

11,686
22

40～41
63

介護予防事業（パークで筋トレ・ウォー
キング教室、はつらつ教室、はじめての
フレイル予防教室）

　高齢者が要介護状態になることを予防し、いつまでも住み慣れた地域で、自分
らしく元気に暮らしていけるよう介護予防事業を実施し、日常生活に必要な機能
の維持・向上を図ります。令和３年度は新型コロナウイルス感染の拡大状況を見
極めた上で、令和２年度に予定していた住民主体の介護予防を進めるとともに、
コロナ禍で低下した体力や認知機能の改善に重点を置いて実施していきます。

※参考　重点プロジェクト枠外事業を含む一般介護予防事業の予算総額
　207,744千円(+11,102千円)

99,861
40～41
49

孤立ゼロプロジェクト推進事業

　各町会・自治会での実態調査を継続し、孤立のおそれのある高齢者を必要な支
援につなげます。また、調査をきっかけに自主的な見守り活動を始める町会・自
治会への物品提供による支援を行います（「わがまちの孤立ゼロプロジェク
ト」）。さらに、各地域包括支援センターを中心に「絆のあんしんネットワーク
連絡会」などを活用し、地域住民や関係機関との連携によるネットワークの強化
を行います。

129,081
50
67

★生活困窮者自立支援事業
　生活困窮者からの就労や生活に関する相談に応じ、必要な知識や情報の提供及
び助言を行うとともに、本人の状態に応じた就労準備支援、家計相談支援、学習
支援等を実施します。

314,017 51

★発達支援児に対する事業の推進
【ひと】

再掲
20,165

★ひとり親家庭総合支援事業
【ひと】

再掲
70,959

ユニバーサルデザイン推進事業
【ひと】

再掲
20,105

★就労支援・雇用安定化事業（区内企業
　の人材確保支援等）

【まち】
再掲

29,954

くらし - 高齢者・障がい者など【8 (4)】　小計 695,828

データヘルス推進事業
　区が保有する区民の生涯にわたる健康情報を一元化し、分析することで、「健
康寿命の延伸」と「医療費の適正化」に効果的な施策を展開します。

256

健康あだち21推進事業（糖尿病対策）

　「足立区糖尿病対策アクションプラン」に基づき、3つの柱である①野菜を食べ
やすい環境づくり②子ども・家庭の良い生活習慣の定着③重症化予防の各事業を
展開し、区民生活の質の向上と健康寿命の延伸・健康格差の縮小を目指します。
また、重症化予防として、引き続き糖尿病・成人眼科健診を実施します。

30,926 48

こころといのちの相談支援事業

　「足立区の『生きる支援』自殺対策計画」に沿って、これまでの柱である当事
者支援・人材育成・ネットワークの強化・普及啓発に加え、平成30年度から開始
したインターネット・ゲートキーパー事業を効果的に展開していきます。これま
で進めてきた自殺対策の都市型モデルをさらに進化させ、自殺に追い込まれない
「生き心地の良い社会」を目指します。

10,963

大学病院整備の支援事業

　区内初となる大学病院の実現に向け、区と東京女子医科大学が連携協力して東
医療センターの移転に取り組みます。東京女子医科大学が負担する施設等の建設
整備費の助成を行います。高度かつ専門的な医療の機能を有する大学病院の実現
には、多額の資金が必要となるため「大学病院施設等整備基金」を設置していま
す。

4,585,000

感染症対策の充実
【くらし】

再掲
707,289

くらし - 健康【5 (1)】　小計 5,334,434

くらし 【20 (7)】　小計 8,689,125
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Ⅱ－１　令和３年度　重点プロジェクト関連事業一覧表
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「★」…子どもの貧困対策重点事業
【千円】

柱
立て

重点
目標

重点項目 事業名 事業内容
R3年度

当初予算額
関連頁

震災に対する防災力向上事業（防災訓
練・防災計画）

　区民と防災関係機関が連携する各種防災訓練（足立区総合防災訓練、総合水防
訓練、災害対応図上訓練等）を実施し、応急対応力の更なる習熟と強化を図りま
す。区民一人ひとりの「自助力」と、地域住民による「共助力」を高めるため、
あらゆる機会・情報発信媒体を活用し、防災の普及啓発と地域での防災訓練を実
施します。
　区の総合的な防災計画である「足立区地域防災計画」について、令和元年台風
第１９号を受け、特に水害対策を充実させた修正を行います。また「地区防災計
画」は、新たに１２団体での策定を意見交換やまち歩きを行いながら地域住民と
ともに取り組むほか、過去に策定した１０団体の計画見直しを支援します。

61,002
30～31
62
66

地域と一体となった水害対策

【防災管理事務】
　令和元年台風第１９号及び新型コロナウイルス感染症対策を踏まえ、分散避難
の推進や要支援者への対策等を強化するため、再編した水防体制再構築本部の４
つの部会において課題の抽出や対応策の検討・実施を行います。
　また、荒川氾濫時に大きく影響を受ける町会・自治会を優先的に、１年間に２
地区ずつ（令和２～７年度）水害時を想定したコミュニティタイムラインの策定
を順次支援するとともに、荒川等が氾濫した際の「想定浸水深」表示を区内の約
２００箇所の電柱に設置し、区民へ水害対策の普及啓発を行います。
【水害対策事業】
　水害の発生を防止するために必要なハード面やソフト面の整備を推進すること
で、水害による被害を最小限に抑え、死亡者ゼロを目指します。
　ハード面では、下水道ポンプ所の整備等の内水対策や、スーパー堤防及び調節
池の整備等の外水対策など、国や都による取り組みを推進します。
　ソフト面は実践を想定した水防訓練、水防知識の向上を目的とした部内研修、
大規模水害に備えるための水防体制の構築を実施します。また、分散避難の推進
等を踏まえた洪水ハザードマップの改訂を行うとともに、情報発信を通じて水害
に対する区民の理解の向上を図り、安全かつ迅速な避難行動の実現に向けて取り
組みます。

123,182

21
22

30～31
66
68

震災や火災などに強いまちづくりの推進

【密集市街地整備事業・不燃化促進事業】
　密集市街地において、密集市街地整備事業（不燃化特区制度含む）による老朽
建築物の除却及び道路・公園等の整備並びに都市防災不燃化促進事業による都市
計画道路沿道建築物の不燃化に取組みます。
【細街路整備事業】
　細街路の拡幅整備を通じ、災害時における避難路の確保や消防活動の円滑化を
図ります。防災性の向上と住環境の改善を目指し、各事業間の連携を進めながら
密集市街地での着実な防災まちづくりに取組んでいきます。
【老朽家屋対策事業】
　早急に対応が必要な老朽危険家屋等の所有者に、適正な管理について指導・勧
告を行います。また、特に危険であると指定された老朽家屋については、解体工
事費の助成を行い、安全を確保します。
【建築物耐震化促進事業】
　旧耐震基準の建物に対し、耐震診断、改修計画の策定、耐震改修工事・除却の
助成や、耐震化の啓発活動を行い、地震に強いまちづくりを目指します。
【無接道家屋対策事業】
　建物倒壊危険度の高い木造住宅密集地域において、街区プラン内の通路の現況
測量や緊急避難路整備などの費用を助成し、無接道家屋の建替えを促進します。
【感震ブレーカー設置費助成】
　木造住宅密集地域において、大規模地震時の電気火災を防止するため感震ブ
レーカー設置等の費用を助成し、災害に強いまちづくりを推進します。

2,132,478

23
54
55
61
69

まち - 災害に強いまち【3】　小計 2,316,662
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⑩
便
利
で
快
適
な
道
路
・

交
通
網
を
つ
く
る

道路・交通
網の充実

交通環境の改善事業（都市計画道路及び
バス・自転車の走行環境整備）

　足立区総合交通計画に基づき地域の実態に応じた交通不便地域の改善等を図る
とともにバス停の環境整備を進めます。また、自転車及び歩行者の安全かつ快適
な通行環境を確保するため、自転車ナビマークなどの設置を行います。
　都市における円滑な移動を確保し、災害時の延焼遮断帯や避難路としての役割
も担う都市計画道路等を新たに整備します。補助第138号線（環七南通り）その2
工区は、排水施設工事を引き続き実施し、電線共同溝工事に着手します。補助第
138号線（江北～興野）は、基本設計に着手するとともに、補助第138号線（江北
地区）は用地測量も着手します。また、区画街路第9号線（西新井駅西口交通広
場）の基本設計と北綾瀬駅交通広場の詳細設計を引き続き行います。補助第256号
線（花畑大橋通り）は、用地取得を継続して実施します。

1,219,960

22
23
56
61

まち - 道路・交通網【1】　小計 1,219,960

鉄道立体化の促進事業（竹ノ塚駅付近連
続立体交差事業）

　竹ノ塚駅付近の鉄道高架化により、２か所の踏切を解消し、交通の安全性・利
便性向上を図ります。また、駅東西を一体的に整備し、足立区の北の玄関口にふ
さわしいまちのにぎわいを創出します。令和３年度は、上下緩行線高架化による
踏切解消を図るとともに、竹ノ塚駅新駅舎の供用を開始します。区画街路第14号
線では、駅前広場の用地取得を進めるとともに、電線類の地中化工事を行いま
す。

6,926,610
23
57
61

エリアデザインの推進
【行財政】

再掲 26,299

ビューティフル・ウィンドウズ運動（地
域防犯力の向上・防犯まちづくり事業）

【くらし】
再掲

337,032

空き家対策事業

　空き家を活用するためには所有者が抱えている課題を解決する必要がありま
す。区内全域で相談会を実施し、早期に課題を整理し管理不全に陥る前に対策を
図っていきます。
　また、令和３年度は北千住東口のモデル事業で作成した、空き家利活用推進に
向けた冊子を増刷し、啓発活動に活かしていきます。

4,850
32～33
69

ユニバーサルデザイン推進事業
【ひと】

再掲
20,105

地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
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市
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盤
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⑨
災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る

Ⅱ－１　令和３年度　重点プロジェクト関連事業一覧表
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進
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「★」…子どもの貧困対策重点事業
【千円】

柱
立て

重点
目標

重点項目 事業名 事業内容
R3年度

当初予算額
関連頁

緑を守り、育む人づくり事業
　区民が、個人でも、楽しく、気軽に緑や自然に触れ合える機会を創出するとと
もに、区民や事業者との協創体制を推進することで、自ら緑や公園、自然を守り
育むひとを増やします。

71,884
69
72

パークイノベーションの推進
　既存公園の改修を行い、魅力ある地域の公園づくりを進めます。大型施設の長
寿命化や適正配置、安全かつ快適な施設への転換を図るため、計画的な改修、更
新を行います。

990,526
23
61

自然環境・生物多様性の理解促進事業

　区内での自然観察会や体験事業を通じて、自然や生きものとふれあう機会を提
供し、自然や生物への関心を高め、自然環境の大切さや生物多様性に対する理解
を深めます。あわせて、野鳥の生息調査により区内の生物生息状況を把握し、自
然環境と生物多様性の保全につなげていきます。

11,271 71

まち - まちづくり【8 (3)】　小計 8,388,577

創業支援事業（産学金公ネットワークに
よる起業・創業支援）

　恒久的に存続する企業となるために、経営のノウハウを学ぶ機会を創出し、経
営者としての基盤を確立するための起業セミナーの開催や創業支援施設入居企業
の経営指導、地域金融機関との協創による創業者経営力向上支援事業を行い、区
内創業を促進します。新たに、創業者とのマッチングによる空き店舗予防を図る
等、関係機関と協力して創業者を共に支援する仕組みとすることで、区内で成長
できるよう支援していきます。

60,954
42～43
63

販路拡大支援事業（区内産業・製品のＰ
Ｒ）

　事業者の販路拡大の支援として、様々な専門家を活用し、区内事業者が商品や
サービスの質向上に資するノウハウを習得できるよう伴走支援していきます。ま
た、オンライン展示会や商談会等を実施し、企業のデジタル活用を促進して販路
拡大や売上向上に繋げていきます。区内の店舗（個店）も含めて、その魅力を区
内外に発信していきます。

61,806

22
42～43
63
67

★就労支援・雇用安定化事業（区内企業
　の人材確保支援等）

　「区内中小企業人材確保支援事業」では、令和２年度に新たに実施した、豊富
な経験や技術を有するシニア人材と当該人材を必要とする企業とをマッチングに
よりつなぐ取り組みについて、マッチング職種や登録企業・登録者を拡充しま
す。さらに企業の雇用や育成等、人材に関する課題に対し、経営者、人事担当
者、若手社員向けに複数のテーマを設けてのセミナー実施や、個別相談により解
決を支援していきます。
　また、社員の研修参加や資格取得にかかる費用の一部を助成し、社員のスキル
向上を支援します。

29,954 42～43

ワーク・ライフ・バランスの推進事業

　WLB推進企業認定制度については、令和元年度に制度を改正し、区内のWLB推進
認定企業数が、大台の100社に到達しました。今後も区内中小企業をさらに取り込
むため、新たに作成した啓発リーフレットを活用し、関係団体を通じて積極的に
周知を促していくとともに、WLB啓発講座の参加者等にも周知を図っていきます。
　また、講座の委託にあたり、選定業者と区民の意識が高まるような講座の企
画・運営となるよう協議していくとともに、時代に即した内容へ充実させていき
ます。

7,059

まち - 地域経済の活性化【4】　小計 159,773

まち 【16 (3)】　小計 12,084,972

区内事業者
の競争力向
上を支援

区内企業の
人材確保

⑫
地
域
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済
の
活
性
化
を
進
め
る

活
力
と
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わ
い
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あ
る
ま
ち

⑪
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の
特
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を
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か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

緑と水辺と
憩いの空間
の創出
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「★」…子どもの貧困対策重点事業
【千円】

柱
立て

重点
目標

重点項目 事業名 事業内容
R3年度

当初予算額
関連頁

孤立ゼロプロジェクト推進事業
【くらし】

再掲
129,081

★町会・自治会、ＮＰＯの活性化支援

　地域コミュニティの核となる自治組織を支援し、地域の活性化を推進するた
め、町会・自治会等へ助成を行います。特に、加入促進事業等の町会・自治会活
動に意欲的に取り組む団体に対し積極的に支援していきます。また、未加入者へ
の働きかけとして、区内転入者のほか、子育て世代等のターゲットを絞ってリー
フレット・チラシを直接配布し、加入勧奨を進めていきます。町会未加入マン
ションに対しても啓発チラシの配布や管理組合への働きかけを行っていきます。
　地域課題の解決や社会貢献を目指すＮＰＯ団体や人材を発掘・育成するととも
に、団体が継続的な活動を行えるよう、助成金事業をもって財政的な支援を行い
ます。公益活動げんき応援事業については、ＮＰＯ団体のニーズを把握し、効果
的な助成事業になるよう、見直していきます。また、助成金事業の原資である協
働・協創パートナー基金への寄附については、積極的な周知・勧奨を行っていき
ます。

200,479
58
62
70

ビューティフル・ウィンドウズ運動（美
化推進事業・生活環境保全対策事業）

【くらし】
再掲

439,936

協創推進体制の構築

 「協創プラットフォーム」の運営を「環境」、「健康」へと拡大し、多様な主体
の参加による新たな活動や仕組みを創り出していきます。既に活動が民へと広
がっている「子どもの未来」、「空き家」からの具体的な活動成果を発信してい
くとともに、庁内連携を進め、全てのプラットフォームに区職員が参画し、団体
間のマッチングや課題解決へのコーディネートを進めていきます。

4,393

大学連携の
推進

★大学連携コーディネート事業

　千住エリアの五大学に加え、令和3年4月に花畑エリアに文教大学が開設され、
区と区内大学との連携の可能性がさらに高まっています。毎年開催している六大
学学長会議や実務者会議により、連携の方向性や課題等を確認しあいながら、一
つひとつの連携事業をさらに効果的かつ効率的に実施していくため、庁内や大学
との連携事業全体のコーディネートを進めていきます。

6,113

行財政 - 協働・協創【5 (2)】　小計 780,002

行政評価制
度の活用と
改革

行政評価事務

　重点プロジェクト事業と一般事務事業の一部について、区民評価委員会が評価
し、評価報告書としてまとめます。評価結果は、各事業のＰＤＣＡサイクルの中
で事業の改善や、予算編成等に生かしていきます。また、全ての施策や事務事業
については、基本計画の進捗管理等のため、各部による自己評価を実施します。

3,751

戸籍住民課の窓口業務委託

　区民サービスの向上とコスト削減のため、窓口での証明発行関連業務及びフロ
アマネージャー業務等の外部化（民間委託）を実施しています。これにより民間
企業のノウハウを積極的に活用した、VFM（バリューフォーマネー）の視点からの
さらなるサービス向上に取り組みます。

146,634

国民健康保険業務の外部委託

　国民健康保険業務では、窓口業務のほか内部事務等を含む業務全般を委託して
います。委託により民間企業のノウハウを積極的に活用し、適正なコストで委託
を実施することで区民サービスの向上と円滑な国民健康保険業務の運営を進めて
いきます。

656,710

会計管理業務の外部委託

　支出命令書等の点検業務を中心に会計管理室の業務の約５割を委託している会
計管理業務委託は、２０１８年（平成３０年）１０月から２０２３年（令和５
年）９月までの第２期の契約を履行中です。引き続き、適正かつ安定的で効率的
な業務委託を実施します。

65,736

介護保険業務の外部委託

　介護保険制度発足当初から委託している「介護保険認定審査の準備事務」に加
え、窓口業務や資格関連・給付関連等の一次受付事務を含めた業務全般につい
て、適正な委託業務範囲を見極め、区民サービスの向上、行政コストの削減に努
めていきます。

161,565

足立保健所窓口等運営業務の外部委託

　保健所の適正な管理運営及び保健衛生事業の円滑な推進を確保するため、中央
本町・竹の塚・江北・千住の各保健センター等の窓口業務を委託しています。今
後も保健センター業務の可視化・標準化に取り組み、さらなる区民サービスの向
上に努めていきます。

234,029

行政サービ
スのデジタ
ル化

ＩＣＴを活用した区民サービスおよび業
務効率の向上

　デジタル技術を積極的に活用することで、区民が行政サービスを便利に受けら
れるように、オンライン申請システムの整備等を実施します。また、EBPMやデー
タ利活用の考え方を職員に普及・浸透させるため、EBPM職員研修を実施します。

3,032

21
25

26～27
62

区民からの
信頼を高め
られる人材
の育成

組織能力の向上と組織風土の改善

　地方自治法に則った内部統制制度によるリスク管理を進めるとともに、発生し
た事故・ミスについては、真因を見つけ適切な対応策を講じることで、再発を防
止します。また、公務員としての倫理観や区民の満足度を高める接客を身につけ
るための研修を繰り返し実施します。

4,530

協創を推進
する人材の
育成

人材育成事務（職員研修事業、職員の能
力を活かす人事）

　協創の推進に力を発揮できる職員の育成のため、職層ごとに求められる役割意
識と必要な能力の向上を図る集合研修を実施するとともに、各職場の課題に対応
する職場研修の取組みや、自己啓発を図る職員を支援します。また、専門性の高
い職員の育成のため、複線型人事制度の定着と拡充を図ります。

31,856

的確な区民
ニーズの把
握

広聴機会の充実と区政への反映

　区の施策に関する区民意識を把握するため、世論調査、区政モニターアンケー
ト、パブリックコメント、「区民の声」などの広聴活動を実施します。
　調査結果や頂戴した意見を分析することで課題やニーズを把握し、今後の区政
運営に反映させていきます。

6,254

行財政 - 行政運営【6】　小計 1,314,097

視点：行財政
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Ⅱ－１　令和３年度　重点プロジェクト関連事業一覧表

視点：行財政 「★」…子どもの貧困対策重点事業
【千円】

柱
立て

重点
目標

重点項目 事業名 事業内容
R3年度

当初予算額
関連頁

シティプロモーション事業

　多くの区民が「足立区を誇りに思う」と答えられるまちになるために、区のイ
メージアップ戦略を展開中です。様々な人や団体、事業者など、それぞれの得意
分野や個性をつなぎながら、「協働」から「協創」への発展を意識したシティプ
ロモーションに取り組んでいます。また、区民参加型まちなかアートプロジェク
ト「アートアクセスあだち 音まち千住の縁」の展開や、区が発行する広報物やイ
ベントなどのブラッシュアップ、マスコミ等への積極的な情報発信などを進めて
いきます。

22,560
59
70

情報発信強化事業（各種広報媒体の充
実・情報発信力の向上等）

　魅力的な広報紙の制作や電子媒体の新規導入・拡充により、令和２年度の世論
調査結果では「必要な時に必要とする情報が得られる」区民の割合が71.9％から
73.9％に上昇しました。引き続き、各広報媒体の内容を充実させつつ、区の重要
施策や重点事業等に関する情報をタイムリーに発信していくことで、区政の透明
化や区のイメージアップにつなげていきます。また、全庁の情報発信力を更に向
上させていくことが重要であるため、広報担当者等を対象とした情報発信力強化
研修の実施や各所属の課題解決支援を継続して行います。

211,070 66

エリアデザインの推進

　令和３年度は、綾瀬ゾーン及び竹の塚エリアでエリアデザイン計画を策定しま
す。
　計画策定に際しては、「まちの成り立ち」「人口動態」「道路率・交通量」な
ど様々な角度からエビデンスに基づく分析を行うことで、地域の強み・弱みを多
面的に捉えつつ、基本構想・基本計画を踏まえ、今後３０年間のまちの将来像を
描いていきます。

26,299 28～29

行財政 - 区の魅力向上【3】　小計 259,929

４公金収納金の収納率向上対策（税・保
険料）

　自主財源の確保と区民負担の公平性の確保を目的に、各種収納金の収納率向上
及び、滞納額の縮減に向けた取り組みを行います。
　主な取り組みとして、納付案内センターでの納付勧奨、実態把握が困難な区外
転出者に対する調査委託等により、滞納対策を進めていきます。
　また、４公金の納付にLINE Pay・PayPayによる納付方法を導入して利便性の向
上を図り、納付しやすい環境の整備に努めます。
　納税課、国民健康保険課では滞納対策アクションプランに基づき滞納整理に取
り組むほか、特別収納対策課では４公金各所管課から移管を受けた重複滞納、高
額・長期滞納等の困難事案について、一括した納付交渉等を行い、収納対策を強
化します。

57,450
21
60
62

低・未利用の公有財産（土地・建物）の
利活用

　低・未利用の公有財産の活用は、行政需要を優先しながらも、民間資金を誘導
し貸付による歳入確保を図るなど、効率的活用を検討していきます。また、昨年
度に策定した「区有地等利活用基本方針」に基づき、総合的かつ戦略的な活用を
推進していきます。

185,210

公共施設の
再編

「公共施設等総合管理計画」に基づく公
共施設の更新・再配置の推進

　平成２９年策定した「公共施設等総合管理計画」における、「区民サービス」
「施設管理」「資産活用」の３つの基本的な方針と、令和３年策定した各施設の
取組みをまとめた「個別計画」を推進し、必要に応じ、適宜見直しを行っていき
ます。

0

行財政 - 財政運営【3】　小計 242,660

行財政 【17 (2)】　小計 2,596,688

重点プロジェクト 【77 (18)】　総合計 29,823,911

区の魅力発
掘・創出と
プラスイ
メージへの
転換

⑮
区
の
イ
メ
ー

ジ
を
高
め
、

選
ば
れ
る
ま
ち
に
な
る

区
民
の
活
躍
と
ま
ち
の
活
力
を
支
え
る
行
財
政

区
民
の
活
躍
と
ま
ち
の

活
力
を
支
え
る
行
財
政

⑯
次
世
代
に
つ
な
げ
る

　
　
　
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う

堅固な歳入
基盤の確保
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２　令和３年度　注力事業一覧表

担当部 No. 事 業 名（事 項 名） 事　業　内　容
予算額
 （千円）

1 オンライン申請システム導入
区民等が区役所に来庁しなくても様々な行政手続きを
行えるように足立区独自のオンライン申請システムを
導入します。

40,000

2
あだち子どもの未来応援活動
助成、児童養護施設等巣立ち
支援助成開始

あだち子どもの未来応援基金を活用し、学習支援、居
場所、経験・体験、子ども食堂、フードパントリーの
活動支援や児童養護施設等退所者への巣立ち支援を行
います。

13,000

3
ボイスセンサーを活用した防
犯対策

刑法犯認知件数をさらに減らすため、「ボイスセン
サー」を活用した自転車盗難対策や特殊詐欺被害防
止、万引き対策等の啓発を促進します。

396

4
青パトによる防犯パトロール
委託の拡充

「見せる防犯」を強化するため、青パトによる昼間の
運行台数を２台から３台へ増やします。

140,525

5
（仮称）六町駅前安全安心ス
テーションの開設

（仮称）六町駅前安全安心ステーションの開設に向け
た準備や地域の気運を高める事業を推進します。

8,215

6 災害情報システムの再構築
避難所の混雑状況や交通・ライフラインの被害状況等
を一括管理し、災害対策本部の迅速な意思決定に寄与
する災害情報システムを再構築します。

95,150

7 水防体制再構築本部運営委託
分散避難の推進や避難行動要支援者への対策、コミュ
ニティタイムラインの策定支援など、各部会において
抽出した課題に対し、対策を検討・実施します。

12,672

8 学校施設の強化ガラス化

避難所となる区立小・中学校校舎の安全強化を図るた
め、令和３年度から５年度までの３年間で、普通ガラ
ス（フロートガラス）を全て強化ガラスに取り替えま
す。

234,168

9 学校施設のトイレ改修
教育環境及び避難所としての生活環境向上を図るた
め、区立小・中学校３０校のトイレ改修工事を行いま
す。

2,424,517

10 個人番号カード交付拡大

マイナポイント事業が令和３年９月まで延長されたこ
とに伴い、今後も交付申請件数が増加することが見込
まれるため、引続きマイナンバーカード交付円滑化計
画に基づき、更なる交付推進を図ります。

697,318

11 スマートフォン決済導入

４公金（税・国保・後期高齢者医療・介護保険）の納
付に、スマートフォンのLINE Pay・PayPayのアプリ
ケーションを利用し、納付方法の多様化および非接触
型決済手段の拡大を行います。

2,087

12 区民の文化活動支援事業

一人ひとりが文化芸術を楽しみ、その文化的活動を活
性化していくために、人々の交流や連携が生まれる仕
組みを整えます。また、文化芸術に関する情報を集約
し、広報紙やデジタル・オンラインを活用して、人々
の関心を引く効果的な情報発信を行います。

4,700

13

読書活動推進事業
図書館サービス運営事務
図書館図書資料貸出・整備事
業

就学前の子どもとその周囲の大人が読書に親しむ機会
の充実を図るとともに、電子図書館の開設により区民
が図書館以外の身近な場所でも本にふれられる環境の
整備にも取り組みます。

28,696

14
スポーツ施設指定管理者管理
運営事務
社会体育振興事務

年齢や性別、障がいの有無にかかわらず誰もが身近な
ところで運動・スポーツを楽しむ環境を整え、あわせ
て普及活動を行うことで、区民が自ら心身の健康の保
持・増進を図り、人と人とのつながりを深め、心豊か
に過ごす社会の実現に寄与します。

12,044

15 指定管理者管理運営事務

文化・読書・スポーツ分野計画の策定に伴い、従来型
の分野別のアプローチのほか、３分野間の連携に取り
組みます。例えば、各分野の施設利用者が異なる分野
への関心・行動につなげるため、「読書×スポーツ」
「読書×文化」「スポーツ×文化」を掛け合わせた事
業を行います。

9,650

Ⅱ－２　令和３年度　注力事業一覧表

※担当部の名称は、令和３年度の組織名称としています。

地域のちから
推進部

政策経営部

危機管理部

施設営繕部

区民部
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担当部 No. 事 業 名（事 項 名） 事　業　内　容
予算額
 （千円）

16
あだち３０（サンマル）買い
物券事業

新型コロナウイルス感染症拡大により影響を受けた区
内店舗を支援するため、プレミアム率30％の区内共通
商品券（9億7500万円・15万セット）を区が発行しま
す。

374,000

17 見本市等出展助成

コロナ禍における企業の販路拡大を支援するため、オ
ンライン見本市出展やECモール出店、身近な地域で行
うワークショップ等の開催に係る経費の一部を助成し
ます。

39,240

18 国内・海外販路拡大支援事業
専門的なノウハウやネットワークを持つバイヤー等の
伴走支援により、事業者の意識向上・商品力強化を図
り、国内・海外に向けた販路拡大を促進します。

28,000

19 養育費確保支援事業
離婚後のひとり親家庭の安定した生活の確保を支援す
るため、養育費の取り決め促進を図り、公正証書等の
作成及び養育費保証契約の費用補助を行います。

1,420

20
（仮称）あだち住まいサポー
ト事業

主に単身高齢者が住宅を確保する際に課題となる、
日々の見守りや家賃補償、亡くなった時の遺品整理等
のサービス導入と、寄り添い相談の仕組みを作りま
す。

5,000

21 紙おむつの支給事業
支給基準を見直し、要介護３以上としている介護度要
件を要介護２以上に変更します。

155,531

22 感染症対策の充実

新型コロナウイルスの感染収束の目処が立たないこと
から、令和３年度も現在の感染状況が続くと想定し、
電話相談体制を維持します。また、検査体制を確保す
るために、保健所の依頼に基づきＰＣＲ検査を行う感
染症診療協力医療機関等に対する危険手当等の支給な
どを継続します。

707,289

23 足立区スマイルママ面接事業

保健師・助産師による妊婦全数面接を実施し、全妊婦
の心身状態や家庭状況等を具体的に把握することで適
切なケアを行います。あわせて、「こども商品券」の
配付による育児環境整備支援を実施します。

53,816

24
ファーストバースデーサポー
ト事業

訪問や健診が手薄な１歳時にアンケートを実施し、育
児状況の把握及び要支援家庭への適切なケアを行いま
す。あわせて、子育て支援施策に関する情報の提供及
び「こども商品券」の配付による育児環境整備支援を
実施します。

80,925

25 多胎児家庭移動支援事業

多胎児が０歳・１歳・２歳時に面接を実施し、育児状
況の把握及び要支援家庭への適切なケアを行います。
あわせて、タクシー等に利用可能な「こども商品券」
を面接の都度配付し、母子保健事業利用時の移動を支
援します。

3,387

26
気候変動対策補助事業による
エアコン購入費補助

気候変動に対応した暑さ対策の補助事業として、エア
コン購入費補助金を新設します。

15,500

27 ＳＤＧｓ普及啓発事業

人気キャラクター（うんこ先生）を活用した啓発冊子
やおもしろＳＤＧｓフェア、あだちＳＤＧｓ映画会な
どを開催し、環境問題と関連付けてＳＤＧｓを啓発し
ます。

18,174

28
不法投棄対策/落書き消去支
援事業

東京2020大会に向け、「おもてなしのきれいなまち」
の実現のため、不法投棄防止対策と落書き消去支援事
業を実施します。

9,434

29 廃棄物収集運搬委託
新型コロナウイルス感染防止策を講じながら、ごみ収
集運搬作業を安定して継続します。

1,396,432

30
足立区洪水ハザードマップ改
訂

分散避難や避難所でのルール等のさらなる周知や水害
情報の充実を図るため「足立区洪水ハザードマップ」
の改訂を行います。

68,499

31
コミュニティバス「はるか
ぜ」に対する車両等購入費補
助

「はるかぜ」の継続的な運行、区民の交通手段の確保
及び地域の活性化を図ることを目的とし、運行事業者
に対し「はるかぜ」車両等購入費を補助します。

118,080

32
花畑地域バス路線導入に向け
た検証運行（社会実験）着手

足立区総合交通計画に基づき、交通不便地域解消のた
め、新たなバス路線に関する検証運行を実施します。

25,200

都市建設部

環境部

※担当部の名称は、令和３年度の組織名称としています。

衛生部

産業経済部

福祉部

Ⅱ－２　令和３年度　注力事業一覧表
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担当部 No. 事 業 名（事 項 名） 事　業　内　容
予算額
 （千円）

33
東京女子医科大学新東医療セ
ンター周辺無電柱化事業

東京女子医科大学新東医療センター開設に合わせ、防
災機能強化、安全な歩行環境確保のため周辺道路の無
電柱化工事を継続して実施します。

165,000

34 花畑川環境整備事業
区民が親しめる水辺環境を形成するために散策路と桜
並木の整備（雪見橋～富士見歩道橋）を継続して実施
します。

204,000

35
屋外防犯カメラのネットワー
ク対応

屋外防犯カメラのネットワーク対応型への新規設置・
更新を継続して実施します（令和３年度は３４１台。
全１，０５５台完了）。

213,435

36 （仮称）花畑人道橋整備事業

文教大学東京あだちキャンパス開設に伴う周辺環境の
整備により（仮称）花畑人道橋を架橋します。橋を整
備することで、谷塚駅方面からの通学や、足立区民と
草加市民の交通アクセスが向上します。

425,500

37 北綾瀬駅前交通広場整備事業
交通結節機能強化、歩行者空間の拡充及び交通機能の
充実を図るため、北綾瀬駅前交通広場等の設置に向け
た委託を継続して実施します。

71,400

38
竹ノ塚駅付近連続立体交差事
業

上下緩行線高架化による踏切解消を図るとともに、竹
ノ塚駅新駅舎の供用を開始します。

5,943,900

39 毛長川親水拠点修景工事
文教大学の開設に合わせ、毛長川の親水拠点及び周辺
の整備工事に着手します。

150,000

40 感震ブレーカー設置助成

木造住宅密集地域で、大規模地震時の電気火災を予防
するため、感震ブレーカーの設置等の費用を助成しま
す。今後もＰＲ活動に力を入れ、年間２００台の助成
を目標として、災害に強いまちづくりを推進します。

19,070

41 居住支援協議会開催
住宅確保要配慮者に対する居住支援の推進にあたり、
居住支援協議会を開催し、居住支援施策の検討を行い
ます。

366

教育指導部 42 数学チャレンジ講座

通常の講師派遣型の補習講座に加え、個のつまずきに
応じた指導のさらなる充実を目的として、ＡＩドリル
を活用した補習講座をモデル校（４校）で試行的に実
施します。

22,923

学校運営部 43
多子世帯補助による学校給食
費の負担軽減

足立区立小・中学校に３人以上通う世帯を対象に、給
食費を第２子は半額、第３子以降は全額、それぞれ補
助し、多子世帯の負担軽減を図ります。

88,735

子ども家庭部 44
不登校児童のための家庭学習
支援事業

長期欠席状態にあったり、不登校の長期化が危ぶまれ
る小学生を中心に、家庭への講師派遣及びICTを活用
した学習支援などを通じ、基礎的な学力や学びの意欲
の向上を図ります。また、SSW等との連携のもと家庭
への働きかけを行い、多様な学びの場へつなげます。

11,045

都市建設部

※担当部の名称は、令和３年度の組織名称としています。

Ⅱ－２　令和３年度　注力事業一覧表

23



３　令和３年度　主な新型コロナウイルス感染症関連経費一覧表

分野 担当部 No. 事 業 名 事　　業　　内　　容
予算額

（千円）

福祉部 1 生活保護費給付事業
新型コロナウイルス感染症拡大の影響で増加が見込
まれる生活保護受給者へ生活扶助費等を支給

1,956,778

福祉部 2
住居確保給付金支給事
業

失業などで経済的に厳しい生活困窮者に対して住居
確保給付金を支給

561,110

衛生部 3
新型コロナウイルス感
染症入院患者医療費の
公費負担

新型コロナウイルス陽性患者の入院医療費を公費負
担（1,825件）

164,250

衛生部 4
新型コロナウイルス感
染症入院患者移送委託

新型コロナウイルス陽性患者の入院医療機関への移
送を委託（1,460件）

128,480

学校運営部 5
小・中学校給食費保護
者負担軽減対策

令和２年度給食費改定額のうち、当初予定していた
保護者負担額の増額（１食あたり５円）について、
令和２年度限り公費負担としていたが、令和３年度
末まで公費負担を継続

43,313

2,853,931

産業経済部 1 緊急経営資金融資

コロナ禍における中小企業等の資金調達支援として
緊急対策融資を実施。実行された融資に係る利子及
び信用保証料の一部または全部の補助（利子補給1
年目3％まで全額、2年目から4年間貸付利率の2/3
（上限1.6％）・信用保証料全額（借換資金は補助
なし））※R3.3.31受付終了予定

703,400

産業経済部 2
あだち３０（サンマ
ル）買い物券事業

感染症拡大により影響を受けた区内店舗を支援する
ため、プレミアム率30％の区内共通商品券（9億
7500万円・15万セット）を区が発行

374,000

産業経済部 3
オンライン見本市出展
助成

コロナ禍における企業の販路拡大を支援するため、
オンライン見本市出展に係る経費の一部を補助
（補助率2/3・上限750千円）

30,000

産業経済部 4
ECモール出店助成及び
出店アドバイザー支援
事業

コロナ禍における企業の販路拡大を支援するため、
ECモール出店のアドバイザー支援実施及び出店に係
る経費の一部を補助（補助率2/3・上限600千円）

6,240

産業経済部 5 地域の見本市出展助成
感染予防対策を施したうえで、身近な地域で行う
ワークショップ等の開催に係る経費の一部を補助
（補助率2/3・上限100千円）

3,000

1,116,640

学校運営部 1
小・中学校消毒業務委
託

小・中学校の消毒業務委託（102校） 146,880

学校運営部 2 育英資金事業
経済的に修学が困難になった大学・短期大学・専門
学校の学生への支援（特別貸付50名、免除条件付緊
急貸付130名）

40,000

学校運営部 3
小・中学校用衛生用品
購入

小・中学校用消毒液、マスク等の感染症対策物品の
購入

13,593

200,473小　　　　　計

Ⅱ－３　令和３年度　主な新型コロナウイルス感染症関連経費一覧表
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分野 担当部 No. 事 業 名 事　　業　　内　　容
予算額

（千円）

衛生部 1
新型コロナウイルス感
染症医療提供体制支援
金

①PCR検査外来の医療従事者への危険手当等支給
②入院を要する疑い患者用の病床整備及び維持
  費用支給
③入院を要する疑い患者に対応する医療従事者
  への危険手当等支給

243,855

衛生部 2
医師会への電話相談業
務委託

新型コロナウイルス陽性患者について医師会の会員
医療機関からの電話相談を一括して受けたうえで保
健所に報告する医師等を配置（平日、1日6時間）

7,452

251,307

衛生部 1
発熱電話相談センター
の人材派遣

発熱電話相談センターにおいて電話相談対応を行う
看護職10名の人材派遣委託

72,705

各部 2 感染症対策物品購入
区施設や各種健診用の消毒液・マスク・防護衣等の
感染症対策物品の購入

60,100

政策経営部 3
オンライン申請システ
ム導入

窓口に来庁せずに各種行政手続きができるよう、区
独自のオンライン申請システムを導入
（オンライン手続きを64種から200種以上に拡大）

40,000

選挙管理委
員会事務局

4
衆議院議員選挙・最高
裁判所裁判官国民審査

選挙実施における感染症対策に係る人件費・消毒液
購入等

32,779

選挙管理委
員会事務局

5 東京都議会議員選挙
選挙実施における感染症対策に係る人件費・消毒液
購入等

23,127

産業経済部 6
足立区観光交流協会助
成事務

観光交流協会によるイベント実施における感染予防
対策に係る会場設営や運営、警備等

22,002

衛生部 7
唾液を用いたPCR検査事
業委託

休日応急診療所において医師が検査を要すると認め
た者について、各自採取した唾液検体を指定の時
間・場所にて回収する事業を医師会に委託（日曜・
祝日・年末年始）

16,179

衛生部 8
PCR検査センター運営委
託

週1日の検査センター運営を医師会に委託
（9月末まで）

10,724

地域のちか
ら推進部

9 学校開放事業

①学校開放事業におけるシルバー管理員による消毒
  物品の管理（71校分）
②学校開放事業における消毒物品の購入
　（103校分）

6,153

子ども家庭
部

10 成人の日記念事業 成人式の分散開催（2回）に伴う設営・警備委託 4,255

区民部 11 休日開庁の追加実施
４月及び５月の休日開庁追加実施に伴う窓口等業務
委託

2,161

政策経営部 12 オンライン相談
窓口に来庁せずに育児栄養相談や保育コンシェル
ジュ相談等ができるよう、オンライン相談を実施
（2業務から6業務に拡大）

1,482

291,667

4,714,018

区
民
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
守
る

合　　　　　計

小　　　　　計

小　　　　　計

医
療
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事
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療
機
関
を
支
え
る

Ⅱ－３　令和３年度　主な新型コロナウイルス感染症関連経費一覧表
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Ⅱ－４　乗り越え、そして踏み出す。あだちから

～行政サービスのデジタル化促進～ 

 ICTの活用で区民生活をより便利に

●手続きの検索機能を充実！

「子どもが生まれた」などの

申請者の状況を入力すると、

必要な手続きを示します。

●本人確認もよりスムーズに！
手続きによっては、運転免許

証やパスポートで本人確認

をすることで、オンラインでの

申請が可能に。

◆オンライン相談システムの拡充 １，４８２千円

◆オンライン申請システムの新規導入 ４０，０００千円

④「育児栄養相談」

（各保健センター等）

お子さんの発育・発

達・食事・歯や口の

ケア等、専門職によ

る個別相談を行い

ます。

③「法律相談」 等

（区民の声相談課）
金銭問題、損害賠

償等の各種お困り

事について、弁護

士が相談をお受け

します。

２ 自宅でお悩みを解決！

●現在、対面での相談がオンラインでも可能に！

順次拡大！（Ｒ３～）

１ オンライン申請手続きを大幅に増加

実施中（Ｒ２～）

①「消費生活相談」

（消費者センター）
②「中小企業相談」

（企業経営支援課）
２業務 ６業務

オンライン区民相談を拡充

64種 200種超

申請手続数23区
トップレベルに！

DX デジタル技術を積極的に活用することで、区民が行政サービス

を便利に受けられます。
注：自治体におけるDXとは、「デジタル技術を活用して、行政サービスを変革すること」

ココが便利☝

土日や夜間など都合の良い時間に手続きできる。コロナを心配しながら外出する必要なし。

⑤「保育施設入所相談」

（子ども施設入園課）
保育コンシェルジュ

による、保育施設の

入所相談を行います。

⑥「教育相談」

（こども支援センター

げんき）
お子さんの教育に関

するご相談を、心理

職の相談員がお受

けします。

ココが便利☝～育児栄養相談の例～

家での自然な様子を見てもらえる。外出準備の必要なし。

新規

BEFORE AFTER

BEFORE AFTER
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重点プロジェクトの視点：行財政

※　令和３年度に組織変更を予定する所属は、新所属名を「担当課係」欄に（　）書きで表記しています。

担当課係

①ICT戦略推進担当課 データ連携担当(ICT戦略推進担当）
②区民の声相談課 相談係
③保健予防課 保健予防係
④子ども施設入園課 保育調整係
⑤こども支援センターげんき 西新井教育相談係
⑥生涯学習支援課 生涯学習支援第二係
⑦中央図書館 資料選定係
⑧災害対策課 施設管理係
⑨政策経営課 政策経営担当

問合せ先（直通）

①３８８０－５６４８
②３８８０－５３５９
③３８８０－５８９２
④３８８０－５８７３
⑤３８５２－２８７２
⑥３８８０－５４６８
⑦５８１３－３７４１
⑧３８８０－５８３７
⑨３８８０－５８１１

Ⅱ－４　乗り越え、そして踏み出す。あだちから

行政サービスのデジタル化 19、21、25、36～37、38～39、
62、63、66、67事業名： 関連頁：

◆ＥＢＰＭ職員研修の実施（研修委託） ２，７５０千円

◆ＡＩ入所選考システムを導入 １２，６０６千円

●ＡＩ技術の導入で業務を効率化！
現在、保護者の保育の必要性や希望園等を考慮して、区の職員が1,400時間かけて保育施設の入所

選考を行っています。「ＡＩ入所選考システム」を導入すると、選考時間を560時間（840時間60％削減）

に短縮できると見込んでいます。

●ＥＢＰＭ（根拠に基づいた行政運営）を推進！
貴重な財源を有効に活用し区政の透明性を確保するため、ワークショップ形式の

研修を実施し、ＥＢＰＭやデータ活用の考え方を職員へ普及・浸透させます。

※EBPM（Evidence-Baced Policy Making）とは、「根拠に基づいた行政運営」の意

●区内各所でICTを導入し、行政サービスをさらに便利に！

５ 区政データを有効活用！

４ ＡＩでスピードアップ！
入所選考を迅速化

1,400時間 560時間
（△840時間 △60％）

新規

新規

～保育施設入所選考～

◆電子図書館サー

ビスの整備

９,９６６千円

インターネットを活用

して、電子図書資料

(2000タイトル)の検

索・閲覧・貸出がで

きるサービスを始め

ます。

◆地域学習センター

等でのWi-Fiの

整備

９４０千円

施設を利用する区民

が、気軽に調べもの

や学習、情報収集等

を行えるよう、Wi-Fi
環境を整備します。

◆災害情報シス

テムの再構築

９５,１５０千円

災害時には、 区内の

被害状況のほか避難

所の混雑状況などの

情報をリアルタイム

に区民に提供します。

新規新規 新規

◆外国語自動翻訳

機の機能向上

１,８４９千円

区役所窓口での

外国人向けの自動

翻訳シス テムの機

能をさらに向上さ

せて、様々な用語

に対応していきます。

透明性ある区政

BEFORE AFTER

３ 身近なくらしをデジタル化！ 区民生活を便利に

新たな４つの施策
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Ⅱ－４　乗り越え、そして踏み出す。あだちから

 エリアデザインによる足立区の挑戦　２０２１

令和４年３月に残りの上・下緩行線が高架化され全て

の踏切が解消、街は飛躍の一大転機を迎えます。

この好機を最大限に活かし、高架下の活用・駅東西の

回遊性向上・ＵＲ団地再生の検討を関係機関とともに

進めます。また、令和３年度には、地域の声を伺いつ

つ、区の北の玄関口としてふさわしいまちの将来像を

描いていきます。

２

▲竹ノ塚駅付近 上り急行線高架化

エリアデザインでまちの将来像を描く

大規模な区有地等を活用し、民間活力によるまちの整備を進め、地域の活性化を図

るとともに、まちの魅力や目指すべき将来像などを区内外に発信することで区のイ

メージを向上させます。

竹の塚エリア
鉄道高架化を契機としたドラスティックなまちづくり!

３ 六町エリア

令和３年１１月には、いよいよ「（仮称）六町駅前安全

安心ステーション」が開設。さらに、令和４年度には、

六町のランドマークとなる駅前区有地開発の事業提案の

募集を予定しています。ＶＲを活用し、将来像を可視化

することで広く地域の声を集めていきます。

六町駅前区有地活用を検討！

令和３年度計画策定予定

計画策定

（Ｒ１～Ｒ３年度） ８，０６３千円《皆増》

（仮称）六町駅前安全安心ｽﾃｰｼｮﾝ

交通広場用地の取得に向け、民間開発業者と協議を進

めていきます。取得できた場合は、交通広場を整備し、

交通結節機能の充実に努めます。また、エリアを西口

にも広げまちづくりの方向性を示していきます。

１ 綾瀬ゾーン

東口に交通広場用地取得を目指します！

令和３年度計画策定予定

計画策定

（Ｒ１～Ｒ３年度） １０，８９０千円《皆増》

まちづくり検討 （ＶＲ作成）

７，３４６千円《皆増》

六町公園

区有地

六町駅

前広場

六町駅

※Ｒ３年度に足立区土地開発公社にて交通広場用地の取得 ▲綾瀬駅前現状と交通広場・開発将来配置

東綾瀬公園

ハト広場
綾瀬駅

交通

広場
建物

▼駅東口改札

公

園

(2020.9.15確認書より）

28



重点プロジェクトの視点：行財政

担当課係 エリアデザイン計画担当課 エリアデザイン計画担当 問合せ先（直通） ３８８０－５８１２

Ⅱ－４　乗り越え、そして踏み出す。あだちから

事業名： エリアデザイン推進事業 関連頁： 20、21、23、57

策定済

検討中

今後策定

凡

例

江北エリア

西新井・梅島エリア

六町エリア

北綾瀬ゾーン

令和元年度策定

平成30年度策定

平成30年度策定

平成28年度策定

平成26年度策定

綾瀬ゾーン

綾瀬・北綾瀬エリア

千住エリア

日
暮
里
・舎
人
ラ
イ
ナ
ー

竹の塚エリア

(

計
画
）地
下
鉄
8
号

つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス

花畑エリア

ＪＲ常磐線

足立区役所

環状七号線

京成線

国
道
4
号
線

尾
久
橋
通
り

毛長川

荒川

隅田川

綾
瀬
川

７つのエリアデザイン計画の策定状況 （令和２年度末現在）

文教大学東京あだちキャンパス

令和３年度エリアデザインは１つのピークへ!!
令和３年度は、２つのエリアデザイン計画（竹の塚エリア・綾瀬ゾーン）策定に向け検討を進めていきます。

既に計画を策定した５エリアでは、計画に基づいたまちづくりが進行中です。今後も進捗管理を図りつ

つ、まちの変化を捉えて、エリアデザインに取組んでいきます!!

花畑エリア

六町エリア

江北エリア

交番に代わる防犯機能を有す
る「（仮称）六町駅前安全安
心ステーション」は、令和３
年１１月の開設に向けて、地
域防犯活動準備に
取組んでいます。

文教大学東京あだちキャンパス
は、令和３年４月開設します。
国際学部と経営学部の学生、
約１，８００人を迎えるべく、
周辺に人道橋や親水拠点等を整
備するとともに、地域の方々と
歓迎事業の準備を進めています。

東京女子医科大学新東医療セン
ターは、令和３年度開設予定で
す。周辺では江北小学校、バス
転回場、緑道などの環境整備や、
新規バス路線の誘致などに取組
んでいます。

東京女子医科大学新東医療センター

親水拠点

（新）江北小学校

東京女子

医科大敷地

図書館棟

教育・研究棟

文教大学

↓

北綾瀬ゾーン

北綾瀬駅北側の交通広場整備
に向け準備を進めています。
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 災害に負けない強靭な足立区へ

　※今後の検討状況により変更となる場合があります。

Ⅱ－４　乗り越え、そして踏み出す。あだちから

 主な改訂項目

 ◆分散避難・避難所等の更なる周知
 　➡分散避難や避難所のルール、区の水害対策等に
 　　関する説明

 ◆水害情報の充実
 　➡芝川・新芝川、内水氾濫の浸水想定区域図の更新
 　➡芝川・新芝川の浸水継続時間図の追加

 平成31年3月発行版

分散避難や避難所でのルール等の更なる周知や水害情報の充実

を図るため「足立区洪水ハザードマップ」の改訂を行います。

水防体制再構築本部 12,672千円

水害対策の強化

分散避難の推進や要支援者への対策等を強化するため、再編成した水防体制再構築本部の４つの

部会において、課題の抽出や対応策の検討・実施を行います。

令和元年台風第１９号及び新型コロナウイルス感染症対策を踏まえ、庁内の検討体制や施設の整備、

区民への普及啓発を徹底し、水害対策の強化を図ります。

コミュニティタイムラインの策定支援

足立区洪水ハザードマップの改訂 68,499千円

情報発信

強化！

足立区水防体制再構築本部

分散避難推進

部会

要支援者対策

部会

情報発信

部会

タイムライン

部会

主な検討内容

・分散避難の推進

・避難所の確保

・避難ルールの策定

主な検討内容

・要支援者の避難

ルールの策定

・要支援者の避難

場所の確保

主な検討内容

・情報発信の内容を

検討

・情報発信タイム

ラインの策定

主な検討内容

・庁内タイムライン

の策定

・コミュニティタイム

ラインの推進

災害が発生した時、被害を最小限にとどめるため、各種対策や整備を検討・実施していきます。

荒川氾濫時に大きく影響を受ける町会・自治会を優先的に、

１年間に２地区ずつ（令和２～７年度）、水害時を想定した

コミュニティタイムラインの策定を支援していきます。

統合 新規

必ず 来るその日必ずやって来るその日のために ～大規模災害に備える～

《策定支援地区》

Ｒ２／小台・宮城地区
本木・関原地区

Ｒ３／２地区(選定中)
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重点プロジェクトの視点：まち

「想定浸水深」表示設置計画 強化ガラス取替工事予定

※上記予定校以外は、強化ガラス化済み

地区防災計画策定等の状況

※　令和３年度に組織変更を予定する所属は、新所属名を「担当課係」欄に（　）書きで表記しています。

４校 １２校

年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

小学校 １９校 ２１校 １２校

年度 箇所数 設置区域

Ｒ２ 約100

R6

策定団体数 2

中学校 ６校Ｒ３ 約200 上記以外の区内全域
※上記のデザインは変わる可能性があります。

R5

12 12

区内南部・西部地区

①災害対策課 災害対策係、施設管理係
②企画調整課 企画調整担当
③学校施設課 計画調整係（中部地区建設課 庶務係）

見直し検証 - -

7 10 10 11 12

12 12

R3 R4

- 2

問合せ先（直通）

①３８８０－５８３６
②３８８０－５３４９
③３８８０－５９６５（～3/31）
③３８８０－８０２０（4/1～ ）

Ⅱ－４　乗り越え、そして踏み出す。あだちから

防災管理事務／防災会議運営事務／防災訓練実施事業／防災センター設備更
新事業／水害対策事業／小・中学校施設の保全事業

17、21、22、61、62、
66、68

事業名： 関連頁：

担当課係

年度 H27

7 10 10 11

H28 H29 H30 R1 R2

12 12

日常生活において、区民等の水害意識の向上を

図るため、荒川等が氾濫した際の想定浸水深表

示を区内の電柱に設置します。

電柱への｢想定浸水深｣表示 2,000千円

避難所の安全強化を図るため、令和３年度から５年

度までの３ヵ年で、区立小中学校校舎の普通ガラス

(フロートガラス)を全て強化ガラスに取り替えます。

学校施設の強化ガラス化 234,168千円

クラウド

区民の方

災害情報

ポータルサイト

情報閲覧

区民事務所など

出先機関

情報閲覧

情報登録
災害対策本部

情報登録

情報閲覧

避難所 派遣職員

情報閲覧

情報登録

災害情報システム

震災対策等の更なる強化

災害情報システムの再構築に着手！ 95,150千円

令和４年度の本格運用に向けシステムを再構

築し、避難所の混雑状況や交通、ライフライ

ンの被害状況等をシステムで一括管理するこ

とで、災害時の対応業務の強化を図ります。

◆システム再構築の概要

・クラウドサービスの利用

➡庁外からも災害情報システムに

アクセスできる！

・災害情報ポータルサイトの構築

➡「避難所の混雑状況」

「区内の被害状況」が一目でわかる！

地震等の発生に備え、防災の普及啓発など「自助」の強化、地区防災計画の策定支援など「共助」

の強化、地域防災計画の策定や災害情報システムの再構築など「公助」の強化を図ります。

公助

2 9
19 29

40

52 64
76 88

100

0

20

40

60

80

100

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

地域住民の自発的な防災活動の強化を図るため、

地域住民とともに意見交換や防災まち歩きを行い、

「地区防災計画」の新規策定、及び平成３０年度に

策定した団体については計画見直しを支援します。

地区防災計画の策定支援 13,200千円

実績値

目標値

（策定数）

（年度）

R6年度までに
100団体策定を目指す！

「地区防災計画」新規策定の計画

自助･共助
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Ⅱ－４　乗り越え、そして踏み出す。あだちから

～「協働」と「協創」で築く安全安心～ 

 ビューティフル・ウィンドウズ運動

16,843

10,363

9,141
8,241 7,561

6,939 6,519 6,633
5,230

4,764 3,700件台

（見込）

39.9%

41.0%

46.0% 48.2%
51.5%

54.1% 54.3% 53.4%

58.3%
61.6％

49.2% 43.5%

37.2%
31.8%

27.9% 28.6% 28.1% 28.7% 26.4%
23.5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

H13 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

刑法犯認知件数と体感治安の推移ピーク時

刑法犯認知件数

治安が良いと感じる

体感治安が過去最高に！

治安が悪いと感じる

ピーク時の約78％減！

安全安心ステーション開設
◆ （仮称）六町駅前安全安心ステーションの開設準備（103,615千円）

建設費等を計上し、令和３年１１月の開設に向けた準備を進めます。また、運営準備調査委託を

継続し、地域における防犯気運の醸成等を促進します。職員は新たに警察ＯＢを５人採用します。

地域の防犯対策
【主な事業】

◆ 防犯カメラの設置（141,291千円）

① 町会・自治会街角防犯カメラ設置（81,000千円）
町会・自治会向け街角防犯カメラ設置費用助成を行います（１８０台）。

② 通学路防犯カメラ設置(60,291千円）
小学校だけではなく、中学校の通学経路も設置対象とし、令和３年度中に合計８７台増設します（累計５９４台に）。

◆ 防犯パトロールの実施（166,503千円）
青パトによるパトロールを２４時間３６５日体制で実施し、昼間を１台増車します（２台→３台）。

◆ 自転車盗難対策の強化（891千円）
新たにボイスセンサーを活用した対策を開始し、警告札の取付を継続して実施します。

◆ 防犯まちづくり事業 (13,231千円）
「防犯まちづくり推進地区」の認定、支援に加え、令和２年から開始した「ながら見守り」の

見せる防犯グッズ製作、活動周知を行い、犯罪の起きにくいまちづくりを目指します。

◆ 登下校見守り体制の強化 (11,370千円）
小学生が学校の校門を通過する際や学童保育室、児童館に立ち寄る際に、保護者に

メールで知らせるメール配信サービスを充実させます（２９校→４９校）。

特殊詐欺対策
【主な事業】

◆ 自動通話録音機の無償貸与（9,240千円）
おおむね６５歳以上の方が居住する世帯に対し、自動通話録音機を２，０００台無償貸与します（累計８，０００台に）。

◆ 携帯電話抑止装置の設置（13,750千円）
銀行ＡＴＭ内で携帯電話を使用できないようにする携帯電話抑止装置を１０か所増設します（累計２１か所に）。

防

犯

力

の

強

化

差が拡大！

（仮称）六町駅前

安全安心ステーション

ボイスセンサー

ながら見守り

区内戦後最少
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重点プロジェクトの視点：くらし

担当課係

①危機管理課 生活安全推進担当
②地域調整課 美化推進係
③まちづくり課 防犯まちづくり係
④生活環境保全課 ごみ屋敷対策係
⑤交通対策課 自転車係
⑥住宅課 空き家担当
⑦学務課 就学係
⑧住区推進課 住区管理担当

問合せ先（直通）

①３８８０－５８３８
②３８８０－５８５６
③３８８０－５４３５
④３８８０－５４１０
⑤３８８０－５９１４
⑥３８８０－５７３７
⑦３８８０－５９６９
⑧３８８０－５８５８

Ⅱ－４　乗り越え、そして踏み出す。あだちから

生活安全支援事務／生活環境保全対策事業／美化推進事業／防犯
まちづくり事業／空き家対策事業

15、17、21、22、62、
66、68、69

事業名： 関連頁：

万引き対策強化へ
【主な事業】

◆ ＡＩを活用した万引き抑止対策費の助成（2,725千円）
不審な行動を検知・通知するＡＩカメラ設置費の助成を行います（２店舗）。

◆ 店舗用防犯カメラ等設置費の助成（7,000千円）
店内・店外防犯カメラ設置費、ゲートシステム等の万引き対策用品購入費の助成を行います（１０店舗）。

◆ 万引き防止声かけ要員雇用費の助成（1,095千円）
店舗内における声かけ要員を配置するための雇用費の助成を行います（５店舗）。

美化推進
【主な事業】

● パトロールによる迷惑喫煙防止対策の実施（37,904千円）
区内全駅周辺での喫煙ルールの徹底とマナーの向上を図ります。

（令和２年度見込み：過料適用件数５２０件 注意等７，４００件）

● 協働でまちに花を増やす事業の展開（12,326千円）
「花いっぱいコンクール」への参加、「花のあるまちかど」事業への協力団体を増やし、

まちを美しく彩ります（令和２年度実績：コンクール１２８団体 まちかど４５４団体）。

● 協創でポイ捨てごみを拾う清掃活動の展開（2,413千円）
「ごみゼロ地域清掃活動」や定期的に清掃活動を行う団体（令和２年度：３８４団体）を

支援します。

● まちの美化のために一人ひとりができる行為を発信（4,063千円）
「ごみはポイ捨てせずに持ち帰ろう」という啓発活動や簡単にできる美化活動を発信し、

ビューティフル・ウィンドウズ運動に係わる『ビューティフル・パートナー』の輪を広げます。

生活環境保全対策
【主な事業】

● 放置自転車対策（365,675千円）
① 駅周辺での街頭指導・撤去を行います（令和２年度見込み：６，１２０回）。

② 新たに六町駅自転車駐車場を追加し、区内１３か所で不用自転車の無料引き取りを行います。

③ 区営自転車駐車場の定期利用キャンセル待ち多発地域に、民営自転車駐車場設置費用等の補助を行います。

● 不法投棄対策（8,833千円）
① 通報協力員約３，４００人に年４回メールマガジンを配信し、モチベーションの維

持と協力体制の強化を図ります。

② 通報協力員として登録している区内企業と、啓発物品の配布や協力員の募集

を行っていきます。

③ センサーライトなどの不法投棄対策物品を区民に貸与して不法投棄されにくい

まちの実現を図ります。

④ 民有地の不法投棄対策支援事業を推進し、まちをきれいにします（令和２年度

見込み：７７件）。

⑤ 夜間パトロールの実施により不法投棄や落書きを抑止します。

● 落書き対策支援（601千円）
令和２年度の見込みは消去件数５０件、このうち区による民有地支援は２０件見込んでいます。

「落書きを、しない、させない、放置しない」まちづくりを目指します。

● ごみ屋敷対策（8,121千円）
令和２年度の樹木繁茂を含めた解決件数見込みは６０件、これまで庁内で連携し２０件解決して

います。美観上問題の多い事例から重点的に取り組んでいきます。

● 空き家相談会（4,700千円）
不動産業者、建築士、工事業者、行政書士などの専門家が集まり、区内各所で空き家に関する

相談を一括して受ける相談会を３４回開催します（相談受付目標：６８件）。 空き家相談会

美

し

い

ま

ち

づ

く

り

「足立区歩行喫煙防止及びまちを

きれいにする条例」周知ポスター

４面発光センサーライト
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Ⅱ－４　乗り越え、そして踏み出す。あだちから

 未来へつなぐあだちプロジェクト　～子どもの貧困対策～

あだちの子ども

基金を活用して、子ども食堂などの活動支援や児童養護施設

就学前 小学生 中学生

～新たに基金を創設！ 若年者支援や

子どもの健やかな成長を支援する団体等への活動助成
あだちまちづくりトラスト助成制度は、活動団体への応援期間が限られています。
「あだち子どもの未来応援基金」では、継続した活動を可能とするために、学習支援、居場所、経験・体験、
子ども食堂、フードパントリーに対する活動を支援します！

外国人実態調査の実施

足立区内の外国人と外国にルーツをもつ子どもたちの日々の困りごとを把握し、その結果を踏まえた事業

の構築に取り組んでいきます。子どもから大人までを調査対象として、日本語・英語・中国語・韓国語など

複数言語に対応した調査票を用意し、慶応大学の協力を得てアンケートを実施します。

・ 生活支援（生活相談など）

・ 就学前、就学後の支援（学習言語の習得支援など）

新規
10,000千円

養育費の確保を支援します

・ 養育費の取り決め促進を図るため、各種相談や手続きができる窓口を掲載したパンフレットを配布

するとともに、啓発と公正証書等作成費用の補助（5千円×10人分、17千円×10人分）を行います。

・ 安定した養育費の支払いを支援するため、民間の保証会社との養育費立替契約の初回保証料の

補助（50千円×20人分）を行います。

1,420千円新規

新規

子どもの未来を応援する新規・強化事業

１団体あたり 200,000円（上限）×40団体

養育費とは、子どもが経済的・社会的に自立するまでに衣食住に必要な経費、教育費、医療費などです。

離婚の際には、養育費の分担について定めることとされ、親としての経済的な責任を果たし、子どもの成

長を支える義務があります。子どもの健やかな成長のため、養育費確保の事業に取り組みます。

「あだち子どもの未来応援基金」創設令和3年

3月創設
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重点プロジェクトの視点：ひと・くらし

※　令和３年度に組織変更を予定する所属は、新所属名を「担当課係」欄に（　）書きで表記しています。

担当課係

①子どもの貧困対策担当課 子どもの貧困対策担当
　 （子どもの貧困対策・若年者支援課 子どもの貧困対策係）
②政策経営課 政策経営担当  ③地域調整課 多文化共生担当
④親子支援課 ひとり親家庭支援担当
⑤データヘルス推進課 多世代健康データ連携担当

問合せ先（直通）

①３８８０－５７１７
②３８８０－５８１１
③３８８０－５１７７
④３８８０－５９３２
⑤３８８０－５６０１

Ⅱ－４　乗り越え、そして踏み出す。あだちから

事業名： 子どもの貧困対策 関連頁：
13、21、22、62、63、
66

の未来を応援！

高校生 大学生・社会人

データに基づく取り組みをさらに推進～

児童養護施設等巣立ち支援
児童養護施設の子どもたちの多くは、児童福祉法の規定により原則１８歳で退所します。
退所後の生活の安定化に向けて、児童養護施設等から退所、または里親への委託を解除される児童が、一人暮ら
しを始める際の住居費や生活費の一部を支援します！

新規

などから社会へ巣立つ子どもたちを支援！

一人あたり 200,000円×25人

13,000千円

中学校長経験者を「スマイル ユース コーディネーター（会計年度任用職員）」として新たに１人採用

し、高校の中退予防など若年者支援の充実に取り組みます。

若年者（中学校卒業後）支援体制の強化新規

＜具体的な取り組み＞

・ 中学校から区内都立高校間の情報共有の仕組み強化

・ 若年者の居場所づくり

・ 高校生の中退予防及び中退後の支援の仕組みの構築

主な子どもの未来応援枠事業

歯周病予防事業「２０歳（歯タチ）の歯科健診」の実施

成人歯科健診のスタート年齢である２０歳を対象に「前歯のクリーニングメニュー」を追加し、

若い世代の受診率向上ならびに歯周病予防に取り組みます（対象人数：約6,200人）。

生活困窮世帯で外国にルーツをもつ児童・生徒等への学習支援の実施

児童・生徒の日本語の習得状況や学年をふまえて「日本語学習」を支援します

（令和３年１月現在：利用児童・生徒数18人）。

21,280千円

831千円新規

継続

令和２年度に実施した「青少年実態調査」の

分析結果や区内都立高校へのヒアリングを

事業の構築に生かします。
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Ⅱ－４　乗り越え、そして踏み出す。あだちから

       　が｢気づく｣｢つなぐ｣｢支える｣でサポートします

～ 令和３年度は「支える」施策を重点に ～

   あだちの子どもたちの成長・発達を

こども支援センターげんき

虐待かな？と思ったら

特別支援学級・教室を利用したい ※小・中学生は学校を通して相談

不登校や学習など、学校のことで困ってる

子どもの事で

困ったときには

げんき
にご相談ください

発達相談 支援管理課 発達支援係 5681-0134

教育相談 教育相談課

就学相談 支援管理課 特別支援係 3852-2875

児童虐待相談 こども家庭支援課 3852-3535
児童相談所全国共通ダイヤル 189 （24時間受付：東京都児童相談所に繋がります）

子どもの発達が気になる

西新井教育相談係 3852-2872
綾瀬教育相談係 3838-3588
竹の塚教育相談係 5851-8507

●就学前の集団活動体験

（就学移行ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）

【つなぐ】
通常学級に就学予定で、就学への

不安や心配のある5歳児（年長児）

に対し、就学予定の小学校で小グ

ループ指導を行い､不安軽減とス

ムーズな学校生活を目指します。

●チューリップシート

【つなぐ】
保護者が小学校へ情報をつなぐ

ツールとして活用していきます。

●げんきや保健センターで発達相談 【気づく】
子どもの発達状況を確認 し必要な支援につなぎます。

●発達支援児保育の実施 【支える】
発達支援委員会の判定に応じたきめ細やかな

対応をしていきます。

●一時的な預かり・送迎

【支える】
地域における子育ての助け

合いとしてお子さんの一時的

な預かりや保育園等の

送迎をしています。

●きかせて子育て訪問

【気づく】
育児における孤立感や

不安感を抱えた方へ傾聴

等による支援をしています。

発
達
相
談

就
学
相
談重点

重点
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重点プロジェクトの視点：ひと・くらし

担当課係
①こども支援センターげんき 支援管理課
②こども支援センターげんき 教育相談課
③こども支援センターげんき こども家庭支援課

問合せ先（直通）
①３８５２－２８６１
②３８５２－２８７２
③３８５２－３５３５

Ⅱ－４　乗り越え、そして踏み出す。あだちから

事業名：
発達障がい児支援事業／特別支援教育事業／教育相談事業／
あだち子育て応援隊事業／養育困難改善事業

関連頁：
13、23、26～27、
65、69

ICTで特別支援教育と不登校を支援

ＩＣＴ教育の基本計画

（特別支援教育）

不登校支援における

ＩＣＴ活用実施計画

重点

ICTで特別支援教育と不登校を支援

●ペアレント・メンター 【支える】

発達障がい児を持つ親が一人で悩まなくてす

むように、地域で当事者同士の支え合いを推進

するためにペアレント・メンター事業を委託し実施

します。

●登校サポーター 【支える】
登校に付き添うお迎え支援や、別室での

登校定着、教室復帰を支える別室登校

支援を行っています。

特別な支援を必要とする児童・生徒や不登校児童・生徒への支援に関するＩＣＴの計画を策定し、

令和３年度より個に応じた学習環境・学習体制を整備していきます。

こども支援センターげんきでのビデオ相談開始

チャレンジ学級・あすテップでのICT学習開始

特性による困り感の解消をICTを活用して支援開始

特別支援学級・教室でのＩＣＴ学習開始

・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰによるオンライン相談

・不登校生徒のためのオンライン授業

・別室登校支援におけるオンライン授業

・ＩＣＴを活用した個別支援計画の作成

・ＩＣＴを活用した特別支援教育推進校開始

・困り感のある保護者向け動画配信

●ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの教室 【支える】
通常学級に在籍し、知的な発達に遅れはな

いが、一部支援が必要な子どもたちのため、

特別支援教室（コミュニケーションの教室）を

すべての小･中学校に設置しています。

●チャレンジ学級 【支える】
不登校児童・生徒に対し､個別中心の学習

指導､各種行事､集団行動等を教育相談と

一体化して運営していきます。

●居場所支援 【支える】
民間団体による居場所を兼ねた学習支援事

業について、北部開設により4ヵ所全てを活用

し、自宅以外の場所で、楽しみながら他者と

触れ合う環境を提供します。

●ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ（ＳＳＷ） 【つなぐ】
家庭訪問などを行い適切な関係機関へつなぎ

ます。

●ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ（ＳＣ） 【つなぐ】
本人や保護者への面接等を行い寄り添い支援

を します。

●特例課程教室

「あすテップ」 【支える】

不登校の状態が継続している生徒が

在籍校に籍を置きながら「あすテップ」

に通級します。基礎学力の補充や社会

性を育成することで、集団への適応能

力を高めていきます。

教
育
相
談

教
育
相
談

就
学
相
談

重点

重点

重点

●居場所支援【支える】

民間団体による居場所を兼ねた学習支援事

業について、北部開設により4か所全てを活用

し、自宅以外の場所で、楽しみながら他者と

触れ合う環境を提供します。
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Ⅱ－４　乗り越え、そして踏み出す。あだちから

 妊娠期から出産・子育て期まで切れ目のない支援を！

◆妊婦健康診査 【378,992千円】

約5,000人／55,000件

受診票を交付し、定期的な受診を促し、

妊娠中の健康をサポートします。

◆里帰り出産等による妊婦健康診査

及び多胎妊娠健康診査費用助成

【48,251千円】
里帰り出産・助産施設利用等 (延べ)    8,400件
多胎妊娠 <15回目以降受診分> 20件

◆特定不妊治療費助成

【23,500千円】 535人

特定不妊及び男性不妊治療費について、東京都

の助成事業の承認を受けた方に対し、50,000円ま

たは25,000円を上限に上乗せ助成を実施します。

◆母子健康手帳の交付

【5,686千円】 約5,150人

妊娠届出時の面接やアンケートから、

支援を要する妊婦を把握します。

（→足立区スマイルママ面接へ）

◆ファミリー学級

【5,569千円】

妊娠中・出産後の生活を学び、新しい家族を

迎える準備を手伝います。

平日・土曜日開催回数 95回 1,788組

日曜日開催回数 8→9回 270組

A S M

◆こんにちは赤ちゃん訪問 【23,143千円】
保健師等が家庭訪問し、子どもの発育・発達状況の

確認、母親の健康相談や生活環境への助言、タイ

プ別子育てスキルの情報提供等を実施します。
<訪問率> 令和元年度実績 99.6％ （3,968人）

令和３年度目標 100％ （希望者全員）

◆健やか親子相談 【292千円】
０歳児の親子を対象に、保健師等による個別相談等

を実施し、健やかに子育てができるよう支援します。

令和元年度実績 442回 （9,442人）

妊 娠 中 か ら 子 育 て 期 ま で

拡充

◆足立区スマイルママ面接

【53,816千円】 5,480人

保健師等による妊婦全数面接によ

り、妊婦の心身状態・家庭状況等を

把握し、適切なケアを行います。

◆ファーストバースデーサポート

【80,925千円】 4,760人
訪問や健診が手薄な１歳時アンケートにて

育児状況を把握し、適切なケアにつなげます。

新規

育児パッケージとして、こども商品券10,000円分を配付

育児パッケージとしてこども商品券を配付

第１子 10,000円分

第２子 20,000円分

第３子以降 30,000円分

新規
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重点プロジェクトの視点：ひと

Ⅱ－４　乗り越え、そして踏み出す。あだちから

あだちスマイルママ＆エンジェルプロジェクト（ＡＳＭＡＰ）の推進事業
（妊産婦支援事業／こんにちは赤ちゃん訪問事業／３～４か月児健診事業）

担当課係 保健予防課 保健予防係

13、22、63、68事業名： 関連頁：

問合せ先（直通） ３８８０－５８９２

３ オンライン育児栄養相談 （203千円） 360人

子どもの発育や発達、食事や歯のケアなどについて、

専門職による個別面談をオンラインで実施します。

４ 保健師支援用

タブレット利用料 （1,159千円） 17台

専用アプリで妊産婦へ効果的な保健指導を提供します。

５ 産後育児ストレス相談

臨床心理士の個別相談で、保護者が抱える育児ストレス

を緩和します。 ※人件費のみ 30回→44回

乳幼児期に健康診査を実施することにより、

疾病や異常の早期発見、予防による健康の

増進、保護者への育児不安の軽減や育児

知識の普及を図ります。

◆新生児聴覚検査

【13,418千円】 4,200人

◆里帰り出産等による

新生児聴覚検査費用助成

【3,300千円】 1,100人

◆３～４か月児健康診査

【2,250千円】 5,400人

◆６・９か月児健康診査

【65,092千円】 9,480人

◆１歳６か月児健康診査

【38,554千円】 4,800人

◆３歳児健康診査

【9,069千円】 5,400人

◆乳幼児経過観察

【2,216千円】 身体・心理 83回

（受診人数及び実施回数見込み）

A P
＆

切 れ 目 な く 応 援 し ま す !

◆産前産後支援 【16,574千円】
１ 多胎児家庭移動支援 （3,387千円） 144世帯

多胎児が０歳・１歳・２歳時に保健師等による面

接を実施し、育児状況を把握するとともに、母子

保健事業利用時の移動を支援します。

２ デイサービス型産後ケア （11,057千円）

138組→350組

対象を生後４か月未満から１歳未満に

拡大し、心身の不調や育児不安等を

抱える母親に休息の場を提供します。

こども商品券24,000円分を配付

◆子ども預かり・送迎支援事業

健診・予防接種などでの外出時の補助

を開始

◆産前・産後家事支援事業

産後支援期間を「出産後３か月間」 に

延長

補助金は

令和６年度

まで

（所管課：こども家庭支援課）

新規

拡充

新規

新規

拡充

拡充
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Ⅱ－４　乗り越え、そして踏み出す。あだちから

～足立区地域包括ケアシステムの構築～ 

 高齢者の将来を支える

自立期 要支援・軽度期

●（仮称）あだち住まいサポート事業の実施！
高齢者の住まい確保のために、新たな相談の仕組みや保証サービスをスタート

区内不動産事業者や民間保証会社などと連携することで、相談機能を強化するととも

に新たな保証サービスを提供し、高齢者の住まいの確保に向けた個別寄り添いサポー

トを実施します。低額所得者や障がい者など、高齢者以外の方へのサポートについて

も居住支援協議会で順次検討していきます。 【賃貸契約成約目標50件】

新規

●介護人材の育成を強化！
介護人材雇用創出事業の派遣予定人数を

２０人から３０人へ増加

区内の介護施設で働きながら(給与を支給）

実習を行い、３か月後直接雇用として就労

できるよう支援し、介護・福祉のしごとに

携わる人を増やします。

拡充

●元気応援ポイント事業活動交付金の

上限額をアップ！！
年間５千円までを１万円までに拡大

介護サービスを利用していない６５歳以上の

区民の方が、区内介護施設などでボランティ

ア活動に参加していただくと、ポイントに応

じた活動交付金を交付します。

拡充

★敬老祝いの対象者に喜寿（７７歳）を新たに追加！
白寿（９９歳）・米寿（８８歳）に加え、喜寿（７７歳）もお祝い

白寿・米寿・喜寿を迎える方へ、敬老の日に長寿を祝い、記念品（区内共通商品券）等を贈呈します。

拡充

★高齢者(65歳以上)のインフルエンザ予防接種費用を無料化！
重症化予防を目的に無料としていた７５歳以上に加え、新たに６５歳以上を無料化

高齢者のインフルエンザ重症化の予防と、患者増加による医療機関への負担を減らします。

新規

16,640千円 50,443千円

5,000千円

83,162千円

131,693千円

予防生活 制度安定

支援充実

支援充実

支援充実
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重点プロジェクトの視点：くらし

担当課係

①高齢福祉課 高齢調整係
②地域包括ケア推進課 計画推進担当
③介護保険課 介護保険係
④保健予防課 保健予防係

問合せ先（直通）

①３８８０－５８８６
②３８８０－５４９３
③３８８０－５８８７
④３８８０－５８９２

Ⅱ－４　乗り越え、そして踏み出す。あだちから

事業名： 地域包括ケアシステム推進事業　ほか 関連頁： 16、22、49、63、67

●足立区では、高齢者が自立状態であっても、要介護状態であっても、

住み慣れた地域で安心して暮らせるよう「地域包括ケアシステム」

の構築を進めています。

●令和３年度も、高齢者の心身の状態と新しい生活様式に応じた、

『介護予防・生活支援の実施』 ⇒

『安定した介護保険制度の運営』 ⇒

『医療介護連携促進と支援の充実』⇒

を進めていきます。

●特に優先度の高い下記の項目について、事業の新規立ち上げや拡充

などを実施することで、重点的に取り組んでいきます。

中重度・終末期

●特別養護老人ホームの

入居待機者を解消！
特養整備方針(令和２～11年度)に基づき

施設整備を強化

令和１１年度までに、１，２７０床の施設

を整備し、特に優先度の高い入所待機者の

解消を目指します。

強化

取
組
み
状
況
を
管
理

令和３～５年度

高齢者保健福祉計画

第８期介護保険事業計画

●令和２年度策定

●ビジョンの18の柱ごと

に成果指標と取り組む

べき事業を設定

□「もの忘れ」「認知症」という言葉に不安を覚える

□なるべく長く、健康で暮らし続けたい

□地域で何か活動をしてみたい

□介護保険の制度を知りたい

□近所に相談する相手がいない

□上のチェックに当てはまる高齢の家族がいる

↓ ひとつでも当てはまったら ↓
お近くの地域包括支援センターへ

相談していいか迷ったら・・・

≪65歳以上の方の相談チェック≫

●紙おむつの支給要件対象者を拡大！

支給要件を要介護認定３以上から

要介護認定２以上に拡大

【支給者数見込〔延べ件数〕28,807件】

寝たきり等の高齢者・重度心身障がい者(児)の

方に紙おむつを支給または費用を助成し、保健

衛生の向上と介護負担の軽減を図ります。

拡充

令和２年度

２，８１３床

令和１１年度

４，０８３床

★印は、心身の状態ではなく

年齢が対象要件

※予防接種は、60歳～65歳未満で

身体障害者手帳1級相当の方も対象

155,531千円

予防生活

制度安定

支援充実

支援充実

制度安定
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Ⅱ－４　乗り越え、そして踏み出す。あだちから

～区内経済の活性化と新たな挑戦～ 

 経済から足立を元気に

◆あだち３０(サンマル)買い物券事業【新規】
＜374,000千円＞

★従来よりプレミアム率ＵＰ 10％→３０％

★15万セット販売 総額９億7500万円

★取り扱い予定店舗数 2,000店舗

★紙の商品券に加えてデジタル商品券を導入 ◆輝くお店セレクション事業

＜1,000千円＞

・区内の店舗を様々なテーマで

発掘し、その魅力を区内外に

発信します。

＜柱Ⅰ＞ ～コロナによるダメージを回復する～

区内経済の底上げと

社会的課題への対策に取り組みます

２本柱で

足立を元気に！社会的課題への対策・支援

景気対策で区内経済を底上げ

▲

Ｒ
２
募
集
ポ
ス
タ
ー

スマホで読み取ってお支払い♪ SAMPLE

◆観光交流協会助成事務【拡充】 ＜348,367千円＞

・感染対策を行いつつ、区民や来訪者に楽しんでもらえる

Withコロナイベントを実施します。

★各イベントの

新型コロナウイルス感染予防対策費を拡充

（取組み課題）

●人生100年時代を見据えたシニア人材の活用

●「新しい生活様式」に沿った働き方の導入

◆区内中小企業人材確保支援事業【拡充】
＜19,566千円＞

・経験や能力を生かして社会に貢献するシニア人材

と、その人材を求める企業をマッチングします。

★R2より対象人数と職種を増やし規模拡大
《対象人数：24→80人予定、職種：3→8種予定》

・区内企業の経営者、育成担当者、若手社員向けに

集合研修を実施します。《16回実施予定》

★テレワークなど新たな働き方
の導入等に関する研修を実施

（取組み課題）

●廃業や事業承継問題等による区内産業縮小を防ぐ

◆空き店舗マッチング支援事業【新規】
＜1,110千円＞

・空き店舗活用してほしい家主と活用したい創業者

のマッチング支援をします。《2件予定》

★区内信金・不動産協会・宅建協会

との協創による事業
★事務所改修費など

最大５０万円を補助

◆創業者経営力アップ支援事業 ＜6,050千円＞

・区内信金との協創事業で、創業３年未満の事業者

に賃料補助や経営指導等の支援を実施します。

《12件予定（R3新規5件＋R2までの継続7件）》
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重点プロジェクトの視点：まち

Ⅱ－４　乗り越え、そして踏み出す。あだちから

地域経済活性化計画の推進事業／起業家育成事業／イノベーション推進事業／就労・雇用支
援事業／商店街活動支援事業／ものづくり支援事業／足立ブランド認定推進事業ほか

担当課係 産業政策課 管理係

18、22、24、25、63、
67

事業名： 関連頁：

問合せ先（直通） ３８８０－５１８２

◆足立ブランド認定推進事業【拡充】
＜32,191千円＞

・区内で製造される優れた製品や技術を

提供する企業を「足立ブランド」と
して認定し、付加価値を高めて販路

拡大の強みにします。

★オンライン見本市・商談会出展等

のデジタル活用支援を強化

◆ＩＴ・ＩｏＴ導入補助金 ＜8,000千円＞

・IT、IoTの導入にかかる経費を補助します。

《IT導入：14件予定、IoT導入：1件予定》

◆ＩＴ・ＩｏＴ相談事業 ＜1,056千円＞

・IT、IoTを活用して業務改善、新製品開発に

取り組む事業者を相談支援します。

◆海外販路拡大支援事業【新規】
＜15,000千円＞

・海外での販売ノウハウやネットワークを持つ経験

豊富な専門家の伴走支援により、足立区から世界

に通用する事業者の創出を目指します。

★参加予定事業者数：１０社

★海外の商談会・展示会出展

★現地パートナーによる支援

足立から世界に挑戦！

デジタル活用で販路拡大

＜柱Ⅱ＞ ～コロナのピンチをチャンスに変える～

デジタル化を促進して

新たな販路拡大に挑みます

▲ 足立ブランド

「沿線グラス」

（株）安心堂

◆オンライン見本市出展助成【新規】
＜30,000千円＞

・インターネット上で開催されるオンライン

見本市や商談会に出展するために係る経費

を補助します。《40件予定》

★出展料のほかにPR用動画作成費
なども補助

◆ＥＣモール出店支援事業【新規】
＜6,240千円＞

・ECモール（インターネット上で商品販売

するWebサイト）に出店するまでの支援

と経費の補助を行います。《8件予定》

★専門の相談員がやり方やノウハウを

アドバイスして出店まで導く

伴走型支援事業

◆国内販路拡大支援事業【拡充】
＜13,000千円＞

・全国で活躍するバイヤーと区内事業者を繋ぎ、

目的・課題の明確化、意識向上、商品力強化を

図り、販路拡大に繋げていきます。

★参加予定事業者数：２０社

★バイヤーと事業者のマッチング会開催
★商品企画、パッケージ、販促などの

伴走支援を実施

★展示販売イベントを開催

オンライン市場への参入や IT・IoTを

効果的に活用して、販路拡大に繋げ

られるよう企業を支援をします。

コロナ禍で大幅に拡大したオンライン

市場をフル活用し、国内や海外に進出

できる企業を増やす支援を実施します。

グラスに足立区内の
東武線駅名を印刷

■コロナ禍でオンライン開催の見本市は大幅に増加■

R1

R2

※日本貿易振興機構（ジェトロ）データベースより

3件
186件
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５　令和３年度　主要事業

視点 主　要　事　業 部　名
予算額
 【千円】

頁

学力向上対策推進事業 教育指導部 218,333 45

地域型保育事業ほか７事業（保育所等の待機児童対策） 子ども家庭部 27,158,126 46

学童保育室運営事業ほか３事業（学童保育室の待機児童対策） 地域のちから推進部 1,580,546 47

健康あだち２１推進事業（糖尿病対策） 衛生部 30,926 48

介護予防事業（パークで筋トレ・ウォーキング教室、はつらつ教室、は
じめてのフレイル予防教室など）

福祉部 99,861 49

孤立ゼロプロジェクト推進事業 地域のちから推進部 129,081 50

生活困窮者自立支援事業 福祉部 314,017 51

感染症予防・患者医療費公費負担事業 衛生部 707,289 52

環境保全普及啓発事業ほか１事業（ＳＤＧｓ普及啓発） 環境部 18,174 53

建築物耐震化促進事業ほか１事業（建築物減災対策事業） 都市建設部 486,553 54

密集市街地整備事業ほか２事業（防災まちづくり事業の推進） 都市建設部 1,626,855 55

道路の新設事業ほか１事業（道路の新設・改良） 都市建設部 2,331,528 56

鉄道立体化の促進事業 都市建設部 6,926,610 57

町会・自治会活動支援事務ほか１事業（町会・自治会の活動支援） 地域のちから推進部 140,992 58

シティプロモーション事業 政策経営部 22,560 59

納税事務・収納対策事務ほか８事業（４公金収納金の収納率向上対
策(税・保険料)）

区民部 57,450 60

Ⅱ－５　令和３年度　主要事業

ひ
と

く
ら
し

ま
ち

行
財
政
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その他の支出 0 千円

担当課係 学力定着推進課 学力定着推進係 問合せ先（直通） ３８８０－６７１７

財
源
内
訳

国の支出 0 千円

都の支出 1,500 千円

区の支出 216,833 千円

Ⅱ－５　令和３年度　主要事業

視点： ひと 《　　　》は、２年度の当初予算額

事業名： 学力向上対策推進事業 予算額
218,333

　《224,714》
千円

【事業の目的・概要】
◆学力調査などを活用し、学習内容の定着状況を確認・分析し、
授業改善や個別指導に役立てます。

◆基礎的な学習内容の確実な定着と学習意欲の向上を図ります。
◆つまずきの防止と早期解消に向け、専門の指導員の配置や民間教育事業者の活用のほか、
ＡＩドリル教材を用いた補習をモデル校で試行します。

●中１夏季勉強合宿 3,970千円 《7,410千円》
夏休み中に、マンツーマン指導により
算数・数学のつまずきを解消します。【60人】

●そだち指導員 638千円 《765千円》
小学３・４年生を対象に、別教室で

個別指導を行い、個々のつまずきを

早期に解消します。
【指導員85人】

●足立はばたき塾 31,748千円 《31,748千円》
成績上位で塾などの学習機会が少ない
中学３年生を対象に、受験対策講座を
実施します。【100人、100分×2コマ×55回】

●英語チャレンジ講座 11,854千円
《11,337千円》

中学１年生を対象とした放課後補習により、
つまずきと苦手意識の早期解消を図ります。
【全校実施、各校15人、50分×2コマ×8日】

●英語マスター講座 24,198千円
《24,169千円》

オンライン英会話を活用し、英語４技能を
伸ばします。修了後、国内プチ留学体験で
英語による実践的なコミュニケーションに
挑戦します。【90人、60分×2コマ×30回】

●大学連携事業 2,781千円 《2,781千円》
明海大学との連携により、英語力の向上に
取り組みます。
・小・中学生「留学生交流事業」【6校】

・教員研修【2回程度、各回10～20人程度】

・区民講座【2講座、各講座2回各40人】

●秋田県大仙市との
教員派遣交流事業 1,082千円 《1,298千円》
効果的な指導法の体験・習得をするため、
教員を派遣し、教育の質向上を図ります。
【12人】

●小・中補習講座 51,848千円 《53,861千円》
夏休みや放課後などに補習を行い、
基礎的な学習内容の定着を図ります。
【全校実施、各校40人、小：45分×2コマ×5日、

中：各学年50分×2コマ×5日】

●学習教材「次へのステップ」印刷製本経費 1,150千円
●その他学力向上対策・庶務事務経費等 13,981千円

●教科指導専門員 1,861千円 《2,144千円》
教科指導に秀でた専門員が小・中学校を
巡回し、教員に指導・助言を行います。
【専門員94人】

調査・分析
７３，２２２千円 《７２，７１１千円》

●足立区学力定着に関する総合調査 49,107千円 《48,861千円》

●英語４技能調査 24,115千円 《23,850千円》

授業力向上
２，９４３千円 《３，４４２千円》

英語力向上
３８，８３３千円 《３８，２８７千円》

個に応じた指導・学習機会の提供
８８，２０４千円 《９３，７８４千円》

「英語大好き小・中学生」

を育成します

個に応じたきめ細かい学習指導と学習

機会の提供で「できた」「わかった」の

経験を増やします

活用

活用

活用

「わかる授業」「魅力ある

授業」を届けます
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※　令和３年度に組織変更を予定する所属は、新所属名を「担当課係」欄に（　）書きで表記しています。

Ⅱ－５　令和３年度　主要事業

《　　　》は、２年度の当初予算額視点： ひと

千円

予算額
27,158,126

　《28,406,084》
千円

事業名：

地域型保育事業／認証保育所運営経費助成事業／認証保育所等利
用者助成事業／家庭的保育事業／保育士確保・定着対策事業／私
立保育園の運営費助成事業／公立保育園の管理運営委託事業／区
立認可外保育室の管理運営委託事業

担当課係

①待機児ゼロ対策担当課（私立保育園課 待機児ゼロ対策担当）

②子ども施設整備課（私立保育園課）施設調整係
③子ども施設整備課（私立保育園課）私立保育園係
④子ども施設運営課 区立保育施設係
⑤子ども施設入園課 地域保育係
⑥子ども施設入園課 認証・認可外保育係

問合せ先（直通）

　　   　①３８８０－５７５９
　　　   ②３８８０－５７１２
　　　   ③３８８０－５８８９
　　　   ④３８８０－５８８８
　　　   ⑤３８８０－５４２８
　　　   ⑥３８８０－８０１３

その他の支出 778,031 千円

財
源
内
訳

国の支出 6,963,045 千円

都の支出 4,995,558 千円

区の支出 14,421,492

■保育従事者永年勤続褒賞事業
２，２５２千円 《２，４８６千円》
成績優秀な永年勤続者（保育士5年10年 家庭的保
育者10年20年）の褒賞を行う。

■保育再就職セミナー、保育就職相談会等
６７８千円 《６２７千円》
潜在保育士向けの再就職セミナーやハローワーク足
立・東京都・保育士養成校と連携した就職相談会を
実施。

【事業の目的・概要】
◆待機児ゼロを実現・維持するため、地域ごとに必要な保育定員を確保します。
◆保育園に通う子どもの育ちを保障するため、指導・支援の充実や、保育士確保・定着
対策を継続し、教育・保育の実践力向上と安定した園運営を支援します。

教育・保育の質向上
待機児ゼロ維持と

反 映

保育士確保・定着策

保育人材を確保し、

園運営の向上を支援します！

■保育士等住居借上げ支援事業
６７５，５９８千円 《７４５，３３９千円》
880人分。保育事業者が保育士等の住居の借り上げ
に要した費用の一部を補助。

■保育士奨学金返済支援事業
３０，０００千円 《３５，０００千円》
300人分。区内の保育士が奨学金の返済に要した費
用の1/2（上限10万円）を補助。

Ｋeep＆Ｕp!

Ｕp！

■運動遊びの推進 など

運営費・利用者助成

向上を目指します！

■足立区教育・保育の質

ガイドラインの活用
■あだち幼保小接続期

カリキュラムの活用

■食育の推進

■歯の健康増進

■教育・保育の分野別研修の充実

「教育・保育の 」は

■区立保育園ＩＣＴ化試験導入

※施設数・利用定員・予算は令和3年4月当初

896人

そのため、一時的に空きが

集中した保育施設の経営

安定化を支援します。

令和6年までは保育需要

増を見込んでいます。

◆利用定員の柔軟な変更【新規】 ①④＋48,682千円

◆開設後2年目までの賃借料の一部補助 ①

保育定員数を確保 Ｋeep！

※番号は下表に対応

※コロナウイルスの影響は含まず。

R2.4 R6.4

◆人件費相当額の一部補助 ①④⑤

支
援
策

施設名
施設数
（園）

利用定員
（人）

予　　算
（千円）

17,997,091
《18,440,348》

2,771,117
《2,813,781》

232,236
《343,509》

1,625,141
《1,721,203》

1,179,054
《1,328,318》

2,644,959
《2,975,473》

26,449,598
《27,622,632》

②公設民営認可保育所

①私立認可保育所

⑥認証保育所 34 1,051

112 9,828

1,46414

④小規模保育 29 507

⑤保育ママ 129 458

320 13,397合　　　計

2 89③公設民営認可外保育所
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837,817

Ⅱ－５　令和３年度　主要事業

《　　　》は、２年度の当初予算額視点： ひと

千円

事業名：
学童保育室運営事業／学童保育室管理事務／住区施設運営委託事
務（学童保育事業）／学童保育室大規模改修･開設事務 予算額

1,580,546
　《1,568,004》

千円

保護者負担金等 282,625 千円

担当課係 住区推進課 学童保育係 問合せ先（直通） ３８８０－５８６３

財
源
内
訳

国の支出 224,975 千円

都の支出 235,129 千円

区の支出

事業のテーマ・キャッチコピー等
※字体・ポイント数・デザインは自由（ただし、影つき文字、
斜め文字、ポップ体は避けること）

～ 地域需要をふまえた待機児童対策を進めます ～

【事業の目的・概要】

◆子育てと仕事の両立および児童の健全育成のために、放課後等に

支援が必要な家庭の小学生を対象に学童保育事業を行います。

◆学童保育室の需要が多く見込まれる地域を対象に民設学童保育室

を誘致するなどにより必要な定員数の確保を図ります。

学童保育で

子育てと仕事の
両立を応援します！

学童保育室の受入可能数の増 46,275千円 《49,224千円》

１２６人の受入増
民設学童保育室を３か所開設
（117室5,150人⇒120室5,276人）

※受入増１人あたり約380千円の支出

●特に必要性が高い１年生と２年生の
待機解消に優先的に取り組みます。

●小学生の安全安心な居場所づくりを推進

します。

①児童館特例利用の促進

②放課後子ども教室との連携推進

特別延長保育の拡充 27,308千円 《25,108千円》

●区立学童保育室１室で新たに特別延長保育を実施します。

※新規実施 あおぞら学童保育室（１室４５人分）
１室４５人分の増
（28室1,269人⇒29室1,314人）

※定員増１人あたり約29千円の支出

その他学童保育室の運営経費（全120室） 1,506,963千円 《1,493,672千円》

●学童保育室運営経費 1,243,272千円（直営７室/指定管理１９室/住区センター７６室）

●民設学童保育室運営補助金 263,691千円（１８室分）

●新たに開設する民設学童保育室でも特別延長保育を実施します（３室１２２人分）。

区立学童保育室における特別延長保育実施数の推移
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◆ﾍﾞｼﾞﾀﾍﾞﾗｲﾌ協力店の掲示物点検・更新委託
   既存登録店舗のｽﾃｯｶｰやのぼり旗の点検
   更新等を行い、ｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟを図る　【627千円】

◆ﾍﾞｼﾞﾀﾍﾞﾗｲﾌの普及啓発 【2,870千円】
   英語表記を加えた協力店ｽﾃｯｶｰやのぼり旗、
   卓上ポップ等を活用した協力店との協働
   実施店舗 900店舗
◆食習慣調査の実施 【1,724千円】
   対象件数　1,000件

◆糖尿病月間や乳幼児健診等で ◆糖尿病・成人眼科健診の実施　【22,421千円】
　 ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝA1c・簡易血糖測定の実施    生活習慣や加齢に伴う眼科疾患を早期に
　　【2,092千円】　・対象人数：900人(目標)    発見し、病気の進行を予防　
◆糖尿病予防講座赤ちゃんが教えてくれた ◆三師会連携事業　【431千円】
　 糖尿病予備群等の実施 　 重症化予防ﾌｫﾛｰ事業、連携ﾏﾆｭｱﾙの作成
　　【371千円】　 ◆糖尿病対策戦略会議、重症化予防研修会
　　対象人数：250人(目標)    の実施　【126千円】
◆幼稚園、保育園、小中学校や
   健診等でのﾍﾞｼﾞﾀﾍﾞﾗｲﾌの啓発
　　【264千円】
　　区有施設での出張栄養教室や
　　40歳前健診等で使用する
　　ﾍﾞｼﾞﾀﾍﾞ啓発ﾃｷｽﾄの作成
　　実施回数：700回（目標）

担当課係
①こころとからだの健康づくり課 健康づくり係
②データヘルス推進課 健診事業係 問合せ先（直通）

①３８８０－５４３３
②３８８０－５１２１

財
源
内
訳

国の支出 1,704 千円

都の支出 2,600 千円

区の支出 26,622

2,727千円《3,208千円》

Ⅱ－５　令和３年度　主要事業

《　　　》は、２年度の当初予算額視点： くらし

千円

事業名： 健康あだち２１推進事業（糖尿病対策） 予算額
30,926

　《27,865》
千円

 住んでいるだけで、
　自ずと健康になれるまち

その他の支出 0 千円

22,978千円《18,488千円》

5,221千円《6,169千円》

② 子ども・家庭の好ましい生活習慣の定着 ③ 重症化予防

  ① 野菜を食べやすい環境づくり

【事業の目的・概要】

《 足立区糖尿病対策ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ 》に基づき、

３つの施策を展開し、区民の健康寿命の延伸を

目指します。

地 域

学 校

企 業

( 健康経営 )

190店舗

の点検・更新

計420店(R4.3末)

11月糖尿病月間ﾎﾟｽﾀｰ
食堂 ソラノシタ

お野菜たっぷり弁当

11月の糖尿病月間

「テイクアウトdeベジタベ」

をテーマに協力店との協働で

ベジタベライフを啓発！

ベジタベライフの推進で、

健康寿命の延伸を目指します

① 野菜を食べやすい環境づくり

② 子ども・家庭の好ましい生活習慣の定着

③ 重症化予防

これまでの「地域」や「学校」に加え、「健康
経営」を通じて「企業」にもベジタベライフを
広げ、健康寿命の延伸を目指します！
支援企業数 10社
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 <目標>

 <見込>

 <目標>

 <見込>

 <目標>

 <見込>

 <目標>

 <見込>

 <目標>

 <見込>

 <目標>

 <見込>

担当課係

① パークで筋トレ・ウォーキング教室
　 スポーツ振興課 振興係
② はつらつ教室、はじめてのフレイル予防教室など
　 地域包括ケア推進課 介護予防・生活支援担当

問合せ先（直通）
① ３８８０－５８２６
② ３８８０－５６４２

はつらつ
教室

3 400 1,500

2

事業名 年度 回数 実人数

313 1,000

事業名 年度 回数 延人数
みんなで
元気アップ
教室

3 500 7,500

2 872 7,200

ウォーキング
教室

3 22コース 46回 920人

2 10コース 14回 318人

パークで
筋トレ

3 34会場 752回 19,400人

2 32会場 534回 12,582人

事業名 年度 会場･コース数 回数 延人数

事業名 年度 回数 延人数
はじめての
フレイル
予防教室

3 600 7,200

2 804 7,200

体力
測定会

3 60 1,200

2 45 900

その他の支出 49,929 千円

事業名 年度 回数 実人数

財
源
内
訳

国の支出 24,966 千円

都の支出 12,483 千円

区の支出 12,483 千円

Ⅱ－５　令和３年度　主要事業

視点： くらし 《　　　》は、２年度の当初予算額

事業名：
介護予防事業（パークで筋トレ・ウォーキング教室、
はつらつ教室、はじめてのフレイル予防教室など）

予算額
99,861

　《97,021》
千円

◆体力測定会 （20人×60回） 【16,128千円】《16,128千円》

片足での立ち上がりや握力などを測る体力測定会を実施し
ます。自分の体力状態を知り、専門職のアドバイスで取り
組みの成果を定期的にチェックできます。

【対象】65歳以上の方

ステップ１ 自分の状態を知りましょう 【46,210千円】 ≪46,210千円≫

【事業の目的・概要】

◆楽しみながら行える地域活動を通じて健康が維持できるよう、継続可能な
介護予防活動を推進します。

◆「運動、口腔・栄養、社会参加」を重点に、自宅でも取り組める教室を展開
します。

◆高齢者は、外出自粛など活動低下により、心身や認知機能が低下しやすい
ため、感染対策を行いながら、介護予防の場を提供し健康活動を支援します。

※フレイル・・・高齢者の「虚弱状態」です。普段からの取組みと心がけで予防・改善がはかれます。

◆パークで筋トレ 【10,341千円】《9,751千円》

区内の公園等で気軽に楽しめる健康体力づく
りを目的として、講師のもと運動・ストレッチ等を
行います。
【対象】概ね65歳以上の方

◆みんなで元気アップ教室 【27,137千円】《27,137千円》

外出自粛で低下した筋力や体力を取り戻すことに重点を
置き、自宅でも取り組める運動プログラムを中心に教室
を実施します（自主グループ化を目指すプログラムを
一部変更して実施します）。
【対象】65歳以上の方

コロナに負けないフレイル予防

ステップ２ 気軽に参加、屋外でからだを動かしましょう 【13,189千円】 ≪12,484千円≫

※実施回数・内容等は新型コロナウイルス

感染状況により変更する場合があります

ひとりでも 自宅でも 屋外でも

介護予防パンフレット
ホウカツで配布中

※Ｒ２年度は、定員を減らし、回数を増やしての実施

※Ｒ２年度は、定員を減らし、回数を増やしての実施

◆はじめてのフレイル予防教室 【30,082千円】《30,082千円》

週1回計12回を1クールとし、運動機能向上、口腔・栄養、
認知症予防を総合的に取り入れたプログラムを実施します。
【対象】生活機能の低下が見られる方

運動
栄養
口腔

社会
参加

◆ウォーキング教室 【2,848千円】《2,733千円》

身近な公共施設・遊歩道等のコースを指導員と
ともに歩きます。 【対象】概ね65歳以上の方

ステップ３ 運動・口腔機能の向上、栄養改善を継続して取り組みましょう 【40,462千円】 ≪38,327千円≫

◆はつらつ教室 【13,325千円】《11,190千円》

元気な高齢者を増やすことを目指して、フレイル予防を
目的に地域学習センター等で実施します。
【対象】65歳以上の要介護認定を受けていない方

運動
栄養
口腔

社会
参加

運動
栄養
口腔

社会
参加

運動
栄養
口腔

社会
参加

運動
栄養
口腔

社会
参加

運動
栄養
口腔

社会
参加
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その他の支出 0 千円

担当課係 絆づくり担当課 絆づくり事業調整担当 問合せ先（直通） ３８８０－５１８４

財
源
内
訳

国の支出 0 千円

都の支出 62,257 千円

区の支出 66,824

Ⅱ－５　令和３年度　主要事業

《　　　》は、２年度の当初予算額視点： くらし

千円

事業名： 孤立ゼロプロジェクト推進事業 予算額
129,081

　《130,135》
千円

【事業の目的・概要】
◆地域の人との交流を通じて、いくつになっても生きがいを持って様々な地域活動に
参加できる「暮らしやすいまち」「住み続けたいまち」の実現を目指します。

◆令和３年度は、コロナ禍における町会・自治会の見守り活動を支援するため、新たな
見守り活動のきっかけづくりとして、支援グッズにマスクを追加します。

～孤立ゼロプロジェクト～

気づく、つなぐ、寄り添う
「お互いさま」のまちづくり

感染症対策を実施しつつ実態調査を進めます

(２回目以上終了率83％) 7,566千円《9,835千円》
町会・自治会による

高齢者実態調査

町会・自治会などの戸別訪問によ

る実態調査を行い、地域で孤立の

おそれのある高齢者を早期に発見

できる地域づくりを進めます。

３年度は感染症対策を行いつつ、

２回目調査を重点的に実施します。

☆高齢者実態調査委託経費（310円×4,100世帯）

【1,271千円】《2,201千円》

☆ＰＲ経費（バス車内放送、ポスター、チラシなど）

【3,392千円】《3,875千円》

☆調査用具（バッグ、調査用マスク等）購入経費など

【2,903千円】《3,759千円》

町会･自治会による

自主活動

わがまちの「孤立ゼロ」の取組みを支援します

4,015千円《2,800千円》

☆わがまちの孤立ｾﾞﾛﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(地域見守り活動)実施経費

・【新規】啓発用マスク 1,760千円 《0千円》

・その他物品（ｳｴｯﾄﾃｨｯｼｭなど） 2,255千円 《2,800千円》

【4,015千円】《2,800千円》

見守り訪問や声かけ活動、サロン等の居場所づくり

などの活動を自主的に行う町会・自治会に対し、見守

り応援グッズを配布します。

３年度は感染症対策も切り口とした見守り活動のため、

支援グッズにマスクを新たに追加します。

実施団体： 95団体
R2.12月末現在

実施目標：105団体

実態調査で孤立のおそれのあると判断

された方に対し、ホウカツが支援の必要

性を判断し、町会・自治会などの見守り

や居場所などの 地域社会へつなげます。

また、絆のあんしん協力員・協力機関

等と連携し、地域のネットワークづくり

を進めます。

ホウカツによる

地域づくり

孤立のおそれのある方を地域社会につなげ、地域の中で

見守りネットワークを築きます 117,500千円《117,500千円》

☆地域包括支援センター事業委託経費

4,700千円×25箇所＝117,500千円

【117,500千円】《117,500千円》

ホウカツとは？

地域包括

支援センター

の略称

啓発用マスク

【新規追加】
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千円

Ⅱ－５　令和３年度　主要事業

視点： くらし 《　　　》は、２年度の当初予算額

事業名： 生活困窮者自立支援事業 予算額
314,017

　《312,586》
千円

その他の支出 0 千円

担当課係
①くらしとしごとの相談センター 生活相談係
②くらしとしごとの相談センター 就労支援担当
③くらしとしごとの相談センター 子どもの学習支援係

問合せ先（直通）
①３８８０－６２１９
②６８０６－４４３１
③３８８０－５７０６

財
源
内
訳

国の支出 103,507 千円

都の支出 39,624 千円

区の支出 170,886

ひとりで抱えこまないで まずは相談

生活困窮者の "これから" を

相談、サポート、そして自立へ

【事業の目的・概要】
◆就労や生活に関する生活困窮者からの相談（自立相談支援）を受け、必要な知識や情報
の提供及び助言を行うとともに、本人の状態に応じ就労準備支援、子どもの学習支援等
を実施します。

【相談支援】一人ひとりの困難状況を把握～気づき･つなぎ･支える～

（自立相談支援事業） 49,658千円《48,753千円》

★仕事・家計・家族など様々な課題に対する相談支援の実施
①出張総合相談会⇒東京芸術センターで年5回 実施【3,344千円】

ハローワーク、保健師、弁護士、ひきこもり対応等の各専門家を一堂に集め

仕事、家計、こころ、からだ、家族のことなど、様々な悩みに総合的に対応

②出前相談会⇒区内4地域で実施

③継続して寄り添う必要がある方に対し、寄り添い支援の実施【41,498千円】

④ライフライン事業者等連絡会開催経費その他需用費等【4,816千円】

【就労支援】就労に向けたスタートを応援

(就労準備支援事業) 52,274千円《58,385千円》
対象者：意欲はあるがすぐに就労することが困難な方

★若者から高齢者の『働く』を支援【50,106千円】
①個別相談
・健康アドバイス、キャリアカウンセリング
・精神保健福祉士によるサポート 等

②グループプログラム
・各種セミナー、パソコン講座、居場所サロン
・農業体験、ジョブトレーニング 等

③お仕事紹介、応募支援
・お仕事体験、職場見学
・求人紹介、面接同行 等

④定着支援
・電話での状況確認、悩み相談
・企業に訪問しての相談 等

★通所交通費及び就労体験経費 【2,168千円】

【ひきこもり支援】 トータルなひきこもり支援

（セーフティネット事業) 36,303千円《36,934千円》
対象者：ひきこもり状態にある方、またはその家族等

★相談から居場所まで段階的に支援 【36,000千円】

【子どもの学習支援】学習スペースや居場所を提供

(子どもの学習支援事業) 175,782千円《168,514千円》
対象者：家庭での学習が困難な主に中学生

★中学生等の学習場所､居場所の提供【161,461千円】
①拠点4か所、ブランチ3か所で実施(定員360人)

②個別指導で学習意欲を向上 ③体験活動や食事を提供

④地域のボランティアや子ども食堂などと連携

⑤卒業生の高校生活と自立を後押し

・高校生に学習場所を提供、

将来の進路選択を応援

・東京都ユースソーシャルワーカーと連携し、

高校中退予防と卒業後の自立を支援

⑥相談員が家庭訪問、家庭全体を支援(対象者数見込20人)

★委託事業者選定関連経費
・プロポーザル方式による選定委員会関連経費【191千円】

・事業者変更に伴う引継ぎ・準備経費【13,794千円】

★通所交通費【336千円】

自立への一歩を

踏み出そう！

＜相談支援＞
・電話、メール、来所による相談
・アウトリーチ（訪問）による支援

＜居場所支援＞

・体験の場、フリースペースの場
・ボランティア活動
・家族以外の人との交流の場★通所交通費 【303千円】

・居場所支援対象者に通所交通費を支給

(3年度対象者数見込250人)

(3年度新規登録見込18人)
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その他の支出 0 千円

担当課係 感染症対策課 事業調整係 問合せ先（直通） ３８８０－５３７２

財
源
内
訳

国の支出 219,929 千円

都の支出 1 千円

区の支出 487,359 千円

Ⅱ－５　令和３年度　主要事業

視点： くらし 《　　　》は、２年度の当初予算額

事業名： 感染症予防・患者医療費公費負担事業 予算額
707,289

　《76,259》
千円

（1）入院患者移送委託 128,480千円
新型コロナウイルス陽性患者の入院

医療機関への移送(1件88,000円想

定)を委託(1,460件) ※国が1/2負担

（2）入院患者医療費の公費負担

164,250千円
新型コロナウイルス陽性患者の入院

医療費を公費負担(1,825件)

※国が3/4負担

安全・安心なまちへ

その他の感染症対策経費

【63,644千円】《76,259千円》

・結核医療費の公費負担

・感染症診査協議会の運営 等

【事業の目的・概要】

令和２年度に引き続き下記の対策を推進していきます。

◆新型コロナウイルスの感染に不安のある方がいつでも相談できる体制を確保します。

◆検査が必要な時に迅速にＰＣＲ検査を受けることができる体制を維持します。また、検査後に

体調が悪化し、入院が必要となった疑い患者のための病床を確保します。

◆新型コロナウイルスの陽性患者が入院する場合には、入院医療機関への移送や医療費の公費負

担を行います。

１ いつでも相談できる体制を確保します【80,157千円】

3 陽性患者を支援します
【292,730千円】

（1）PCR検査センター運営委託 10,724千円
週1日の検査センター運営を医師会に委託

（9月末まで）

（2）唾液を用いたPCR検査事業委託 16,179千円

休日応急診療所において医師が検査を要すると認

めた者について、各自採取した唾液検体を回収す

る事業を医師会に委託（日曜・祝日・年末年始）

（3）PCR検査外来の医療従事者支援 65,730千円

祝日含む月～土曜に保健所の依頼で検査を行う協

力医療機関等の従事者に危険手当等(1ｾｯﾄ35,000

円)を支給（1ｾｯﾄ=1～5件検体採取、1日あたり2

医療機関に3ｾｯﾄずつで計6ｾｯﾄの検査依頼を想定）

（4）疑い患者用の病床確保支援 178,125千円
・PCR検査を受けた後に体調が悪化し、入院が必要

となった疑い患者用に病床を確保する協力医療機関

に病床整備・維持費用を支給（1日最大15床）

・上記病床に入院した疑い患者に対応する医療従事者

に危険手当等（1床15,000円）を支給

２ 必要な時に検査を受けられる
体制を確保します【270,758千円】

(足立の力、from足立)

感染症対策を３本柱で推進!

（1）発熱電話相談センター人材派遣 72,705千円
電話相談対応を行う看護職の派遣職員10名を雇用（平日、1日7時間45分）

（2）医師会への電話相談業務委託 7,452千円

医師会の会員医療機関からの電話相談を一括して受けたうえで保健所に報告する医師等を配置

（平日、1日6時間）

◆ 自宅療養者に対する自宅療養セットの

支給については、東京都が実施する宅

配サービスに切り替えて継続
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担当課係
①環境政策課 環境事業係
②環境政策課 環境学習係

問合せ先（直通）
①３８８０－５８６０
②３８８０－６２６３

財
源
内
訳

国の支出 0 千円

都の支出 0 千円

区の支出 18,174 千円

Ⅱ－５　令和３年度　主要事業

視点： くらし 《　　　》は、２年度の当初予算額

事業名：
環境保全普及啓発事業/環境学習推進事業
（ＳＤＧｓ普及啓発）

予算額
18,174

　《14,236》
千円

その他の支出 0 千円

持続可能なミライに向けて
～SDGs普及啓発～

ＳＤＧｓ啓発冊子作成 2,649千円《新規事業》

低学年向けに人気キャラクター

「うんこ先生」が 登場する

啓発ドリルを作成します。

【対象】

小学１年生～３年生に配布

16,000冊作成

【事業の目的・概要】
◆区民に環境問題と関連付けてＳＤＧｓを啓発し、持続可能な未来に向けて行動する
「ひと」を育成します。

◆これからを担う若年層をはじめ、すべての「ひと」が環境について学び、行動につ
なげるためのＳＤＧｓ普及啓発プログラムを展開します。

◆ＳＤＧｓを共通の目標として、企業等の多様な主体と連携します。

あだちＳＤＧｓ映画会 4,500千円《新規事業》

区施設等での環境問題を

テーマとした映画会を通

して、ＳＤＧｓの理解を

深めます。

環境学習教材 1,764千円《13,236千円》

出前講座

ＳＤＧｓについて

©Y.F/BKS

小・中学校環境学習出前講座
3,300千円《1,000千円》

回数を増やし、ＳＤＧｓをテーマにした内容

を取り上げます。

新環境学習教材の使用開始。ＳＤＧｓをはじ

めとした環境問題について幅広く学びます。

おもしろＳＤＧｓフェア・ワークショップ
5,961千円《新規事業》

区内事業者や友好自治体と連携したＳＤＧｓ

のイベントを開催します。

また、イベント内でＳＤＧｓをより深く体

感的に学べるワークショップを開催します。

【ワークショップ定員】

30人×2種×2回

ＳＤＧｓとは、国連が定めた2030年までに世界の人々が

協力して達成しなければならない１７の目標です。

【上映回数】

2日間8回程度

【定員】

各回200人程度
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Ⅱ－５　令和３年度　主要事業

《　　　》は、２年度の当初予算額視点：  まち

千円

事業名： 建築物耐震化促進事業／老朽家屋対策事業 予算額
486,553

　《488,291》
千円

その他の支出 0 千円

担当課係
①耐震化促進事業　：建築安全課 建築防災係
②老朽家屋対策事業：建築安全課 建築安全係

問合せ先（直通）
①３８８０－５３１７
②３８８０－６４９７

財
源
内
訳

国の支出 102,055 千円

都の支出 58,005 千円

区の支出 326,493

【事業の目的・概要】
◆大地震時の建築物等の倒壊から区民の生命･財産を守るため建築物等の耐震化を促進します。
◆木造住宅密集地域における無接道家屋の建替えを促進します。
◆防火及び防犯上の課題を解消するため老朽危険家屋の是正に努めます。

大規模地震から

区民の皆様を守るため

・耐震診断・改修工事の実績件数の増を目標に、耐震診断や耐震改修、解体等助成に取組みます。

・特に地域危険度の高い特定地域内の住宅・建築物解体・改修助成の拡充期間を令和４年度末まで

延伸し、耐震化を促進します。

①耐震診断・改修設計助成 378件(319件) 75,500千円

①普及啓発活動費用等 12,703千円

②耐震改修工事助成 47件( 28件) 193,000千円

③解体除却工事助成 246件(293件) 189,000千円

④家具転倒防止等工事助成 71件( 19件)  3,800千円

⑤ブロック塀等カット助成 50件( 55件)   3,350千円

（1）建物等に関する助成

（3）その他

①通路始端部等拡幅奨励金等 2件( 0件)  2,000千円

②緊急避難路整備助成 3件( 0件)  900千円

③無接道家屋建替測量調査助成 2件( 1件) 300千円

（2）通路に関する助成
324
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令和2年度(見込)令和元年度 令和3年度(見込)

診断･設計 改修 除却

家具 ブロック塀カット

耐震助成件数の推移

※ （ ）内は令和２年度見込件数

耐震事業説明会･相談会、建築物等耐震アドバイザー派遣

◆老朽家屋は、平成29年度(老朽家屋調査)1,225件→令和元年度1,105件に減少しました。

◆今後も特に危険度の高い建物を重点に、老朽家屋の適正な管理について指導・勧告を行います。

◆解体工事助成制度などを活用しながら、老朽危険家屋の是正を促していきます。

２ 老朽家屋対策事業 6,000千円 《6,000千円》

１ 建築物耐震化促進事業 480,553千円 《482,291千円》

（1）解体工事助成 5件 3,000千円 （2）老朽危険建築物緊急工事費等 3,000千円

（件）
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特別区債 54,000 千円

担当課係
①密集市街地整備事業：密集地域整備課 地域整備係
②不燃化特区・不燃化促進事業：密集地域整備課 不燃化特区推進係
③細街路整備事業：開発指導課 細街路係

問合せ先（直通）
　              ①３８８０－５１８１、５１８７
　              ②３８８０－６２６９
　              ③３８８０－５２８６

財
源
内
訳

国の支出 256,215 千円

都の支出 455,002 千円

区の支出 861,638

Ⅱ－５　令和３年度　主要事業

《　　　》は、２年度の当初予算額視点： まち

千円

事業名：
密集市街地整備事業／都市防災不燃化促進事業／
細街路整備事業（防災まちづくり事業の推進）

予算額
1,626,855

　《2,074,626》
千円

特区内R1末不燃
領域率：61.2％
目標：令和9年度

木造住宅密集地域の改善へ

災害に強いまちをつくります！

密集市街地整備事業 1,231,607千円《1,700,658千円》

都市防災不燃化促進事業 67,478千円《47,643千円》

細街路整備事業 327,770千円《326,325千円》

防災活動の軸となる道路拡幅（用地

取得140㎡、整備工事177㎡）や公園整備
（用地取得175㎡）を進めます。

614,443千円《1,116,322千円》古い建物を解体する方、燃えにくい

建物に建替える方に助成します。

617,164千円《584,336千円》

都市計画道路沿道に高く燃え

にくい建物を増やし、延焼遮断

帯をつくります（３路線６地区で

実施）。

★建築・除却助成 9棟 65,358千円

★調査委託等 2,120千円

消防活動の円滑化や避難路の確保のため、

細街路の拡幅整備を進めます。

※区内全域の細街路指定路線が対象

（片側換算計222.88㎞）

★用地取得・道路整備工事 571,710千円

★整備計画推進業務委託等 42,733千円

西新井駅西口周辺(H11～R7)

千住西地区 　　　　(R1～R10) 53.9 55.8

39.6 54.3

千住仲町地区　　　(H20～R4) 46.0 58.5

密集事業実施地区
（事業期間）

不燃領域率(％)
導入当初 R1末

※令和３年度に西新井駅西口周辺地区の事業期間延長

★建築物除却・建替え助成 354棟 592,200千円

★普及啓発業務委託等 24,964千円

延焼遮断帯
燃え広がりを
くい止める！

都市計画

道路

★拡幅整備工事(見込1.7㎞) 240,695千円

★細街路整備助成金・奨励金 100件 86,600千円

★表示板作成等 475千円

【実施例】
この部分を整備し、
道を広げます。

【細街路とは】
区が指定した幅員
4ｍ未満の道路

市街地の焼失がほぼ０ になる

不燃領域率 70 ％を目指します。

不燃化
特区

密集
事業

3地区等

箇所
整備済延長
進捗率 34.14%

S60からR1末（35年間）の実績

4,512箇所
76.1km

除却 建替え

ゼロ

【事業の目的・概要】
◆不燃化特区制度を令和７年度まで延長し、「燃えない・燃え広がらない
まち」の実現に向け、重点的・集中的に取組みます。

◆スムーズに避難できる道路、避難スペースになる公園を整備し、災害に備えます。

※令和2年度予算の建築・除却助成対象は7棟
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 道路の新設事業 1,136,559千円 《1,143,553千円》

 道路の改良事業 1,194,969千円 《1,319,352千円》

Ⅱ－５　令和３年度　主要事業

《　　　》は、２年度の当初予算額視点： まち

千円

事業名：
道路の新設事業（都市計画道路等の新設事業）／
道路の改良事業

予算額
2,331,528

　《2,462,905》
千円

担当課係
①～⑪・★：街路橋りょう課 事業計画係
⑫～⑰・●：工事課 工務係

問合せ先（直通）
①～⑪・★：３８８０－５９２１
⑫～⑰・●：３８８０－５００８

財
源
内
訳

国の支出 54,725 千円

都の支出 267,451 千円

区の支出 1,056,222

公共施設建設資金
積立基金繰入金等 953,130 千円

【事業の目的・概要】
◆道路の新設事業

補助第２５６号線の用地取得や、エリアデザインによるまちづくりの柱の１つである、
交通結節機能の向上を実現させる駅前交通広場の整備に向けた取り組みを進めます。

◆道路の改良事業
文教大学・東京女子医科大学新東医療センターの周辺環境整備を進め、交通アクセスの
向上を目指すとともに、足立区無電柱化推進計画に基づいた整備を進めます。

⑤
⑨

①

⑦

⑥

⑩

④

②
③

⑪（仮称）花畑人道橋整備工事

補助第１３８号線
①その2工区(関原三丁目) 排水施設整備工事等 217,000千円
②その3工区(梅田五丁目)
道路整備に伴う償還金（H25～R14） 160,053千円
③江北四丁目～西新井本町四丁目
基本設計委託、用地測量委託(江北のみ) 24,900千円

補助第２５６号線
④中央本町三丁目～青井六丁目 用地・補償費 570,506千円
区画街路第９号線
⑤西新井駅西口交通広場 基本設計委託 21,000千円
補助第２５８号線六町加平橋
⑥六町一丁目 物件移転補償費 5,700千円
主要区画道路②Ⅱ区間
⑦西新井栄町一丁目 用地・補償費 18,000千円
駅前交通広場
⑧綾瀬駅交通広場基本設計委託 30,000千円
⑨北綾瀬駅交通広場計画策定委託 71,400千円
その他
★都市計画道路用地管理工事等 18,000千円

橋梁整備
⑩五兵衛橋架替え 詳細設計、用地・補償費 220,999千円
⑪(仮称)花畑人道橋整備 整備工事等 425,500千円
⑫毛長橋ほか１橋伸縮装置更新設計委託 6,000千円
道路整備
⑬文教大学周辺道路整備詳細設計委託 21,000千円
無電柱化事業
⑭五反野駅前通り 約210ｍ
試掘工事、地下埋設物支障移設等 57,000千円

⑮江北地区 約650ｍ
女子医大周辺道路改修工事、引込管工事等 194,889千円

⑯千住一丁目地区 約170ｍ
無電柱化工事、街路灯移設工事等 98,500千円

その他
⑰取付管補修工事（千住旭町） 47,000千円
●路面下空洞調査委託ほか2件 49,081千円
★長寿命化修繕計画に基づく橋梁補修工事 75,000千円

⑧

⑬

安全で快適なまちづくりを目指し

「道路」や「橋」を整備します

⑰

⑫

⑭

⑮

ｋｋ

⑭五反野駅前通り無電柱化事業
（電柱・電線を地下化するための調査業務）

⑯

（電柱・電線が地下化されたイメージ）

⑪

（（仮称）花畑人道橋完成イメージ）

（草加市側）

（足立区側）
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千円

Ⅱ－５　令和３年度　主要事業

視点： まち 《　　　》は、２年度の当初予算額

事業名： 鉄道立体化の促進事業 予算額
6,926,610

《4,256,290》
千円

鉄道立体化基金繰入金等 1,713,300 千円

担当課係 竹の塚整備推進課 整備推進係 問合せ先（直通） ３８８０－５９３７

財
源
内
訳

国の支出 3,561,500 千円

都の支出 1,647,310 千円

区の支出 4,500

【事業の目的・概要】

◆東武伊勢崎線竹ノ塚駅付近の鉄道を高架化することにより、２か所の踏切を解消し、

交通の安全性・利便性向上を図ります。また、駅東西を一体的に整備し、足立区の

北の玄関口にふさわしい、まちのにぎわいを創出します。

◆令和３年度は、上下緩行線高架化による踏切解消を図るとともに、竹ノ塚駅新駅舎

の供用を開始します。また、区画街路第14号線では、駅前広場の用地取得を進める

とともに、電線類の地中化工事を行います。

◆地下鉄８号線区内延伸実現に向け､国の答申に示された課題に対する検討を進めます｡

踏切のない
安全な「竹の塚」へ
～令和３年度末、踏切解消～

（１）鉄道関連事業 5,943,900千円 《4,112,500千円》
・上下緩行線の高架化、新駅舎の建築など

（２）まちづくり関連事業 176,840千円 《128,720千円》
・区画街路第14号線の電線共同溝工事など

（３）用地購入・補償関連事業 801,370千円 《10,570千円》
・区画街路第14号線用地費、家屋補償など

（１）地下鉄８号線の整備促進事業 4,500千円 《4,500千円》
・｢事業採算性｣｢沿線自治体等との協調｣等の課題解決策を検討するための調査委託

1 竹ノ塚駅付近鉄道の高架化 6,922,110千円 《4,251,790千円》

２ 地下鉄８号線の整備促進 4,500千円 《4,500千円》

新駅舎のイメージ高
架
化

仮
下
り
緩
行
線

高
架
化西

側

東
側

仮
上
り
緩
行
線

上下緩行線の高架化《令和３年度》

足立区画街路
第14号線

Ｎ

57



町会・自治会の組織運営、事業や活動を支援！

町会・自治会の広報活動を支援！ 災害への備えに！防災倉庫の設置を支援！

町会・自治会の事業で使用する 町会・自治会の活動拠点への支援！

担当課係 地域調整課 地域調整係 問合せ先（直通） ３８８０－５８６４

千円

区の支出 140,492

その他の支出 500 千円

物品の購入経費を助成します！

Ⅱ－５　令和３年度　主要事業

《　　　》は、２年度の当初予算額視点： 行財政

千円

事業名：
町会・自治会活動支援事務／
町会・自治会会館整備助成事業

予算額
140,992

　《147,920》
千円

財
源
内
訳

国の支出 0 千円

都の支出 0コロナ禍だからこそ、地域の絆を密に。、

事業の目的・概要

１ 町会・自治会への運営助成等

２ 掲示板設置費用助成 ３ 防災倉庫設置費用助成

３，０００千円《３，０００千円》

◆運営助成 ９９，０１０千円《９７，４００千円》
（１） 足立区町会・自治会連合会

２，２００千円 《２，２００千円》

（２） 地区町会・自治会連合会

７，５００千円 《７，５００千円》

（３） 単一町会・自治会 （４３５団体）

８９，３１０千円 《８７，７００千円》

◆地域活性化事業助成 ３，０００千円《３，０００千円》
地域の課題解決のために、町会・自治会（連合組織含む）が

新たに企画・運営をする事業に対して、助成を行います。

（１）区町会・自治会連合会、地区町会・自治会連合会

＠１，０００千円×１団体 １，０００千円 《１，０００千円》

（２）単一町会・自治会

＠２００千円×１０団体 ２，０００千円 《２，０００千円》

２，４００千円《２，４００千円》

（１）自治総合センターコミュニティ助成 ５００千円《５，０００千円》

（２）法人化に伴う法定手続き助成等 １，０４６千円《１，０４６千円》

（３）町会・自治会への加入促進支援 １，０３６千円《１，０７４千円》

掲示板を設置する際に、設

置費用の６０％を助成して

います。

防災倉庫を設置する際に、設置

費用の６０％を助成しています。

【上限：４００千円】

R3見込：6件 R2実績：1件〈R2.12.31 現在〉R3見込：30件 R2実績：21件〈R2.12.31 現在〉

３０，０００千円《３５，０００千円》
町会・自治会会館の建設や用地取得費用の６０％を

助成します。

【上限：１０，０００千円】

R3見込：3件 R2実績：2件〈R2.12.31 現在〉

◆地域コミュニティ活性化推進のため、地域の自治組織である町会・自治会に

対して支援を行います！

１，０００千円
町会・自治会の事業で使用するテント、のぼり、

草刈機等の購入経費の６０％を助成します。

【上限１００千円】

４ 町会・自治会会館整備助成５活性化用物品助成

本木西町会 綾瀬西町会

６ その他の経費

推進します！令和３年度も

町会・自治会の事業、活動や加入促進を
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その他の支出 0 千円

担当課係 シティプロモーション課 プロモーション係 問合せ先（直通） ３８８０－５８０３

財
源
内
訳

国の支出 0 千円

都の支出 0 千円

区の支出 22,560

Ⅱ－５　令和３年度　主要事業

《　　　》は、２年度の当初予算額視点： 行財政

千円

事業名： シティプロモーション事業 予算額
22,560

　《53,000》
千円

区民・地域・事業者・団体・行政など、

多様な主体との協創で、「磨く・創る・

繋ぐ」の３つの戦略を進め、魅力ある

誇れる足立を創ります。

磨く

グッドデザイン賞受賞のプロ

ジェクトに携わる公務員から

学ぶ企画力アップ研修が新

たにスタート

“伝わる”“発想力UP”を目指
します

創る

広報物制作サポート 400件程度/年度
（令和２年度末見込み約400件）

ワークショップ参加 120人程度/年度
（令和２年度末見込み約120人）

目標

繋ぐ

区内企業との連携企画

「あだち菓子博2020 in
アリオ西新井」を開催

鉄道会社の協力により、

駅構内に設置された

観光情報の看板

15,000千円
《45,000千円》

千住の文化サロン「仲町の家」。

アートでつながる場、区内外の

アーティストが活躍できる場とし

て活用していきます

多文化共生のまちなか展覧

会など、コロナ禍でもできる

イベントを実施していきます

WEBでもアートを盛り上げます
（写真は多文化共生をテーマにして集まっ

た公募作品）

足立で
コロナに立ち向かう！

事業の概要

伝わる広報物・イベントにするために

日々の指導・助言、ワークショップを

通じて「企画力」「発想力」を高めます

7,560千円
《8,000千円》

「足立の力」と「from足立（足立から）」を
かけ合わせ、新しい日常へ、共に踏み出

すためのキャッチフレーズ「あだちから」

職員の「区民に伝わる情報発信力」

を磨き、魅力を高めていきます。

区民参加型のアートプロジェクト「アート

アクセスあだち音まち千住の縁」。人と

人、人と場所、人とアートをつなぎ、アー

トのチカラで新たな魅力を高めます。

外国人に向けてSNSや広報物で
情報発信を進めていきます

↑

大型商業施設や鉄道事業者、区内企業・

団体との繋がりで、まちの魅力を高めます。

3,260千円 《3,700千円》

4,300千円 《4,300千円》 2020年11月発行 「あだちから新聞」

コロナ禍で新しい一歩を踏み出した

２８人にインタビューした

あだちの

を結集させ、 ALL
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Ⅱ－５　令和３年度　主要事業

《　　　》は、２年度の当初予算額視点： 行財政

千円

事業名：
納税事務・収納対策事務ほか８事業（４公金収納金の収
納率向上対策（税・保険料））

予算額
57,450

　《55,582》
千円

その他の支出 0 千円

担当課係 納税課 納税計画係 問合せ先（直通） ３８８０－５８５０

財
源
内
訳

国の支出 0 千円

都の支出 56,223 千円

区の支出 1,227

利便性の向上

【事業の目的・概要】

◆早期の滞納対策を進め、期限内収納の徹底及び、適正な滞納整理を行います。

◆４公金の納付方法を多様化し、より納付しやすい環境の整備に努めます。

◆自主納付促進を図るため、引き続き納付勧奨業務に取り組んでいきます。

納期内納税の推進

バス車内での

納期内納税ＰＲ放送
バス車内放送を活用して、納期内納

税の定着を図ります。

２，０８７千円

４９５千円

《４９５千円》

適正な滞納整理の実施

区外に転出した滞納者

に対する状況調査
職員による訪問が困難な区外転出滞納者の実態調

査を実施し、適正な滞納整理を行います。

１，１００千円

《１，３２０千円》

目標収納件数 年間約２万件

令和３年度予定件数 ２００件

自主納付の促進

足立区納付案内センターでの

電話・訪問による納付勧奨

５３，７６８千円

《５３，７６７千円》

令和３年度目標

・催告（電話＋訪問）目標件数：１３万３千件

（令和元年度実績：１３万件）

・納付目標額：２億９千万円 （令和元年度実績：２億９千万円)

①特別区民税・都民税
②軽自動車税
③国民健康保険料
④後期高齢者医療保険料
⑤学童保育室保護者負担金
⑥介護保険料
⑦保育料
⑧応急小口資金・
東京都母子父子福祉資金貸付金

⑨信用保証料補助金返還金
⑩育英資金貸付償還金

各種収納金の 収納率を向上 させ

自主財源を確保し、

区民負担の 公平性を担保 します！

令和３年５月

令和３年６月

令和３年６月

令和３年７月

令和３年７月

納付書

バーコードを

読み込んで決済

・軽自動車税

・特別区民税・都民税（普通徴収）

・国民健康保険料

・後期高齢者医療保険料

・介護保険料

納付書の発送時期に合わせてスタート開始予定時期

対象

収納金

ＬＩＮＥ Ｐａｙ・ＰａｙＰａｙの導入

４公金の令和元年度実績

収納率の２３区順位 ※ （ ）は、収納率対前年度伸び率の２３区順位

● 特別区民税・・・・・・・・２１位（５位）

● 国民健康保険料・・・・・・１３位（１位）
● 後期高齢者医療保険料・・・１３位（７位）
● 介護保険料・・・・・・・・２２位（１位）
新型コロナウイルス感染症の影響等により納付困難な方に対しては、実情に

応じた柔軟な対応を行いながら、引き続き収納率の向上に努めていきます。

84.59 
86.11 

88.95 
91.08 

80.00

85.00

90.00

95.00

H28 H29 H30 R1

４公金の合計収納率の推移

収納率（％）

４公金の納付に、スマートフォンのＬＩＮＥＰａｙ・ＰａｙＰａｙのアプリケーションを

利用した納付方法を導入し、利便性の向上を図ります。
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６　令和３年度　主な投資的事業一覧表

　  投資的事業とは、道路、学校、公共施設の建設・改修や用地購入など、社会資本の形成に

　資する事業です。

担　当 No. 事　業　名 予算額 （千円） 関連頁

政策経営部 1 情報システムの構築、改造事業 586,158

総務部 2 区有財産取得・活用事務 218,155

危機管理部 3 防災センター設備更新事業 167,829 21､30～31

施設営繕部 4 区立小学校の改築事業 10,963,676

5 小学校施設の保全事業 5,872,611 30～31

6 区立中学校の改築事業 4,051,436

7 施設営繕事業 3,076,737

8 中学校施設の保全事業 2,476,467 30～31

9 本庁舎改修事務 559,410

地域のちから推進部 10 区民関係施設改修事務 167,389

福祉部 11 特別養護老人ホーム等の改修事業【投資】 383,533

12 地域密着型サービスの整備助成事業 123,140

衛生部 13 大学病院整備事業 4,585,000 16

環境部 14 環境清掃関係施設改修事業 140,470

都市建設部 15 鉄道立体化の促進事業 6,926,610 17､23､57

16 密集市街地整備事業 1,231,607 17､55

17 道路の改良事業 1,194,969 23､56､73

18 道路の新設事業 1,136,559 17､23､56

19 公園等の整備事業 990,526 18､23

20 街路灯の新設及び改修事業 658,757

21 建築物耐震化促進事業 480,553 17､54

22 河川の整備事業 334,000 23

23 細街路整備事業 327,770 17､55

24 舗装の改修事業 238,685

25 防犯カメラ一括管理事業【投資】 213,435 23

26
地区まちづくり計画及び
地区計画推進事業

208,390

27 土地区画整理事業 185,904

28 駐輪場の建設・改修事業 161,635

29 鉄道駅ホームドア等整備事業 160,332

子ども家庭部 30 私立保育園施設整備助成事業 322,616 13

48,144,359

49,553,747

主な投資的事業の合計

令和３年度　投資的事業総合計（一般会計）

Ⅱ－６　令和３年度　主な投資的事業一覧表

※担当部の名称は、令和３年度の組織名称としています。
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Ⅱ－７ 令和３年度 主な新規事業一覧表

７　令和３年度　主な新規事業一覧表

担
当

№ 事 業 名 （ 事 項 名 ） 内　　　　容
新規部分の

予算額
（千円）

関連頁

1
電子計算組織管理運営事務
（オンライン申請システム導入）

マイナンバーカード以外でも本人確認を行えるeKYC(電子認
証）機能や、必要な申請手続を案内するガイド機能等を備え
た、クラウドサービスを利用した足立区独自のオンライン申
請システムの導入

40,000
19、21

25
26～27

2
電子計算組織管理運営事務
（職員コミュニケーションツールの
導入）

パンデミック、災害発生時のＢＣＰ対策のため、庁内外に関
わらず職員間のコミュニケーションを確立するツール
（チャット）の導入

13,860

3
電子計算組織管理運営事務
（情報システム支援業務委託）

システム全体の最適化、新たな取り組みへの技術的支援、持
続可能なシステム構築に関する総合的な庁内支援のための委
託事業

44,281

4
あだち子どもの未来応援事業
（活動助成、児童養護施設等巣立ち
支援助成）

あだち子どもの未来応援基金を活用し、学習支援、居場所、
経験・体験、子ども食堂、フードパントリーの活動支援や児
童養護施設等退所者への巣立ち支援

13,000
21

34～35

5
生活安全支援事業／生活安全支援事
務
（ボイスセンサー購入費）

駐輪場等における利用者への鍵かけ啓発を行う「ボイスセン
サー」の設置

396
15、21
32～33

6
危機管理対策事務／危機管理事務
（新型コロナウイルス感染症対策用
物品の購入費）

庁内で必要な手指用消毒液等の新型コロナウイルス感染症対
策用物品の一括購入

50,375 25

7
防災対策事業／防災会議運営事務
（震災時避難所運営手順書作成）

震災時の避難所運営手順書の作成 3,443
17

30～31

8
防災対策事業／防災訓練実施事業
（水害体験訓練委託）

水害時の状況をＡＲを用いて再現し、体験訓練を実施 627
17

30～31

9
４公金収納金の収納率向上対策
（LINE Pay・PayPayの導入に伴う運
用委託）

特別区民税・都民税、軽自動車税、国民健康保険料、後期高
齢者医療保険料、介護保険料（福祉部）の納付方法にLINE
Pay・PayPayを導入することに伴う運用委託

2,087
20、21

60

10
個人番号カード交付等事務
（個人番号カード交付会場・事務室
賃借）

個人番号カード交付会場・事務室の移転に伴う賃借 17,990 21

11
町会・自治会活動支援事務
（町会・自治会活性化用物品助成）

町会・自治会活性化用物品助成制度の新設 1,000 58

12
男女共同参画社会の推進と女性活動
への支援事業
（男女共同参画に関わる意識調査）

第８次足立区男女共同参画行動計画策定の参考とするため、
実態調査（区民・学生意識調査）の実施

8,302

13
展示等運営事業
（美術資料トランクルーム賃借）

寄贈・寄託の増加に伴い美術資料の保管場所を確保するため
の賃借、出入庫、美術資料輸送、保険経費

7,396

14
指定管理者管理運営事務
（地域学習センター等へのWi-Fi設
置）

利用者が気軽に調べものや学習、情報の収集等を行うための
環境整備として、各学習センターへWi-Fi(16台)を設置

752 26～27

15
指定管理者管理運営事務
（子どもの未来応援枠事業）

各学習センターにおいて、子どもを対象にした体験事業（工
作や実験等）やフリースペース等を活用した若年者向け支援
を実施

476

16
生涯学習支援事業管理事務
（文化・読書・スポーツに関するア
ンケート調査）

子どもから大人まで幅広い世代を対象に、文化・読書・ス
ポーツの各分野における関心や行動の実態と、関心喚起や行
動変容のきっかけや課題を把握するためのアンケート調査を
実施

7,260

17
社会体育振興事務
（スペシャルクライフコート事業）

スペシャルクライフコート（障がい者に配慮された多目的の
運動・スポーツのための屋外広場）を活用したイベントや体
験教室等の実施

5,893

18
社会体育振興事務
（あだちスポーツコンシェルジュ事
業）

スポーツコンシェルジュ事業周知用広報物の作成及び相談に
用いるタブレット端末の通信経費

620

政
策
経
営
部

危
機
管
理
部

区
民
部

地
域
の
ち
か
ら
推
進
部
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Ⅱ－７ 令和３年度 主な新規事業一覧表

担
当

№ 事 業 名 （ 事 項 名 ） 内　　　　容
新規部分の

予算額
（千円）

関連頁

19
地域経済活性化計画の推進事業
（海外販路拡大支援事業）

海外市場に知見のある事業者などのサポートによる区内事業
者の販路拡大、海外での売上向上

15,000
18、22
42～43

20
創業支援事業／起業家育成事業
（空き店舗マッチング支援事業）

空き店舗対策のための足立成和信用金庫との協働・協創事業
の開始

1,110
18

42～43

21
商業振興事業／商店街活動支援事業
（あだち３０（サンマル）買い物券
事業）

新型コロナウイルス感染症により影響を受けた区内店舗を支
援するため、区内共通商品券（プレミアム率30％）を発行

374,000
22、24
42～43

22
製造業等の経営支援事業／ものづく
り支援事業
（オンライン見本市出展助成）

オンラインを活用した新たな販路確保策として、オンライン
見本市等への出展に係る経費の助成

30,000
22、24
42～43

23

製造業等の経営支援事業／ものづく
り支援事業
（ＥＣモール出店助成及びアドバイ
ザー支援）

ＥＣモール出店に係る経費助成及びＥＣモール出店における
アドバイザー支援の実施

6,240
22、24
42～43

24
製造業等の経営支援事業／ものづく
り支援事業
（地域の見本市出展助成）

身近な地域で実施するイベントやワークショップ等への出展
に係る経費の助成

3,000 22、24

25
ひとり親家庭総合支援事業
（養育費確保支援事業）

離婚後のひとり親家庭の安定した生活の確保を支援するた
め、養育費の取り決めに関する公正証書等の作成及び養育費
保証契約の費用補助

1,420
13、22
34～35

26
地域包括ケアシステム推進事業
（（仮称）あだち住まいサポート事
業）

主に単身高齢者が住宅を確保する際に課題となる、日々の見
守りや家賃補償、亡くなった時の遺品整理等サービスの開
発・導入及び相談

5,000
16、22
40～41

27
歯周病予防事業
（20歳(歯タチ)の歯科健診）

歯科健診受診率向上及び早期からの歯周病予防のため、20歳
を対象に「前歯のクリーニング」のメニューを追加

831 34～35

28
妊産婦・乳幼児相談事業
（足立区スマイルママ面接）

妊婦全数面接による全妊婦の心身状態・家庭状況等の把握及
び適切なケアの実施、「こども商品券」の配付による育児環
境整備支援事業の開始

53,816
13、22
38～39

29
妊産婦・乳幼児相談事業
（ファーストバースデーサポート）

１歳時アンケートによる育児状況の把握及び適切なケアの実
施、「こども商品券」の配付による育児環境整備支援事業の
開始

80,925
13、22
38～39

30
妊産婦・乳幼児相談事業
（多胎児家庭移動支援）

タクシー利用が可能な「こども商品券」の配付による、母子
保健事業利用時の移動支援事業の開始

3,387
13、22
38～39

31
妊産婦・乳幼児相談事業
（オンライン育児栄養相談）

新しい生活様式に対応するためのオンライン相談事業の開始 203
13

26～27
38～39

32
妊産婦・乳幼児相談事業
（保健師支援用タブレット）

タブレットの無償貸与期間終了に伴う通信料及びアプリ等使
用料（17台）

1,159
13

38～39

33
予防接種事業
（高齢者インフルエンザ予防接種費
用の無料化）

重症化予防を目的に無料としていた75歳以上に加え、患者増
加による医療機関の逼迫防止のため、新たに65歳以上の予防
接種費用を無料化

131,693 40～41

34

感染症予防・患者医療費公費負担事
業
（発熱電話相談センターの人材派
遣）

発熱電話相談センターにおいて電話相談対応を行う看護職の
派遣職員10名を雇用（平日、1日7時間45分）

72,705
15、22
25、52

35
感染症予防・患者医療費公費負担事
業
（医師会への電話相談業務委託）

新型コロナウイルス感染症の陽性患者について医師会の会員
医療機関からの電話相談を一括して受けたうえで保健所に報
告する医師等を配置（平日、1日6時間）

7,452
15、22
25、52

36
感染症予防・患者医療費公費負担事
業
（ＰＣＲ検査センター運営委託）

週１日の検査センター運営を医師会に委託（9月末まで） 10,724
15、22
25、52

37

感染症予防・患者医療費公費負担事
業
（唾液を用いたＰＣＲ検査事業委
託）

休日応急診療所において医師が検査を要すると認めた者につ
いて、各自採取した唾液検体を指定の時間・場所にて回収す
る事業を医師会に委託（日曜・祝日・年末年始）

16,179
15、22
25、52

産
業
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Ⅱ－７ 令和３年度 主な新規事業一覧表

担
当

№ 事 業 名 （ 事 項 名 ） 内　　　　容
新規部分の

予算額
（千円）

関連頁

38

感染症予防・患者医療費公費負担事
業
（新型コロナウイルス感染症医療提
供体制支援金）

①ＰＣＲ検査外来の医療従事者への危険手当等支給
②入院を要する疑い患者用の病床整備及び維持費用支給
③入院を要する疑い患者に対応する医療従事者への危険手
　当等支給

243,855
15、22
25、52

39

感染症予防・患者医療費公費負担事
業
（新型コロナウイルス感染症入院患
者移送委託）

新型コロナウイルス陽性患者の入院医療機関への移送を委託
（1,460件）

128,480
15、22
24、52

40

感染症予防・患者医療費公費負担事
業
（新型コロナウイルス感染症入院患
者医療費の公費負担）

新型コロナウイルス陽性患者の入院医療費を公費負担
（1,825件）

164,250
15、22
24、52

41
地域精神保健活動事業
（措置入院者退院後支援）

措置入院となった精神障がい者が、退院後に円滑に地域生活
へ移行し、安心した生活を再開するために、関係機関ととも
に包括的支援を実施

1,330

42
環境保全普及啓発事業
（おもしろＳＤＧｓフェア）

集合型イベントの地球環境フェアを見直し、区内事業者や友
好自治体と連携したＳＤＧｓのイベントを実施

5,246 22、53

43
環境保全普及啓発事業
（あだちＳＤＧｓ映画会）

集合型イベントの地球環境フェアを見直し、区施設等で環境
に関する映画会を実施

4,500 22、53

44
環境学習推進事業
（ＳＤＧｓ啓発冊子作成）

主に小学校低学年向けに、小学生に人気のキャラクターを活
用したＳＤＧｓ啓発冊子等を作成・配付

2,649 22、53

45
環境学習推進事業
（ＳＤＧｓワークショップ）

全区民に向けての環境学習として、ＳＤＧｓの普及啓発事業
（ワークショップ開催、啓発物品の購入）を実施

715 22、53

46
省エネ・創エネ推進事業
（気候変動対策補助事業）

気候変動による暑さ対策として、エアコン購入費の補助事業
を実施

15,500 15、22

47
ユニバーサルデザイン推進事業
（啓発事業検討業務）

東京2020オリンピックパラリンピック大会開催後のユニバー
サルデザイン啓発の検討業務委託

1,000 14

48
ユニバーサルデザイン推進事業
（バリアフリー環境整備促進事業に
おける移動システム等整備費補助）

バリアフリー地区別計画を策定した地区の対象施設に設置す
るエレベーター、視覚障がい者誘導用ブロック等のバリアフ
リー化設備の整備費用の補助

3,600 14

49
拠点公園の運営管理委託事業
（動物園技術者研究会開催事業）

公益社団法人日本動物園水族館協会(ＪＡＺＡ)が開催する全
国規模の「動物園技術者研究会」開催に伴う運営費

9,035

50
教育政策管理事務
（体育館等利用端末ＬＴＥ通信料）

体育館等学校ＬＡＮの無い場所で利用するタブレット端末の
通信料（各校1台分）

3,021 13

51
学校支援事業／学力向上対策推進事
業
（次へのステップ）

区オリジナル学習教材（次へのステップ）の新学習指導要領
に対応した内容への改訂版の製本

1,150 45

52
学校教育指導事務／学校の指導事務
（授業目的公衆送信補償金制度運用
費）

授業目的公衆送信補償金制度の実施に伴う補償金 6,864

53
小・中学校健康管理事業
（新型コロナウイルス感染症対策）

児童・生徒、教員等向けの新型コロナウイルス感染症対策と
しての衛生用品の購入

13,593 24

54
小・中学校給食業務運営事業
（多子世帯補助による学校給食費の
負担軽減）

足立区立小・中学校に３人以上通う多子世帯を対象に、給食
費を第２子半額、第３子以降全額補助

88,735 23

55
小・中学校一般管理事業
（タブレットＰＣ整備に伴う電気料
金）

児童・生徒１人１台のタブレットＰＣ整備に伴う電気料金 6,600
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Ⅱ－７ 令和３年度 主な新規事業一覧表

担
当

№ 事 業 名 （ 事 項 名 ） 内　　　　容
新規部分の

予算額
（千円）

関連頁

56
地域型保育事業
（ＩＣＴ推進事業補助）

業務効率化推進のため新規開設１園に対し補助を実施 2,000 46

57
地域型保育事業
（０歳児欠員補助）

０歳児が欠員している事業者に対し、運営負担を軽減し安定
的に運営できるよう補助を実施

66,698 46

58
家庭的保育事業
（事業継続支援事業補助）

受託児が０名の家庭的保育事業者に対し、保育施設の維持管
理経費及び保育従事者の人件費の一部補助を実施

7,944 46

59
教育相談事業
（不登校対策事業）

不登校児童のための家庭学習支援事業の開始 11,045
13、23
36～37

69

1,820,412合　　　　　　計
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Ⅱ－８ 令和３年度 主な拡充事業一覧表

８　令和３年度　主な拡充事業一覧表

担
当

№ 事 業 名 （ 事 項 名 ） 拡　充　内　容
拡充額
（千円）

関連頁

1

電子計算組織管理運営事務
（基幹業務系共通基盤の整備事業、
総合行政ネットワーク（ＬＧＷＡ
Ｎ）整備事業、遠隔地バックアップ
ネットワーク機器更改）

基幹業務系共通基盤の整備事業や総合行政ネットワーク（Ｌ
ＧＷＡＮ）整備事業、遠隔地バックアップネットワーク機器
更改

231,861

2
「あだち広報」製作等運営事業
（ＬＩＮＥ機能）

「プッシュ通知機能」、「リッチメニュー機能」以外のＬＩ
ＮＥ機能の追加

3,240 20

3

公益活動支援事業／ＮＰＯ活動支援
センター運営事業
（ＮＰＯ活動支援センター管理運営
業務委託）

ＮＰＯ活動支援センターの開館日に日曜日を追加し、開館時
間を延長（午後８時閉館→午後９時30分閉館）

1,173

4
生活安全支援事業／生活安全支援事
務
（青色パト業務委託）

「見せる防犯」の強化に向けた青パトによる昼間の防犯パト
ロール運行台数の増（2台→3台）

29,068
15、21
32～33

5
生活安全推進事業／生活安全支援事
務
（携帯電話抑止装置リース料）

特殊詐欺対策の強化に向けた携帯電話抑止装置設置台数の増
（20台→25台）

2,750
15

32～33

6
防災対策事業／防災管理事務
（「浸水深」表示製作設置）

区内電柱における「浸水深」表示設置箇所の増（約100箇所
→約200箇所）

1,000
17

30～31

7
防災対策事業／防災訓練実施事業
（図上訓練委託）

災害時における職員対応力のさらなる向上を図るため、訓練
内容を拡充

2,757
17

30～31

8
個人番号カード交付等事務
（個人番号カード作成等Ｊ-ＬＩＳへ
の負担金）

個人番号カード交付予定枚数の増加に伴うＪ-ＬＩＳへの負
担金額の増

386,477 21

9
個人番号カード交付等事務
（個人番号カード交付関連業務委
託）

個人番号カード交付予定枚数の増加に伴う委託料の増 28,030 21

10
国民健康保険一般事務
（オンライン資格確認関連事務）

令和３年３月からオンライン資格確認が開始されるのに伴い
必要となる事務手数料及び制度周知費用

16,895

11
多文化共生推進事業
（外国にルーツを持つ児童生徒等に
対する学習支援事業委託）

特命随意契約からプロポーザル方式に変更したことによる見
積り金額の増

8,315 34～35

12
学童保育室事務／学童保育室大規模
改修・開設事務

指定管理学童保育室の新設に伴う備品・消耗品購入費の増
（0室→2室）

8,395

13
住区施設運営委託事務／住区施設運
営委託事務

・大規模改修時における消耗品購入による増（1施設→4施
　設）
・大規模改修工事に伴う荷物保管料の増（0施設→1施設）
・学童保育室特別延長追加分の増（7室→8室）
・社会保険料負担分の増（100人→200人）
・学童保育職員処遇改善に伴う人件費の増

28,066

14
住区施設運営委託事務／住区施設維
持補修事務

洋便器化工事費の増（7基→15基） 3,200

15 子育てサロン管理運営事務 ＩＣＴの活用及びＰＲ動画作成による委託料の増 2,471

16
学童保育室事務／学童保育室運営事
業

民設学童保育室新規開室（3室）に伴う運営費補助の増（15
室→18室）

31,154 47

17
こども未来創造館管理運営事務
（地域学習センター等へのWi-Fi設
置）

利用者が気軽に調べ物や学習、情報の収集等を行うための環
境整備として、ギャラクシティへWi-Fi（1台）を設置

47 26～27

18
郷土博物館管理運営事業
（地域学習センター等へのWi-Fi設
置）

利用者が気軽に調べ物や学習、情報の収集等を行うための環
境整備として、郷土博物館へWi-Fi（1台）を設置

47 26～27
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Ⅱ－８ 令和３年度 主な拡充事業一覧表

担
当

№ 事 業 名 （ 事 項 名 ） 拡　充　内　容
拡充額
（千円）

関連頁

19
指定管理者管理運営事務
（学習センター管理運営委託料）

令和2年度選定施設（9施設）の人件費単価見直し、副責任者
の増員及び事業担当者の配置等による増

367,924

20
地域学習の推進事業／学校施設の地
域開放事業

新型コロナウイルス感染症対策に伴う消毒用物品購入経費の
増

4,159

21

スポーツ施設指定管理者管理運営事
務
（総合スポーツセンターWi-Fiルータ
設置）

Wi-Fiルータ設置に伴う運用経費の増（総合スポーツセン
ター）

94 26～27

22

スポーツ施設指定管理者管理運営事
務
（スペシャルクライフコート管理運
営）

スペシャルクライフコート管理スタッフ新規配置に伴う人件
費の増（総合スポーツセンター）

5,531

23

図書館の管理運営事業/図書館の大規
模改修事業
（梅田八丁目複合施設基本構想及び
基本計画策定支援業務委託）

都営梅田八丁目アパート創出用地に関わる事業の実施方針変
更に伴う業務委託範囲拡充による委託経費の増

7,040

24
図書館の管理運営事業/図書館管理事
務事業
（中央図書館一部業務委託）

図書館配送業務、館内イベント等委託内容の増加による増 47,480

25
図書館の管理運営事業/読書活動推進
事業
(あだちはじめてえほん事業)

新たな連携先との事業展開のために、あだちはじめてえほん
事業のアンケートの配布、受付に派遣職員を導入

1,356

26
図書館の管理運営事業/図書館図書資
料貸出・整備事業
(電子図書館サービス事業)

パソコンやスマートフォン等を利用して、いつでも、どこで
も、24時間、電子図書資料の検索・閲覧・貸出ができるサー
ビスの導入

15,906 26～27

27 孤立ゼロプロジェクト推進事業
地域見守り活動支援事業（わがまちの孤立ゼロプロジェク
ト）における啓発用物品にマスクを追加

1,760 16、50

28
地域経済活性化計画の推進事業
（国内販路拡大支援事業）

事業の通年化、展示販売イベントの実施、伴走支援の拡充等
に伴う経費の増

8,490
18、22
42～43

29
就労・雇用支援事業
（就業規則作成助成事業）

令和元年度実績に基づいた対象件数見直しによる増（15件→
26件）

550

30
旧軍人等の援護及び叙勲伝達事務／
戦没者特別弔慰金国債本人受取限定
郵便特例型事務

都負担金戦没者特別弔慰金受付事務費交付金の設定に伴う国
債本人受取限定郵便特例型の実施による増

446

31
介護人材の確保・定着事業
（介護人材雇用創出事業）

介護人材雇用創出事業の派遣人数の増（20人→30人） 10,530

32 紙おむつの支給事業
・対象者を要介護２以上へ拡大することに伴う増
・要介護４・５の介護保険特別会計から一般会計への財源変
　更に伴う増

117,461 40～41

33 敬老祝い事業
敬老祝い事業の対象に喜寿（77歳）を加え、長寿記念品(区
内共通商品券5,000円分)を贈呈

41,271 40～41

34 福祉事業管理事務／障がい福祉事務 視覚障がい者用拡大読書器の購入 1,130

35
障がい福祉センター事業／幼児発達
支援室運営事業

送迎バスを新規車両に更新するための委託料の増 6,122

36
障がい福祉センター事業／障がい者
自立生活支援センター事業

ポータブル電源（蓄電池）及び発電機の購入 321

37
障がい者週間記念事業
（イベント委託）

足立区障がい者週間記念事業が40回を迎え、記念イベントを
実施するための委託料の増

300

38
一般介護予防事業(元気応援ポイント
事業)

元気応援ポイント事業の交付金の上限を5,000円から10,000
円へ拡充することによる増

7,567 40～41
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Ⅱ－８ 令和３年度 主な拡充事業一覧表

担
当

№ 事 業 名 （ 事 項 名 ） 拡　充　内　容
拡充額
（千円）

関連頁

39
母子健康手帳・ファミリー学級事業
（日曜ファミリー学級）

開催回数増（8回→9回）に伴う経費の増 759 38～39

40
妊産婦・乳幼児相談事業
（デイサービス型産後ケア）

対象拡大による利用見込み件数増（138件→350件）に伴う経
費の増

5,849 38～39

41
予防接種事業
（里帰りによる予防接種費用助成）

補助対象拡大による補助件数増（553件→1,883件）に伴う経
費の増

16,213

42
予防接種事業（ヒトパピローマウイ
ルス（ＨＰＶ）予防接種）

個別通知による接種件数増（37件→4,752件）に伴う経費の
増

83,168

43
省エネ・創エネ推進事業
（省エネリフォーム補助金）

件数見直しによる増（120件→200件） 4,000 15

44
省エネ・創エネ推進事業
（集合住宅・事業所等ＬＥＤ照明設
置費補助金）

補助平均単価の増 2,782 15

45
３Ｒ推進事業
（生ごみ処理機・コンポスト化容器
購入費補助金）

補助実績の増加に伴う補助件数の増（30件→126件） 1,440

46 資源化推進事業／集団回収支援事業 業者支援金支給の通年実施による増 20,306

47
清掃事務所の運営事務
(熱中症対策ファン付作業着導入経
費)

ごみ収集作業時の熱中症対策としてファン付作業着導入によ
る増

4,620

48
ごみ収集事業／ごみ収集運搬事業
（清掃収集作業員人材派遣委託）

ごみ収集職員の減員対応に伴う人材派遣契約金額の増 9,275 22

49
ごみ収集事業／ごみ収集運搬事業
（粗大ごみ申告受付業務委託）

粗大ごみ受付センターの人件費の上昇による委託料の増 15,888 22

50
資源化推進事業／資源化物行政回収
事業
（古紙収集運搬）

古紙収集運搬委託単価の増及び収集運搬車両の増（10台→14
台）

52,474 15

51
資源化推進事業／資源化物行政回収
事業
（古紙資源化経費）

古紙回収量の増加に伴う資源化（中間処理）経費の増 3,850 15

52
資源化推進事業／資源化物行政回収
事業
（ペットボトル資源化経費）

ペットボトル回収量の増加に伴う資源化（中間処理）経費の
増

7,590 15

53
環境保全対策事業
（自動車騒音常時監視計画作成委
託）

自動車騒音常時監視計画５年ごと作成のための増 299

54
防災対策事業／水害対策事業
（ハザードマップ改訂業務）

分散避難や避難所でのルール等のさらなる周知および水害情
報の充実に向けた、足立区洪水ハザードマップの改訂業務関
連経費の増

61,239
17、22
30～31

55
ユニバーサルデザイン推進事業
（バリアフリー地区別計画策定業
務）

文教大学開設に合わせた新たな地区別計画（花畑周辺地区）
の策定

600 14

56
コミュニティバスはるかぜ車両等購
入費補助金交付事業

「はるかぜ」の継続的な運行、区民の交通手段の確保及び地
域の活性化を図るため、運行事業者へ「はるかぜ」の車両等
購入費補助を実施（R2：3台、R3：6台）

118,080 22

57
まちづくり推進事業管理運営事務
（ながら見守り制度）

「ながら見守り」制度促進のためのグッズ購入費の増 798
15

32～33

58
緑と公園推進事務
（公園施設健全度調査委託）

公園施設健全度調査委託の増 5,000
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担
当

№ 事 業 名 （ 事 項 名 ） 拡　充　内　容
拡充額
（千円）

関連頁

59
緑と公園推進事務
（足立区緑の基本計画推進会議）

足立区緑の基本計画推進会議設置のための増 124

60
緑の普及啓発事業
（緑のカーテン設置支援事業）

現行の区立保育園（32園）に公設民営保育園（14園）を追加
して実施

1,219 18

61
民間緑化推進助成事業
（六町いこいの森特別緑地保全地区
の保全管理）

六町いこいの森特別緑地保全地区の保全管理 2,224

62
建築安全事務
（感震ブレーカー設置費用）

感震ブレーカー設置助成件数の増（分電盤タイプ100台→200
台）

8,000 17、23

63
住宅施策推進事務
（空き家対策事業）

空き家利活用推進に向けた冊子印刷の増（0部→1,000部） 150
17

32～33

64
教育政策管理事務
（ＩＣＴ機器修繕費）

児童・生徒１人１台のタブレットＰＣ整備による修繕費の増
（対象児童・生徒5,000人→45,000人）

12,725 13

65
学校教育指導事務／学校の指導事務
（キャリアパスポート）

夢デザインシートからの切り替えに伴う配付対象の拡大（小
学5年生→全小中学生）による増

382

66
学校教育指導事務／学校の指導事務
（会計年度任用職員特別旅費）

会計年度任用職員（副校長補佐、スクールサポートスタッ
フ）の増員による旅費の増

292

67
小・中学校用務委託事業
（消毒業務の追加）

新型コロナウイルス感染症対策のための消毒業務の追加等に
伴う業務委託経費の増

162,694 24

68
就学事務事業
（通学路防犯カメラの設置等）

防犯カメラ設置単価、台数の増（86台→87台） 12,473 32～33

69
就学事務事業
（登下校等通知メール利用料補助）

登下校等通知メール導入校の増（29校→49校） 651 32～33

70 放課後子ども教室推進事業 安全管理員の待遇改善（謝金単価の増） 6,911 13

71
成人の日記念事業
（会場設営・警備委託）

新型コロナウイルス感染症対策のため、２回に分けての分散
開催による増

4,255 25

72 あだち子育て応援隊事業
とうきょうママパパ応援事業の制度に合わせた子ども預か
り・送迎支援事業及び産前・産後家事支援事業の拡充

13,107 38～39

73
教育相談事業
（「居場所を兼ねた学習支援」と連
携した不登校対策事業）

不登校児童・生徒のための居場所支援を北部地区において実
施

4,650
13、23
36～37

65

74
衆議院議員選挙・最高裁判所裁判官
国民審査事務

任期満了に伴う衆議院議員選挙執行及び最高裁判所裁判官国
民審査執行による増

305,295

75 東京都議会議員選挙事務 任期満了に伴う東京都議会議員選挙執行による増 288,103

2,667,869合　　　　　計

学
校
運
営
部

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

教
育
指
導
部

子
ど
も
家
庭
部

都
市
建
設
部
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Ⅱ－９ 令和３年度 主な縮小事業一覧表

９　令和３年度　主な縮小事業一覧表

担
当

№ 事 業 名 （ 事 項 名 ） 縮　小　内　容
縮小額
（千円）

関連頁

政
策
経
営
部

1
シティプロモーション事業
（「アートアクセスあだち　音まち
千住の縁」負担金）

アートアクセスあだち「音まち千住の縁」東京2020大会祝
大祭事業終了による減

△30,000 20、59

危
機
管
理
部

2
生活安全推進事業／生活安全支援事
務
（インターホンカメラ購入）

インターホンカメラ購入事業の廃止による減（20台→0台） △1,320

区
民
部

3
住居表示事務
（佐野六木土地区画整理事業施工区
域住居表示再整備業務委託）

佐野六木土地区画整理事業施行区域住居表示再整備終了に
よる減

△9,394

4

町会・自治会活動支援事務
（自治総合センターコミュニティ助
成金、加入促進チラシ・パンフレッ
ト、町会・自治会活動パネル）

・加入促進パンフレットの枚数見直しによる減
・未加入マンション向け加入促進チラシの単価減額に
　よる減
・避難所運営訓練実施お知らせ用ポスターの枚数見直しに
　よる減
・町会・自治会活動パネルの枚数見直しによる減
・自治総合センターコミュニティ助成事業補助金交付決
　定実績の減少による減

△4,681 19、58

5

美化推進事業
（花いっぱい運動・地域清掃活動へ
の支援・美化啓発活動・迷惑喫煙防
止対策）

・路面シート、標示板等貼替枚数の減少による減
・ごみゼロ地域清掃活動事業見直しによる減
・啓発グッズ、リーフレット等見直しによる減
・花のあるまちかど事業見直しによる減
・清掃用品等見直しによる減

△10,067

6

男女共同参画社会の推進と女性活動
への支援事業
（イクメン・イクジイフォトコンテ
スト）

事業見直しによる休止 △355

7
男女共同参画社会の推進と女性活動
への支援事業
（イクメンイベント）

事業見直しによる休止 △560

8
男女共同参画社会の推進と女性活動
への支援事業
（男女共同参画啓発講座）

事業見直しによる講座数の変更
（予定講座回数：43回→22回)

△756

9
男女共同参画社会の推進と女性活動
への支援事業
（Ｌ・フェスタ負担金）

事業見直しによるＬ・フェスタ負担金の減 △300

10
指定管理者管理運営事務
（文化・読書・スポーツ活動協創推
進事業）

おはじきサッカーの事業内容見直し(体験会の時間数減等)
による減

△2,645

11
社会体育振興事務
（スポーツ関連イベント）

イベント運営にかかる需用費、委託料等の経費見直しによ
る減

△4,890

産
業
経
済
部

12
農業振興事務／農業人材育成・経営
支援事業
（あだち都市農業振興プラン）

あだち都市農業振興プラン改訂完了に伴う諸経費の減 △921

13
ひとり親家庭総合支援事業
（学習支援事業（派遣型））

事業終了による減 △10,385

14 成年後見制度利用支援事業
親族後見相談会を権利擁護センターあだちで実施する相談
事業に移行することによる減

△576

15
授産場の管理運営事業
（利用者工賃）

授産場内作業廃止による請負契約の減 △4,800

16
授産場の管理運営事業
（授産場管理運営委託）

授産場内作業廃止による委託契約費の減 △7,275

地
域
の
ち
か
ら
推
進
部

福
祉
部
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Ⅱ－９ 令和３年度 主な縮小事業一覧表

担
当

№ 事 業 名 （ 事 項 名 ） 縮　小　内　容
縮小額
（千円）

関連頁

17
環境計画推進事業
（オフセット・クレジット購入費）

地球環境フェア開催見直しによるオフセット・クレジット
購入にかかる手数料の減

△110

18
環境計画推進事業
（見学会用バスの借り上げ）

審議会等施設見学会開催見直しによる減 △152

19
環境保全普及啓発事業
（河川生物（魚類等）調査委託）

事業見直しに伴う隔年化による減（毎年→2年に1回） △2,200 18

20
環境保全普及啓発事業
（地球にやさしいひとカード）

事業見直しによる減 △1,770

21
環境保全普及啓発事業
（地球環境フェア）

集合型イベント見直しによる終了 △18,592

22
環境保全普及啓発事業
（使い捨てプラスチックごみシンポ
ジウム）

集合型イベント見直しによる終了 △846

23
環境学習推進事業
（環境学習ツアー）

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、宿泊を伴う
環境学習ツアーの一時休止による減

△1,736

24
環境学習推進事業
（環境スペシャリスト養成講座）

事業見直しによる終了 △1,078

25
環境学習推進事業
（夏休み子どもエコプロジェクト）

事業見直しによる終了 △1,257

26
環境学習推進事業
（キッズＩＳＯ）

事業見直しによる終了 △1,826

27
省エネ・創エネ推進事業
（電気自動車等購入費補助金）

件数見直しによる減（103件→93件） △1,000 15

28
省エネ・創エネ推進事業
（節水型トイレ設置費補助金）

件数見直しによる減（200件→160件） △1,200 15

29
省エネ・創エネ推進事業
（蓄電池・ＨＥＭＳ設置費補助金）

件数見直しによる減（200件→180件） △1,000 15

30
省エネ・創エネ推進事業
（家庭用燃料電池システム（エネ
ファーム）設置費補助金）

件数見直しによる減（100件→50件） △2,500 15

31
省エネ・創エネ推進事業
（雨水タンク設置費補助金）

件数見直しによる減（15件→5件） △100 15

32
省エネ・創エネ推進事業
（省エネ家電製品購入費補助金）

補助メニュー見直しによる終了 △12,000 15

33
清掃関係管理事務／清掃関係一般管
理事務
（災害時緊急仮置場備蓄用品購入）

災害時における緊急仮置場運営用備蓄品購入終了による減 △2,004

34

３Ｒ推進事業／資源持去り防止パト
ロール委託
(旧資源化推進事業／資源化物行政回
収事業)

資源持去り防止パトロール車両台数の見直しによる減（2台
→1台）

△6,903

35
３Ｒ推進事業
（リユース食器貸出事業）

新型コロナウイルス感染症拡大に伴うイベント数の減少に
よる減（100件→40件）

△2,100

36
３Ｒ推進事業
（ペットボトルキャップ回収支援事
業）

支援物品の見直し・啓発物品の廃止による減 △1,555

37
ごみ収集事業／ごみ収集運搬事業
（折りたたみ式収集ボックス「とり
コン」）

作製個数の見直しによる減 △10,615

環
境
部
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Ⅱ－９ 令和３年度 主な縮小事業一覧表
Ⅱ－10 令和２年度 主な終了事業一覧表

担
当

№ 事 業 名 （ 事 項 名 ） 縮　小　内　容
縮小額
（千円）

関連頁

38
緑と公園推進事務
（足立区緑の基本計画策定）

足立区緑の基本計画策定終了による減 △9,240

39
緑の普及啓発事業
（緑のサポーター事業見直し）

緑のサポーター事業見直しによる減 △789 18

40
学校支援事業／学力向上対策推進事
業（中１夏季勉強合宿）

新型コロナウイルス感染症対策に伴う定員縮小による減
（200人→60人）

△3,440 45

41
学校教育指導事務／学校の指導事務
（音声翻訳機の購入）

全校への配付終了による購入費の皆減 △4,146

42
学校教育指導事務／学校の指導事務
（いじめＳＯＳクリアファイル作
成）

令和２年度作成分活用による皆減 △2,119

43
課題解決への取組事務
（オリンピック・パラリンピック事
前学習事業）

小学１・２年生のオリンピック・パラリンピック事前学習
事業の、新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた事業規
模見直しによる減

△23,100

44
幼児教育振興事業
（足立っ子すくすくガイド作成委
託）

「足立っ子すくすくガイド」増補発行委託終了による皆減 △2,723 13

学
校
運
営
部

45

小・中学校運営事業／小・中学校一
般管理事業
（ひかり電話化に伴う電話料金の縮
減）

小中学校のひかり電話導入に伴う月額基本料金の縮減 △2,496

46
家庭的保育事業
（ＰＲ動画制作業務委託）

家庭的保育事業・小規模保育事業ＰＲ動画制作業務委託の
完了による減

△1,100

47

青少年教育の振興事業／青少年対象
の事業および指導者の育成・支援事
業
（中高生の居場所づくり）

ふらっとスペース関原の利用者減に伴う、居場所事業の見
直しによる減

△436

選

挙

管

理

委

員

会

事

務

局

48 東京都知事選挙事務 任期満了に伴う東京都知事選挙執行終了による減 △274,027

△483,085

１０　令和２年度　主な終了事業一覧表

担
当

№ 事 業 名 （ 事 項 名 ） 内　　　　容

令和２年度
当初予算額
【前年度】
（千円）

関連頁

1 生きがい奨励金支給事務 他の高齢者事業の再構築及び拡充に伴う事業終了 486,109

2
図書館の管理運営事業／学校図書館
支援事業

読書活動推進事業への統合に伴う終了 312

福
祉
部

3
被保護者の自立支援事業／
若年層の就労支援事業

生活保護費給付事業施行事務への統合に伴う終了 9,607

496,028

教
育
指
導
部

子
ど
も
家
庭
部

地
域
の
ち
か
ら
推
進
部

合　　　　　計

合　　　　　計

都
市
建
設
部
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１１　令和３年度に開設する主な施設

区
分

№ 施　設　名 開　設　時　期

【 所在地 】 足立区六町四丁目１番

【 規模等 】 鉄骨造／３階建
延床面積／１９３．５１㎡

【 概　要 】 交番に代わる地域の防犯拠点の新設

【主要施設】 警察との直通電話（24時間開放）、デジタルサイネージ、

青色灯パトロール車両用駐車場、誰でもトイレ

【 所在地 】 足立区中央本町二丁目５０番２９（地番）

【 規模等 】 鉄骨造／地上５階・地下１階建
延床面積／３，８００．２０㎡

【 概　要 】 特別養護老人ホームの新設

【主要施設】 特別養護老人ホーム（入所定員９０名）

短期入所者生活介護（定員１０名）

  (ショートステイ)

【 所在地 】 足立区花畑三丁目１６番４号

【 規模等 】 鉄筋コンクリート造／４階建
延床面積／１，５３６．１６㎡

【 概　要 】 障がい者通所施設の新設

【主要施設】 生活介護事業（定員４０名）

【 所在地 】 足立区花畑五丁目６番から草加市瀬崎四丁目４番先

【 規模等 】 橋長３２.７ｍ、総幅員４.８ｍ

【 概　要 】 人道橋の新設

【主要施設】 有効幅員４.０ｍ

【 所在地 】 足立区千住宮元町２７番６号

【 規模等 】 鉄筋コンクリート造／５階建
延床面積／１０，２２７．１０㎡

【 概　要 】 施設更新に伴う改築

【主要施設】 普通教室、特別教室（音楽室・図書室等）、管理諸室（校長
室・職員室等）、体育館、給食場、プール、備蓄倉庫等

※　施設名が仮称のものは、開設までに変更する場合があります。

　施設開設予定地

Ⅱ－11　令和３年度に開設する主な施設

施　　　設　　　内　　　容　　　等

介
護
老
人
福
祉
施
設

2 (仮称)特別養護老
人ホーム花ざかり

令和３年４月
（予定）

防
犯

1
(仮称)六町駅前
安全安心ステー
ション

令和３年１１月

中
学
校

5 千寿青葉中学校
令和４年１月
（予定）

通
所
施
設

道
路 (仮称)花畑人道橋 令和４年３月

3 花畑あかしあ園 令和３年４月

4

※数字は一覧の番号

2

3

4

5

1
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１　当初予算額の年度別推移の状況(一般会計)
 
　(１) 当初予算額の年度別推移

 （単位：億円）

区　　分 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ３年度

当初予算額 2,674 2,730 2,741 2,769 2,866 2,980 3,120

増減率(%) 4.3 2.1 0.4 1.0 3.5 4.0 4.7

　
　

Ⅲ　資　料　編

Ⅲ－１　当初予算額の年度別推移の状況（一般会計）

2,866億円

2,980億円

3,120億円

2,400億円

2,500億円

2,600億円

2,700億円

2,800億円

2,900億円

3,000億円

3,100億円

3,200億円

２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ３年度

当初予算額 年度別推移

2,769億円

2,741億円

2,674億円

2,730億円
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(２) 歳入予算の推移（款別）
　　(単位：百万円、％)

29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 増減額 増減率 構成比

一般財源計 157,300 157,194 171,089 169,868 158,143 △ 11,725 △ 6.9 50.7

特別区税 47,236 47,835 49,758 50,890 47,529 △ 3,361 △ 6.6 15.2

うち特別区民税 41,698 42,660 44,227 45,489 41,941 △ 3,548 △ 7.8 13.4

特別区交付金 95,100 95,900 105,800 102,100 94,200 △ 7,900 △ 7.7 30.2

その他一般財源 14,964 13,459 15,531 16,878 16,414 △ 464 △ 2.7 5.3

特定財源計 116,842 119,705 115,465 128,157 153,870 25,712 20.1 49.3

国庫・都支出金 84,976 85,831 89,972 92,895 100,800 7,905 8.5 32.3

繰入金 14,949 20,139 13,957 22,271 36,436 14,165 63.6 11.7

諸収入 3,203 2,918 2,841 3,392 3,280 △ 111 △ 3.3 1.1

特別区債 5,359 2,324 819 2,722 6,387 3,665 134.7 2.0

その他特定財源 8,355 8,493 7,876 6,878 6,966 88 1.3 2.2

274,142 276,899 286,554 298,025 312,012 13,987 4.7 100.0

区　　分

合　　計

Ⅲ－１　当初予算額の年度別推移の状況（一般会計）
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(３) 歳出予算の推移（款別経費）
　　(単位：百万円、％)

款　名　称 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 増減額 増減率 構成比

議会費 938 906 927 952 943 △ 9 △ 0.9 0.3

総務費 27,184 26,535 31,367 35,808 33,813 △ 1,995 △ 5.6 10.8

民生費 137,955 140,652 143,017 143,811 146,873 3,062 2.1 47.1

産業経済費 2,287 2,287 2,236 2,325 3,236 910 39.1 1.0

環境衛生費 16,363 23,545 19,682 19,072 24,094 5,022 26.3 7.7

土木費 20,622 21,856 24,940 26,111 25,732 △ 379 △ 1.5 8.2

教育費 36,223 33,927 36,199 40,482 46,294 5,812 14.4 14.8

公債費 6,631 5,686 4,991 5,261 5,774 512 9.7 1.9

諸支出金 25,639 21,206 22,893 23,902 24,854 952 4.0 8.0

予備費 300 300 300 300 400 100 33.3 0.1

合　　計 274,142 276,899 286,554 298,025 312,012 13,987 4.7 100.0

款
議会費

総務費

民生費

産業経済費

環境衛生費

土木費

教育費

公債費

諸支出金

Ⅲ－１　当初予算額の年度別推移の状況（一般会計）

区立小学校の改築事業＋6,772　区立中学校の改築事業＋1,580　指定管理者管理運営事務＋344
小学校施設の保全事業△1,041　学校教育関係施設改修事業△581　生きがい奨励金支給事務△486

特別区債元金の償還＋555　特別区債利子の支払△43

国民健康保険特別会計繰出金＋769　後期高齢者医療特別会計繰出金＋201　介護保険特別会計繰出金△18

主な増減内訳（対前年度比較）　　　　　　　　　単位：百万円
議員報酬事務△6　区議会運営事務△3

電子計算組織管理運営事務＋1,137　個人番号カード交付等事務＋494　衆議院議員選挙・最高裁判所裁判官国民審査事務＋305
元利償還相当額等貸付金△1,475　施設営繕事業△946　給与費△634　基幹統計事務△339

生活保護費給付事業＋1,957　障がい者自立支援給付費支給事業＋1,073　住居確保給付金支給事業＋561
私立保育園の運営費助成事業△443　認証保育所運営経費助成事業△280　家庭的保育事業△149

中小企業融資事業＋628　商店街活動支援事業＋319　産業振興関係施設改修事業△16　足立ブランド認定推進事業△11

大学病院整備事業＋4,585　感染症予防・患者医療費公費負担事業＋631　予防接種事業＋305
衛生関係施設改修事務△1,189　公害補償給付費支払事務△35　がん検診事業△22

鉄道立体化の促進事業＋2,670　コミュニティバスはるかぜ車両等購入費補助金交付事業＋118　土地区画整理事業＋102
市街地再開発事業△1,689　地区まちづくり計画及び地区計画推進事業△474　密集市街地整備事業△469
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(４) 歳出予算の推移（性質別経費）
　　(単位：百万円、％)

性　質　区　分 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度 増減額 増減率 構成比

義務的経費 144,596 148,064 150,619 156,055 159,246 3,191 2.0 51.0

　 人件費 37,925 38,097 39,487 42,049 40,872 △ 1,177 △ 2.8 13.1

　　  うち退職金 3,033 3,354 3,684 3,179 2,263 △ 916 △ 28.8 0.7

　 扶助費 100,040 104,282 106,141 108,745 112,600 3,855 3.5 36.1

　 公債費 6,631 5,686 4,991 5,261 5,774 512 9.7 1.9

投資的経費 35,707 41,380 38,058 44,005 50,302 6,297 14.3 16.1

その他一般行政経費 93,838 87,455 97,877 97,965 102,464 4,500 4.6 32.8

合　　計 274,142 276,899 286,554 298,025 312,012 13,987 4.7 100.0

       Ⅲ－１　当初予算額の年度別推移の状況（一般会計）
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２　区債の状況
　　（単位：百万円）

年　度 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度

発行額 1,989 1,579 223 2,618 6,387
元金償還額（一般会計） 5,712 4,891 4,292 4,711 5,387
区債現在高（一般会計） 41,606 38,294 34,225 32,132 33,132

公債費負担比率（％） 3.5 3.0 2.6 2.6 2.9

３　積立基金の状況（一般会計）
（単位：百万円）

29年度末
現在高

30年度末
現在高

元年度末
現在高

２年度末
現在高見込

３年度
積立額

３年度
取崩額

３年度末
現在高見込

増減

33,876 33,852 43,188 39,576 15 10,169 29,423 △ 10,154

7,589 11,340 11,299 10,300 63 5,000 5,363 △ 4,937

111,893 117,304 122,089 125,109 578 21,261 104,425 △ 20,683

公共施設建設資金積立基金 35,862 37,483 40,182 42,400 32 3,670 38,762 △ 3,638

地域福祉振興基金 6,499 5,138 4,468 5,733 15 613 5,135 △ 598
義務教育施設建設等資金
積立基金 44,180 50,388 55,284 55,525 44 9,772 45,797 △ 9,728
竹の塚鉄道立体化及び関連
都市計画事業資金積立基金 7,046 7,310 5,722 4,899 4 1,709 3,194 △ 1,704

大学病院施設等整備基金 12,025 6,740 4,348 4,496 4 4,500 0 △ 4,496

153,359 162,496 176,576 174,985 657 36,430 139,211 △ 35,774

４　債務負担行為額の状況（一般会計）
（単位：百万円）

年　度 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度

債務負担行為額 87,254 92,260 89,344 105,480 110,086

※元年度までは決算額、２年度・３年度は各々翌年度以降支出予定見込額である。

うち

主
な
基
金

Ⅲ－２　区債の状況
Ⅲ－３　積立基金の状況（一般会計）
Ⅲ－４　債務負担行為額の状況（一般会計）
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※発行額は、元年度までは決算額、２年度は見込額、３年度は当初予算額である。
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５　歳入歳出予算総括表

(１)　一般会計

　①　歳入予算款別表 　　（単位：千円）

比　較　増　減

金 　 額 構成比(%) 金 　 額 構成比(%) 金　  額 比率(%)

 1 特別区税 47,528,548 15.2 50,889,736 17.1 △ 3,361,188 △ 6.6

 2 地方譲与税 909,401 0.3 963,861 0.3 △ 54,460 △ 5.7

 3 利子割交付金 113,000 0.0 140,000 0.0 △ 27,000 △ 19.3

 4 配当割交付金 564,000 0.2 605,000 0.2 △ 41,000 △ 6.8

 5 株式等譲渡所得割交付金 435,000 0.1 357,000 0.1 78,000 21.8

 6 地方消費税交付金 12,480,000 4.0 13,000,000 4.4 △ 520,000 △ 4.0

 7 自動車取得税交付金 1 0.0 2 0.0 △ 1 △ 50.0

 8 環境性能割交付金 187,000 0.1 120,000 0.0 67,000 55.8

 9 ゴルフ場利用税交付金 1,584 0.0 0 0.0 1,584 　 皆増

10 地方特例交付金 661,000 0.2 629,000 0.2 32,000 5.1

11 交通安全対策特別交付金 63,000 0.0 63,000 0.0 0 0.0

12 特別区交付金 94,200,000 30.2 102,100,000 34.3 △ 7,900,000 △ 7.7

13 分担金及び負担金 2,403,224 0.8 2,308,402 0.8 94,822 4.1

14 使用料及び手数料 4,140,152 1.3 4,133,886 1.4 6,266 0.2

15 国庫支出金 74,846,386 24.0 68,538,995 23.0 6,307,391 9.2

16 都支出金 25,953,468 8.3 24,355,807 8.2 1,597,661 6.6

17 財産収入 405,798 0.1 400,385 0.1 5,413 1.4

18 寄付金 16,907 0.0 35,427 0.0 △ 18,520 △ 52.3

19 繰入金 36,436,263 11.7 22,271,040 7.5 14,165,223 63.6

20 繰越金 1,000,000 0.3 1,000,000 0.3 0 0.0

21 諸収入 3,280,376 1.1 3,391,525 1.1 △ 111,149 △ 3.3

22 特別区債 6,387,300 2.0 2,722,000 0.9 3,665,300 134.7

歳  入  合  計 312,012,408 100.0 298,025,066 100.0 13,987,342 4.7

　②　歳出予算款別表 　　（単位：千円）

３年度当初予算 ２年度当初予算 比　較　増　減

金 　 額 構成比(%) 金 　 額 構成比(%) 金　  額 比率(%)

 1 議会費 942,875 0.3 951,753 0.3 △ 8,878 △ 0.9

 2 総務費 33,812,625 10.8 35,807,830 12.0 △ 1,995,205 △ 5.6

 3 民生費 146,873,073 47.1 143,810,582 48.3 3,062,491 2.1

 4 産業経済費 3,235,660 1.0 2,325,498 0.8 910,162 39.1

 5 環境衛生費 24,094,418 7.7 19,072,287 6.4 5,022,131 26.3

 6 土木費 25,732,480 8.2 26,111,435 8.8 △ 378,955 △ 1.5

 7 教育費 46,293,746 14.8 40,482,115 13.6 5,811,631 14.4

 8 公債費 5,773,535 1.9 5,261,144 1.8 512,391 9.7

 9 諸支出金 24,853,996 8.0 23,902,422 8.0 951,574 4.0

10 予備費 400,000 0.1 300,000 0.1 100,000 33.3

歳  出  合  計 312,012,408 100.0 298,025,066 100.0 13,987,342 4.7

Ⅲ－５　歳入歳出予算総括表

３年度当初予算 ２年度当初予算
科　　　　目（款）

科　　　　目（款）
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(２)　国民健康保険特別会計

　①　歳入予算款別表 　　（単位：千円）

３年度当初予算 ２年度当初予算 比　較　増　減

金 　 額 構成比(%) 金 　 額 構成比(%) 金　  額 比率(%)

 1 国民健康保険料 13,800,828 19.8 15,361,193 21.6 △ 1,560,365 △ 10.2

 2 一部負担金 4 0.0 4 0.0 0 0.0

 3 使用料及び手数料 150 0.0 60 0.0 90 150.0

 4 国庫支出金 2,787 0.0 24,679 0.0 △ 21,892 △ 88.7

 5 都支出金 46,599,675 66.9 47,419,284 66.6 △ 819,609 △ 1.7

 6 繰入金 9,159,879 13.1 8,130,512 11.4 1,029,367 12.7

 7 繰越金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

 8 諸収入 132,307 0.2 221,079 0.3 △ 88,772 △ 40.2

歳  入  合  計 69,695,631 100.0 71,156,812 100.0 △ 1,461,181 △ 2.1

　②　歳出予算款別表 　　（単位：千円）

３年度当初予算 ２年度当初予算 比　較　増　減

金 　 額 構成比(%) 金 　 額 構成比(%) 金　  額 比率(%)

 1 総務費 1,687,713 2.4 1,676,931 2.4 10,782 0.6

 2 保険給付費 46,271,385 66.4 47,090,018 66.2 △ 818,633 △ 1.7

 3 国民健康保険事業費納付金 20,746,996 29.8 21,379,163 30.0 △ 632,167 △ 3.0

 4 共同事業拠出金 9 0.0 20 0.0 △ 11 △ 55.0

 5 保健事業費 654,916 0.9 676,068 1.0 △ 21,152 △ 3.1

 6 諸支出金 134,612 0.2 134,612 0.2 0 0.0

 7 予備費 200,000 0.3 200,000 0.3 0 0.0

歳  出  合  計 69,695,631 100.0 71,156,812 100.0 △ 1,461,181 △ 2.1

科　　　　目（款）

科　　　　目（款）

Ⅲ－５　歳入歳出予算総括表
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(３)　介護保険特別会計

　①　歳入予算款別表 　　（単位：千円）

３年度当初予算 ２年度当初予算 比　較　増　減

金 　 額 構成比(%) 金 　 額 構成比(%) 金　  額 比率(%)

 1 介護保険料 11,518,759 17.8 11,496,318 17.7 22,441 0.2

 2 使用料及び手数料 1 0.0 1 0.0 0 0.0

 3 国庫支出金 15,423,933 23.8 15,087,717 23.3 336,216 2.2

 4 都支出金 9,002,994 13.9 9,192,152 14.2 △ 189,158 △ 2.1

 5 支払基金交付金 16,788,546 25.9 16,815,749 26.0 △ 27,203 △ 0.2

 6 財産収入 3,160 0.0 3,170 0.0 △ 10 △ 0.3

 7 繰入金 11,916,380 18.4 12,178,074 18.8 △ 261,694 △ 2.1

 8 繰越金 2 0.0 2 0.0 0 0.0

 9 諸収入 48,245 0.1 21,518 0.0 26,727 124.2

歳  入  合  計 64,702,020 100.0 64,794,701 100.0 △ 92,681 △ 0.1

　②　歳出予算款別表 　　（単位：千円）

３年度当初予算 ２年度当初予算 比　較　増　減

金 　 額 構成比(%) 金 　 額 構成比(%) 金　  額 比率(%)

 1 総務費 1,289,674 2.0 1,298,146 2.0 △ 8,472 △ 0.7

 2 保険給付費 60,418,200 93.4 60,508,903 93.4 △ 90,703 △ 0.1

 3 基金積立金 3,160 0.0 3,170 0.0 △ 10 △ 0.3

 4 地域支援事業費 2,928,127 4.5 2,951,708 4.6 △ 23,581 △ 0.8

 5 諸支出金 62,859 0.1 32,774 0.1 30,085 91.8

歳  出  合  計 64,702,020 100.0 64,794,701 100.0 △ 92,681 △ 0.1

(４)　後期高齢者医療特別会計

　①　歳入予算款別表 　　（単位：千円）

３年度当初予算 ２年度当初予算 比　較　増　減

金 　 額 構成比(%) 金 　 額 構成比(%) 金　  額 比率(%)

 1 後期高齢者医療保険料 6,315,263 38.9 6,250,523 39.3 64,740 1.0

 2 使用料及び手数料 1 0.0 1 0.0 0 0.0

 3 広域連合支出金 26,001 0.2 1 0.0 26,000 　 著増

 4 繰入金 9,271,582 57.2 9,070,891 57.0 200,691 2.2

 5 繰越金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

 6 諸収入 606,306 3.7 586,916 3.7 19,390 3.3

歳  入  合  計 16,219,154 100.0 15,908,333 100.0 310,821 2.0

　②　歳出予算款別表 　　（単位：千円）

３年度当初予算 ２年度当初予算 比　較　増　減

金 　 額 構成比(%) 金 　 額 構成比(%) 金　  額 比率(%)

 1 総務費 388,854 2.4 420,170 2.6 △ 31,316 △ 7.5

 2 保険給付費 343,000 2.1 332,500 2.1 10,500 3.2

 3 分担金及び負担金 14,803,653 91.3 14,480,614 91.0 323,039 2.2

 4 保健事業費 627,845 3.9 625,047 3.9 2,798 0.4

 5 諸支出金 25,802 0.2 20,002 0.1 5,800 29.0

 6 予備費 30,000 0.2 30,000 0.2 0 0.0

歳  出  合  計 16,219,154 100.0 15,908,333 100.0 310,821 2.0

科　　　　目（款）

科　　　　目（款）

科　　　　目（款）

科　　　　目（款）

Ⅲ－５　歳入歳出予算総括表
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    Ⅲ－６　消費税の使途

 ６　消費税の使途

単位：百万円

事業費 消費税充当額

障がい者福祉事業 2,378 512 459

高齢者福祉事業 0 0 0

児童福祉事業 9,722 737 1,087

幼児教育・保育無償化事業 6,027 2,701 2,701

介護保険事業 91 19 19

社会保険 国民健康保険事業 1,517 37 19

後期高齢者医療事業 0 0 0

疾病予防対策事業 0 0 0

その他保健衛生事業 0 0 0

障がい者福祉事業 66 2 2

社会福祉 高齢者福祉事業 166 4 1

児童福祉事業 3,532 92 93

介護保険事業 0 0 0

社会保険 国民健康保険事業 0 0 0

後期高齢者医療事業 0 0 0

疾病予防対策事業 901 21 20

その他保健衛生事業 593 14 17

障がい者福祉事業 20,687 194 179

社会福祉 高齢者福祉事業 378 23 29

児童福祉事業 8,338 0 0

介護保険事業 10,146 905 840

社会保険 国民健康保険事業 7,643 569 471

後期高齢者医療事業 9,272 772 710

疾病予防対策事業 2,562 197 150

その他保健衛生事業 1,157 1 3

85,176 6,800 6,800

注１：地方消費税
　　　

社会保障費 事業
３年度

合　　計

　平成２６年４月１日より１％から引き上げられた地方消費税(注１)の引上げ分については、消
費税法等により「社会福祉」「社会保険」「保健衛生」のいずれかの施策に要する経費に、また
令和元年１０月１日の消費税率引上げ時には、「幼児教育・保育無償化等社会保障の充実」に充
てるものとされています。

　令和３年度予算では、社会保障費に充てる地方消費税交付金の額を前年度と同額の６８億円と
算定しています。内訳は従来の３％部分として４１億円、令和元年引上げの２％部分として２７
億円です。特定財源を除く一般財源の投入部分の規模等により、以下のように割り振りました。

【参考】２年度
消費税充当額

　税率引上げによる消費税の使途については、「引上げ分に係る地方消費税収の使途の明確化について」
（平成26年1月24日付け総税都第2号）に基づき、予算書や決算書の説明書等において明示することになっ
ています。

①
社
会
保
障
の
充
実

保健衛生

　
②
社
会
保
障
の

　
　
　
　
公
経
済
負
担
分 保健衛生

　
　
③
社
会
保
障
の

　
　
　
　
　
　
安
定
化

保健衛生

　　　一般的に消費税といわれているものは、税率５％の時には国税である消費税４％と地方
　　消費税１％の合計でした。税率８％では消費税６．３％、地方消費税１．７％でしたが、
　　税率１０％では消費税７．８％、地方消費税２．２％になっています。

社会福祉

税率引上げによ
る地方消費税交
付金増額分

「②社会保障の公経済負

担分」とは、社会保障施

策を実施するために区が

支払う事業経費の増税に

よる支出増分
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乗り越え、そして踏み出す。あだちから 

Get over and go beyond COVID-19 
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